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発干Jにあたつて

長野県史跡『八丁鎧塚』は、善光寺平を見下ろす鮎川扇状地の中ほどにあり、その出土

品から大陸文化の香りが特に強い古墳と言われております。

昭和32年『上高井誌』編纂事業の一環として、國學院大学の大場厳雄先生をはじめ、永

峯光一・亀井正道両先生ご指導のもと、上高井教育会の手によって初めて学術調査が行わ

れました。以来38年が経過しておりますが、河原石だけを積み上げた 2つの大きな塚は今

も特異な景観を見せています。

平成 9年度には地権者の方々のご理解により、県道長野須坂インター線からのアクセス

道路の整備が行われ、古墳公園としての整備事業が完成しました。

現在は、須坂市における最も重要な史跡として、近年の古代史ブームも手伝って、市内

外から多くの方々が見学に訪ずれ、学習とともに大きな印象を与えております。

平成 6年に行われました今回の発掘調査は、範囲確認調査という限定的な調査ではあり

ましたが、古墳の規模、形状、また新たな埋葬施設の確認、これまで知られていなかった

6号墳の発見等大きな成果を上げることができ、また、新たな課題を生み出すことになり

ました。

これらの成果は、日本の古墳文化史研究上、重要な発見も多いとお聞きしており、本報

告書の発干Jに より、日本の古代史解明が一歩でも進展することとなれば望外の喜びであり

ます。

本報告書の発刊にあたり、発掘調査にあたられましたみなさま、報告書の作成にあたり

多大なるご指導、ご助言をいただきました諸先生方に心からお礼を申し上げますとともに、

発掘調査、史跡公園整備事業にご協力を賜り、さらに八丁鎧塚古墳の保存整備に現在もご

尽力をいただいております、上八町区の皆さまに深く感謝申し上げます。

平成12年 3月

須坂市教育委員会

教育長 宮本 経祥



元國學院大学教授 永 峯 光 一

私が八丁鎧塚古墳にはじめて接 したのは、昭和27年のことであった。信濃史料調査の一環とし

て、仁礼小学校々長故興津正朔氏の東道を得、考古資料の記録に郡下をあまね く歩いた時のこと

である。夏の暑い日であった。当時は交通が殊のほか不便で、上八丁まで重い暗箱写真機のケー

スを肩に鮎川に沿った細い上り道を歩かねばならなかった。数十分もたったであろうか。荒れ地

の中に川原石が累々と積み重なり、樹木一本、草叢一つ生えていない鎧塚の二墳が自日のもとに

姿をさらしているのを目のあたりにした。まだ周囲のブドー畑はなく、従って随分突死とした感

じであった。それまで各地で積石塚を見てきたが、こんな大規模で、しかも石だけのものには、

めぐり会ったこともない。これが本当の積石塚だと思った。

それから数年。当時、飯山南高等学校教諭であった桐原健氏は上高井教育会が行う郡誌の編纂

にかかわっていたが、その資料として鎧塚の発掘調査を要望された。意を受けた私は國學院大学

助手の故亀井正道氏に加勢してもらい、発掘に臨んだのである。

発掘する側には誰も積石塚の発掘を経験したものはいない。それだけにこの発掘に際して緊張

感を覚:え たことは確かである。発掘に取りかかると、スコップを必要としないことには違和感を

覚えたが、人頭大あるいはそれ以上の川原石を一つ一つ手渡しで取り除くことによって、主体部

があったと考えられる中心部を探っていった。そして川原石と川原石の隙間に散らばっていた数

々の遺物を拾集していったのである。そのような状態によって、両墳とも既に盗掘の厄に遭って

いたのは明らかとなり、私たちが気落ちしたのは確かであるにしても、両墳の遺物の質の良さは、

補って余りあるものであったのだ。

発掘以来四十余年がたち、手持ちの資料も何時しか散供してしまって、残るのは掲示する写真

一葉のみとなった。また、記憶もすっかり薄らいで、現にどういう発掘生活を送ったか思い出せ

ない。ただ、國學院大学の故佐野大和氏が見学にみえた時のことだけが、妙に印象に残っている。

このたび、「八丁鎧塚古墳群調査報告書」の計画が具体化し、序文を求められた。だが既に定年

を過ぎ、今はその任に堪えないので、私の鎧塚との出会いと、発掘について若千の思い出をしる

し、以てその責を果たすことにしたのである。

新しい報告書ではより広汎な、より詳細な事がらが記述されることになるだろうし、積石塚の

歴史的背景についても、それぞれの専門家によって語られるであろう。そして、さらに嘗て考古

学雑誌に載った私たちの報告も再録されるという。喜ばしいこととして受け止める反面、再評価

がどう出るか、気になって仕方がないでいる。

平成11年 9月 10日  じるす。



例

1 本書は、史跡公園整備事業に先立つ、長野県史跡「八丁鎧塚」の範囲確認調査報告書である。
2 調査は、須坂市教育委員会が須坂市遺跡調査会に委託 し、調査会は須坂市八丁鎧塚古墳群範囲確認調

査団を組織して実施 した。調査団の組織は、次のとおりである。

調査顧問  石野 博信 (徳島文理大学教授 )

調査顧問  岩崎 卓也 (東京家政学院大学教授 )

調査顧間  泉森  咬 (奈良県立橿原考古学研究所付属博物館長 )

調査顧間  中村  登 (故)(須坂史談会 )

調査団長  宮川 孝男 (須坂市文化財審議委員会委員 )

調査主任  小林 宇壱 (須坂市立博物館学芸員 )

調査副主任 青山 ひろみ (平成 6年度)。 永沢 叔子 (平成 7～ 9年度 )

調査員   千葉 剛成 。綱島 正道

作業員   小林ふじ代、越さく、岡田稔、長原照雄、北沢昭、清水昭三、廣田修年、荒井慶作、

森山春男、和田照雄、小林緑、出川信美、神林昌子、斎藤静、伝田伊代二、岡村政美、

青木茂男、町田肇、関野勝仁、松沢征樹、鈴木知紀            (順 不同)

協力員   須坂市上八町区、上八町史跡保存会

事務局   須坂市教育委員会事務局社会教育課 (現生涯学習課 )

3 発掘調査は、平成 6年 3月 7日 から同年 7月 15日 まで実施し、その後、平成12年 3月 20日 まで整理作

業及び報告書作成作業を行った。

4 本書の編集は、小林宇壱が行った。

5 執筆分担は、次のとおりである。

調査顧問  石野 博信…………………………………………………………………………第 5章第 2節

調査顧問  泉森  咬…………………………………………………………………………第 5章第 1節

調査団長  宮川 孝男・……………………………………・…………………………………………`第 6章

調査主任  小林 宇壱……………………………………………………………第 1章 。第 2章 。第 3章

なお、第 4章については次のとおり、専門の研究者に依頼 し、玉稿を賜った。記して謝意を表します。

東京国立文化財研究所保存科学部 平尾 良光・榎本 淳子・小林 直子………………………第 1節

熊本大学文学部 木下 尚子……………………………………………………………………………第 2節

6 写真及び図は、次を除いて、小林宇壱が担当した。

調査副主任 永沢 叔子………………………………………………………………一部遺構実測図の製図

各執筆者……………………………………………………………………………………………………第 4章

7 八丁鎧塚の過去の調査研究報告を、執筆者の了解を得て、付章として転載させていただいた。
8 本調査による出土遺物、実測図、写真等すべての資料は、須坂市立博物館に保管されている。

9 現地調査及び整理作業において、次の方々からご指導、ご助言を賜った。記して謝意を申し上げる次

第である。

また。本報告書の発刊にあたり、昭和32年に発掘調査を指導され、研究報告を学会に発表された永峯

光一先生から序文を賜った。深 くお礼を申し上げます。

現地調査  桐原 健、樋口 昇一、土屋 積 (整理作業共 )、 小林 秀夫、西山 克己、山口 明、

飯島 哲也、矢島 宏雄、宮下 健司

整理作業  金 基雄 (故 )、 車崎 正彦、田中 新史

日

(敬称略 )
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第 1章 範囲確認調査の概要

長野県のみでなく、全国的にも極めて著名な積石塚である「八丁鎧塚 1・ 2号墳」 (以下八丁鎧塚 という)

は、西日本の古墳時代前期積石塚、高知県高松市石清尾山の猫塚等の積石塚を彿彿とさせる東 日本唯一の

古墳時代中期前半の積石塚 として、古墳時代史特に積石塚古墳の被葬者論争の中心的存在である。

今回の範囲確認調査は、「須坂市八丁鎧塚古墳周辺整備事業」(史跡公園整備事業 )に 先立ち、古墳規模、

および古墳のあり様を把握 し、遺跡整備の方針を決定することを目的に発掘調査を行った。

平成 4年、国の施策である「地域文化財保全事業」及び須坂市文化財取得基金により個人所有の 2号墳

および 1号墳を含めた周辺用地を取得。平成 5年には調査団顧間、総括指導者として東京家政学院大学教

授 岩崎卓也先生、徳島文理大学教授 石野博信先生、橿原考古学研究所付属博物館長 泉森 咬先生、須坂

史談会長 中村 登氏 (故)を お願いし、調査団長に須坂市遺跡調査会 宮川孝男氏をお願いし、「須坂市八

丁鎧塚古墳群範囲確認調査団」が組織された。

翌平成 6年 3月 4日 に調査前の慰霊祭を行い、同年 7月 15日 までの54日 間現地における範囲確認調査を

おこなった。

調査 日誌は下記のとおり。

平成 6年

3.4 市議会議員、収入役、教育長、教育次長、社会教育課長、同課長補佐、団長、調査員、作業員、

上八町史跡保存会員が出席し、慰霊祭を行う。

プレハブ設置。午後から機材運び込み。

3.7 現地調査の実質的初 日。

事前に設定した トレンチ設定計画によリトレンチ設定。 2号墳の墳裾をとらえる。

表土下30cmで墳丘基底の敷石を確認。

2号墳から 1号墳にのびる積石の性格確認のためさらに トレンチを設定、調査。

3.9 新たに Bト レンチを調査開始。墳丘の近 くで裾を確認する。周溝は確認できない。

Cト レンチを拡張し周溝、墳裾の確認をさらに広げる。

3.12 調査は休み。畑の灌水管敷設替え立ち会い。

前所有者から下記の`点 を聞き取 り。

① 明治末から大正初めにかけて2号墳を開墾。それまでは墳丘はなだらかで、周囲は芝を植
えたようだった。

② 現在、道になっている部分でとっくりのような土器を見つけた。(現在は不明)
③ 2号墳のBト レンチあたりにキチッと積まれた部分があった。

④ 2号墳と1号墳の間にある平坦部は後から畑にしたもので、ここから石室がみつかって石

は橋板に持ち出した。

⑤ 墳丘には六角石と言われる仁礼樽の沢の石が入っている。
1号墳と2号墳との間にある石積みの性格にヒントを得る。

3.14 トレンチ内の配石を精査、確認。Sト レンチを拡張する。

長野県教育委員会文化課 百瀬新治指導主事来訪、指導を受ける。
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3.15 長野県埋蔵文化財センター 土屋 積氏来訪。細部の指導、助言をいただく。

福井県松岡町教育委員会視察来訪。

3.16 Pト レンチ内に立位の板石を確認。石棺の可能性が高い。

3.17 降雪により午前のみ作業。

石棺周辺の配石状況確認を進める。

3.18 2号墳から 1号墳に続 く石積みの上部 (石棺上部)は耕作による石積みと確認。撤去。

3.20 地元対象の中間現地説明会を開催。上八町区民約60名参加。

長野県立歴史館 宮下健司氏、調査団顧問 泉森 咬先生来訪、指導いただく。

3.24 2号墳張出部の石棺を全検出。

3.28 長野県埋蔵文化財センター佐久調査事務所員来訪。指導助言をいただく。

岩崎、石野、泉森顧問来訪。調査方針検討会開催。

3.29 後、八丁鎧塚 6号墳となる配石の基底部出始める。

長野市立博物館 山口明氏来訪。

3.31 配石の基底部、石棺、 2号墳張出について土屋 積氏より現地で指導いただく。

4.4 配石の基底部を確認。円形の広が りが明確になる。

4.5 配石が芯を土で築いた古墳の葺石であることがわかる。磨滅した埴輪片、土師器片いずれも小

片が出土。遺物はいずれも石の外側に検出される。

4.11 1号墳の墳丘裾確認のため トレンチ調査開始。

4.15 1号墳の墳裾を確認。周囲に礫はなく地元では の`ぼつち″と呼ばれる暗褐色の火山灰を多く

含む土層が古墳の基底面まで lm程つづ く。

4.18か ら

各遺構の写真撮影、遺物の平面測量のため精査。

5。 7か ら

検出遺構の清掃、墳丘上の草等の航空測量に先立つ清掃を開始。

5.26 委託による航空測量。

5.30か ら

墳丘基底部の状況把握のため、 2号墳の一部に lmの トレンチを入れる。

6。 9か ら

墳丘 トレンチの見通し図取 り。

6.26 -般市民向け現地説明会開催。参加者 400名。
7.4 埋め戻 し開始。

7.15 機材撤去。埋め戻 し完了する。現地における調査終了。

平成 8年

8.5 報告書作成のため第 1回 検討委員会を開催。
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第 2章 八丁鎧塚古墳の概要

第 1節 地理的環境

須坂市は長野県の北東部に位置する、人口約55,000人 の都市である。東には急峻な山地、上信越火山帯

をはさみ群馬県と接し、西と南には新潟県に至って信濃川となる千曲川を隔て、県庁所在地である長野市

に接している。

市域の上信越高原国立公園には、四阿山を最高峰として浦倉山・土鍋山などの山脈が連なっている。こ

れらの山々は急峻で深いいくつもの谷を形成し、それらは山麓に至ってそれぞれに複雑な扇状地を形成し、

複合扇状地となって、標高500m付近の扇頂部から扇端部の標高350m付近までの、きわめて大規模な扇状

地を形成している。八丁鎧塚古墳のある上八町地区は、四阿山から流れ出る宇原川、梯子山から流れ出る

仙仁川が合流し鮎川となり、この扇状地上に位置しており、八丁鎧塚古墳はこの鮎川が形成する扇頂部に

位置し、河川による河岸段丘状の崖のごく近接地に位置している。

扇状地の扇頂部に位置するため、北に流れる百々川との距離は 2 kmに も及ばす、鮎川の南側には妙徳山

が迫り、 6 km西 には千曲川が流れ、市域北側の松川・八木沢川扇状地に比べ小規模な扇状地を形成してい

る。人丁鎧塚古墳が位置する鮎川扇状地扇頂部の東、南、北側は上信越火山帯から迫り出した山地と川が

迫り、西に千曲川という大河が流れ、さながら自然要害とも言うことができる。

この扇状地は、須坂市域の全ての扇状地がそうであるように地下水位が低く、山林、原野になっていた

が江戸時代以降急速に開拓され、明治から昭和初期にかけては、旧須坂

町に発展した製糸業を支える繭の生産地として桑が植えられ、戦後の潅

漑事業によって、良質な果樹生産地として全国的に評価されている。ま

た、鮎川の流域は河川の運ぶ土と水利から水田が営まれ、江戸時代には

下流の下八町地区を含め、600石 を超す石高が記録されている。

千曲川は幅1.5kmの 沖積平野を形成し自然堤防を形成し、微高地は集落

や畑地として、後背湿地は水田として、須坂市域の一大水田地帯となっ

ている。

池ノ塔山

山 2,028

風岳
2,160

群

馬
県
吾
妻

郡

1980年 須坂地方の鉱毒水 資料集 1 自然編 歴史教育協議会須坂支部編より作成

図 1 須坂および上高井郡地質図
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第 2節 歴史的環境

現須坂市域で最も古い歴史的痕跡を確認できるのは、須坂市仁礼地区の旧石器時代の尖頭器が出土した

「宇原遺跡」である。この地区の字原川上流には、学史上著名な微隆起線文土器を出土した
｀
石小屋洞穴

遺跡
″がある。縄紋時代の遺跡は縄紋時代草創期、早期を経て八丁鎧塚から扇状地を西に700m程下った三

入道遺跡に縄紋時代中期から後期の遺跡があり、大規模ではないが集落が営まれていたことが明らかに

なっている。

弥生時代の遺跡は、鮎川扇状地内には現在のところ確認されていない。しかし須坂市内においては弥生

時代中期の土器を出土した「須坂園芸高校校庭遺跡」が知られており、さらに鮎川下流域では上信越自動

車道の開通に伴い、長野市若穂綿内地区に弥生時代から古墳時代に至る遺跡が知られている。

八丁鎧塚の位置する鮎川流域には、須坂市域において確認することのできる約100基の古墳の内、約半数

があり、いわゆる「鮎川古墳群」と称されている。八丁鎧塚はそのほぼ最上流域に位置しており鮎川流域

を含めた須坂市域で最も古い古墳として知られている。

「鮎川古墳群」はその分布域から3つに分けることができる。

1つは八丁鎧塚を中心とする「鎧塚古墳群」。下流に下り袈裟懸けの女性を象った
｀
人物埴輪

″
を出土し

たことで知られる「天塚古墳」、「塚の越古墳」を一団として「塚の越古墳群」。さらに須坂市大字野辺、米

持地区に至り、昭和51年に農道改良工事に先立ち、須坂市教育委員会によって発掘調査が行われ、家形埴

輪。椅子形埴輪などの形象埴輪が出土し、上円下方墳とされる「天神 1号墳」を代表とする「天神古墳群」

がある。

八丁鎧塚古墳群は周辺の古墳を含め 6基から成っている。6基の内 3基は八丁鎧塚 1号墳から約100m上

流に位置し、 2基は後世の開墾等によりその姿は明らかでないが、 1基は横穴式石室を観察することがで

き、須坂市域における典型的な後期古墳の様相を見ることができる。さらに、八丁鎧塚の対岸妙徳山の山

麓には、横穴式石室の角礫を積んだ10m程の、長野県内では数少ない珠文鏡が出土した (須坂市では本郷

大塚古墳に続き2例 目)「戸谷古墳」がある。

須坂市域内にはこの鮎川流域古墳群の他に、松川扇状地上に位置する日滝原古墳群がある。この古墳群

には昭和56年に『須高地区広域営農団地農道整備事業』に先立つ発掘調査が行われ、圭頭太刀、三輪玉、

珠文鏡、馬具、太刀等多くの遺物を出土した「本郷大塚古墳」があり、後期古墳の追葬形態や実用的な馬

具の出土で注目されている。

さらに、市街地にほど近い坂田地区には、「扇の入古墳群コ「大星古墳群」があり古墳から見下ろす低湿

地には、古墳時代前期の土器を出土した「坂田遺跡」があり、集落の営みを確認することができる。

須坂市域の古墳時代遺跡を概観すると、扇状地の扇側部に古墳が造られ、その扇端域に集落が営まれる

傾向がある。扇端域の最も大きな集落は「塩川遺跡群」であり、弥生時代後期から奈良、平安時代まで途

切れることなく生活の痕跡を確認することができる。この地域は扇状地扇端という水利的な好条件と、千

曲川の沖積地を背景とした稲作に支えられた地域である。

人丁鎧塚からは距離にして 4 km離れ、標高差は約150mあ る。八丁鎧塚周辺に古墳時代前期から中期にか

けての集落跡が発見されておらず、扇状地の扇端部に位置する同時期の「塩川遺跡群」は、八丁鎧塚と集

落との関わりを考える
｀
鍵
″になるかもしれない。
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□ え 千曲川の

自然堤防上集落
1.小河原遺跡群
2.塩川・須坂・小山遺跡群
3.米持遺跡群
4.井上・幸高遺跡群
5。 坂田遺跡

鮎川古墳群

(米持・野辺・八丁 )

坂田古墳群

行人塚 。漆塚

立石塚・本郷大塚古墳

松川古墳群

須坂市古墳時代遺跡分布図
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第 3節 鮎り|1流域古墳の概要

八丁鎧塚が鮎川流域古墳の一つとして認識されてきたことは、第 2節で述べたが、いわゆる「鮎川流域

古墳群」の時間的な普遍性については必ずしも明らかではない。

江戸時代から明治時代の開墾によって、小規模の古墳は撤去され、昭和に入って当地方で
｀
やつか″`やっ

くら
″
と呼ばれる積石塚状の石積みはコンクリー ト骨材として採取され、現在残る古墳のみでこの流域古

墳の時間的な普遍性を説明するのには躊躇せざるをえないが、扇状地扇側部、鮎川流域の古墳について概

観してみたい。

現在鮎川流域古墳最上流部に認識されているのは、標高約520m付近の「八丁鎧塚 5号墳」であり、最下

流部に位置するのは、標高約370m付近の「大塚畑 2号古墳」である。これらは、大小43基の古墳で構成さ

れている。

その標高差は150m、 距離は約1.8km離れている。須坂市遺跡詳細分布図によれば、古墳の規模は現在確

認されている大きさで最小 5m、 最大32mで多くが10m前後の比較的小さな古墳である。

それぞれの古墳の属す時代は、調査例が少なくほとんど明らかでないが、概観するとそのほとんどは後

期古墳に属すと考えられる。

これらの古墳のほとんどが、鮎川によって扇状地扇側部が削り取られた段丘崖の直上付近に位置してい

る。さらにこれらは時間的な差異はあるが、外観上すべて積石塚と言われており、段丘崖直上の古墳を構

成する礫は、石室を除いて例外なく鮎川の河川敷から採取した川原石である。

扇側部に位置し礫を直下に広がる河川敷から採取していることは、積石塚の成立を環境自生説とする考

えかたに一見ヒントを与えているように考えることもできる。

しかし、現状で残されている鮎川流域の古墳群は、前述したようにそのほとんどが後期に属する古墳で

あり、厳密に言えば積石塚と言っても、土と石とが混在する「土石混合墳」であり、時間的な変遷も考慮

する必要がある。

さらに、注目すべきは鮎川流域古墳を仮に大別すると、上流の鎧塚古墳群には八丁鎧塚 2号墳が、中流

域の塚の越古墳群には、袈裟懸けの人物埴輪を出土したと伝えられる天塚古墳が、下流域には野辺、米持

地域の古墳を一括して天神古墳群があり、そこには米持天神 1号墳がある。

大別すれば、それぞれの古墳群中に必ず 1基の中期古墳が存在していることに気づ く、鮎川流域古墳全

体の時間的な流れをとらえることは容易ではないが、さらに大別するとそれぞれの属性が明らかに成って

こないだろうか、個別に古墳の時代、構造を細かく検討する必要はあるが、一つの見解として指摘してお

きたい。

また、この流域古墳が鮎川の右岸に集中している`点 も注視すべきである。いくつかの左岸に位置する古

墳があるが、鮎川流域全体からすれば少ない。後述する米持天神 1号墳の墳丘構造を観察すると、西側の

側面が 2段ないし3段の構築状況を最も良く示している。他の側面が耕作等によって破壊されていて現状

が残っていないと単純に考えるだけでなく、古墳の築造当時から意識的に西側だけに段築しているとすれ

ば、古墳の正面観を意識したとも考えられ興味深い。

鮎川流域古墳が鮎川右岸に位置し、左岸にほとんど見られないことは単に開墾や耕作による消滅ではな

く、墓域と住域、集落と墓の関係を示すのではないだろうか。

また、 3つの中期古墳を核とするプロックは、さらに各集落の関わりを示すものと言えるのではないだ

ろうか。

-6-



番号 遺跡名 所在地 立地 遺構・遺物 番号 遺跡名 所在地 立地 遺構 。遺物

90-1

90-2

90-4

91-1

91-2

91-3

91-4

92

93-1

93-2

93-3

93-4

94-1

94-2

94-3

94-4

94-5

95-1

95-2

95-3

95-4

藤山古墳

北畠古墳

大塚畑

第 1号古墳
大塚畑

第 2号古墳
大塚畑

第 4号古墳
天神

第 1号古墳
天神

第 2号古墳
天神

第 3号古墳

天神

第 4号古墳

十三塚古墳

野辺天神

第 1号古墳
野辺天神

第 2号古墳
野辺天神

第 3号古墳
野辺天神

第 4号古墳
桑市場

第 1号古墳
桑市場

第 2号古墳
桑市場

第 3号古墳
桑市場

第 4号古墳
桑市場

第 5号古墳
大明神

第 1号古墳
大明神

第 2号古墳
大明神

第 3号古墳

大明神

第 4号古墳

井 上・藤 山

米持

米持 。小笹原

米 持 。笹 塚

米持・小笹原

米 持 。天 神

米 持 。天 神

米 持・天 神

米 持 。天 神

野辺 。十二塚

野辺・天 神

野辺 。天 神

野辺 。天 神

野辺 。天 神

野辺・桑市場

野辺・桑市場

野辺・桑市場

野辺・桑市場

野辺・桑市場

野辺 。大明神

野辺 。大明神

野辺 。大明神

野辺 。大明神

尾根上
扇 央

扇 側

扇 側

扇 側

扇 側

扇 側

扇 側

扇 側

扇 央

扇 側

扇 側

扇 側

扇 側

扇 央

扇 央

扇 央

扇 央

扇 央

扇 側

扇 側

扇 側

扇 側

円墳

積石。円墳 (径 95。 高1.2)

横穴石室 (長 7.0。 巾165)

円墳

円墳

円墳

円墳 (径 15.0。 高2.0)

円墳・横穴石室 (?)
直刀・馬増勾玉 。管玉。イヽ玉
。金環 。銀環(2)。 銅環(2)
横石 (?)。 方墳 (長 14.0。
高1.6)(?)

方墳 (長 16.0。 高15)

円墳 (径 14.0。 高2.0)

上円下方墳 (長 320。 高4.0)

埴輪 (家形・器財・円筒)

積石。円墳 (径 10.0。 高2.0)

円墳 (径 13.0。 高15)
横穴石室 (長 4.0。 巾1.5)須
恵器
円墳 (径 80。 高1.7)

横穴石室 (長 2.0。 巾1.5)須
恵器
円墳

積石。円墳 (径 10.0。 高20)

積石。円墳 (径 11.0。 高20)
円筒埴輪
積石・円墳 (径 12.5。 高3.0)

円筒埴輸

積石。円墳 (径 28.0。 高3.0)

円墳

円墳 (径10.0。 高3.0)

95-5

95-6

95-7

96-1

96-2

97-1

97-2

97-3

97-4

98-1

98-2

98-3

98-4

99

100-1

100-2

100-3

100-4

100-5

100-6

101

大明神
第5号古墳
大明神
第6号古墳
大明神
第7号古墳
薬師山
第1号古墳
薬師山
第2号古墳
塚の越
第1号古墳
塚の越

第2号古墳
塚の越
第3号古墳
塚の越
第4号古墳
天塚
第1号古墳
天塚
第2号古墳
天塚
第3号古墳
天塚
第4号古墳
二人道古墳
鎧塚
第1号古墳

鎧塚
第2号古墳

鎧塚
第3号古墳
鎧塚
第4号古墳
鎧塚
第5号古墳
鎧塚
6号古墳
戸谷古墳

野辺 。大明神

野辺 。大明神

野辺 。大明神

八町 。蛇塚西

八町 。蛇塚坂

八町・花田北

八町 。花田北

八日丁・花田 1し

八町・花田北

八日丁・花田 1し

八 町 。竹 村

八町 。花田北

八町 。花田北

八町・二人道

八 町・鎧 塚

八 町・鎧 塚

八 町 。鎧 塚

八 町・鎧 塚

八 町 。鎧 塚

八 町・鎧 塚

八 町 。戸 谷

扇 側

扇 側

扇 側

尾根上

尾根上

扇 側

扇 側

扇 側

扇 側

扇 側

扇 側

扇 側

扇 側

扇 側

扇 側

扇 側

扇 側

扇 側

扇 側

扇 側

山 麓

円墳

円墳

円墳

円墳 (径 9.0)

円墳 (径 155。 高2.5)

方墳 (長 160。 高3.0)

円墳 (径 8.0。 高1.8)

円墳 (径 16.0。 高3.0)

円墳 (径 5.0)

円墳 。人物植輪

(44× 18・ 高2.0)

円墳 (径 6.5。 高1.5)

横穴石室 (巾 13)

円墳 (径 17.0。 高22)

円墳
積円 (径 23.0。 高2.5)

円筒埴輸・方格規矩四神鏡・

石釧・貝釧 。直刀・鉾・刀子
・鉄鏃・施・勾玉・管玉・八

王
積円 (径 15.0。 高3.0)
家形埴輸・器財埴輪。円筒埴
輪・直刀。鉄鏃 。金銅製帯金
具 。小玉 。鈴杏葉・轡

円墳 (径 8.0。 高2.0)土師器
・須恵器

円墳 (径 11.0。 高1.5)

円墳 (径 14.0・ 高25)

円墳 (径 125。 高不詳)
土師器 。円筒埴輸

珠文鏡 1・ 須恵器

米持天神 1号墳

鮎川流域の古墳群中で最も興味深いのは、

古墳時代中期に属すと報告されている「米持

天神 1号墳」である。

この古墳は、昭和51年に農道整備事業に先

立ち確認調査が行われ、東西約30m、 南北約

35m、 高さ 3mの方形の葺石工法による墳丘

を持つ古墳であることが報告されている。最

も注目されるのは、椅子形埴輪・蓋形埴輪、

家形埴輪、器材埴輪の出土である。中でも家

形埴輪は装飾性に富み、現在高28cm、 梁間幅

30cmを測る。埴輪の構成は八丁鎧塚 2号墳に

共通 している。

さらに、推定上円下方墳である点は再考の

余地を残しているものの、人丁鎧塚 とほぼ同時

期に構築された古墳としてその意義は大きい。

表 1 鮎川流域古墳地名表
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図 3 鮎川流域の古墳分布



0                      10cm

米持天神 1号墳実測図

澤
::::]]::ii::iii∫ ;lli

Cm

l.家形埴輪
2.椅子形埴輪片
3・ 4.円筒埴輪片

図 4 米持天神 1号墳出土遺物
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第 3章 八丁鎧塚古墳の調査

第 1節 これまでの発掘調査の概要と出土遺物

八丁鎧塚古墳が、中央の研究者によって調査されるのは、

大正12年 11月 上高井教育会の依頼で上高井農学校 (現 須坂園

芸高校)遺跡や臥竜山 。井上村の古墳、若穂・小布施の古墳

を調査 した′烏居龍蔵らによるものである。

この時鳥居らは、八丁鎧塚 1号墳上で記念写真を残してい

る(右写真 )、 調査とはいっても現地踏査的なのであるが、残

された写真を細かく見ると、すでに墳丘の一部が削平されて

いること畑地から lm程の墳丘途中に平坦面があるようにも見える。

また、現在の墳丘は墳側部がなだらかだが、′亡、なしか椀状を呈しているように も見える。

●昭和32年の発掘調査

本格的な発掘調査は、昭和32年上高井教育会と上八町誌編纂委員会の協力で、主として上高井教育会が

上高井誌編纂のため、上八町の人々の協力を得て、当時、長野県文化財臨時調査員永峯光一氏と國學院大

学助手亀井正道氏によって、 1。 2号墳の墳丘調査を行ったのが最初である。

この調査は、墳丘のほぼ真ん中に 1号墳では、長さ8m、 幅 3mの トレンチを設け、基底部まで石積み

を除去した。 2号墳では、長さ1l m、 幅 5mの トレンチを設け 1号墳と同様基底部まで調査している。

いずれの古墳でも出土した遺物は散逸的で、石室等埋葬施設は検出されていない。つまり出土した遺物

は古墳の主体部に属していた可能性は高いが、原位置にはないという考察が加えられている。

この調査では 1号墳及び 2号墳についてその実測図を提示し、下記のように述べている。 (付章 参照 )

◎ 1号墳。

東西径約23m、 高さ2.5m、 墳頂部は径10mが平坦になっている。これは和算顕彰碑が建てられているた

めと考える。

墳丘そのものは大きな変化はない。

上高井古墳写真帖より

円形の積石墳とみる。

墳丘には全 く土を混じえない。礫は人頭

大またはその数倍に及ぶ川原石ですべて構

成されている。

墳丘下50cmか ら散発的に遺物が出土。

トレンチ北西西側から、碧玉製釧片 1個。

北東部のやや離れたところから水字貝製釧

残片 (後にゴホウラ貝製釧 3片 を含むこと

が分かる。第 4章第 2節参照 )。

石釧 (径 3.7cm・ 径3.6cm 2片 )の下から

碧玉製管玉、小型勾玉 2、 管玉 1、 小玉 2。

鉄鏃、鉄鉾、直刀片、方格規矩鏡片 1、

←
L__…………_」L_____― =曽 "

図 5 昭和32年調査実測図
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傍製鏡 1片、 (後に方格規矩四神鏡 2片 と判明、第 5章第 2節石野論文所載、車崎氏私信参照)

土師器片出土。東南側から家形埴輪。円筒埴輪片。

いずれも散逸的で60cmか らlmの深さに多く出土している。

埋葬施設は確認できない。

L   i    l    lCm

1

∩
――

――

＝

――

＝

＝

9

４
　

　

　

８

図 6 八丁鎧塚 1号墳出土遺物

.^.
_r---,<-

0 3cm

2

0 Scm
ffi

1・ 2 方格規矩四神鏡片
3～ 11 鉄 鏃
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図 7 八丁鎧塚 1号墳出土遺物
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◎ 2号墳。

東西径約20m、 南北径約25m。 元来は径約25mを 有していたと考える。

高さ3.6m、 北西部では 5mに及ぶ。墳頂部は径4.5mが平坦になっている。一蓮塔が建てられているた

めと考える。

円形の積石墳とみる。

墳丘の構造は 1号墳と同様である。

調査区中央、墳丘下 lmか ら集中的に遺物が出土する。

金銅ZIT噛文鈴板 (鋳造)3(鋼製、鍛造と判明。第 4章第 1節参照)。 ガラス小玉 5(地盤土から出土)。

刀剣小片。鉄鏃。鈴杏葉。轡。家形埴輪。器財埴輪。円筒埴輪。土師器。

1～ 3 鍍銀鋼製獅噛文鉾板実測図

0 3cm

図 9 人丁鎧塚 2号墳出土遺物
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1.響   2.鈴 杏葉
3～ 6 千木
7～ 10 鉄鏃
11 人物埴輪 脚

図10 八丁鎧塚 2号墳出土遺物
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●昭和 60年の発掘調査

「市道横松原鎧塚 1号線」の拡幅工

事のため、これに先立ち 2号墳の発掘

調査が昭和60年 3月 15日 から同年 3月

18日 まで行われた。

この調査は農道の敷設を前提に、 2

号墳の北東側の墳裾を確認する結果に

なった。

これにより墳丘規模が約24mである

ことがわか り、昭和32年の調査では古

墳の主体部の検出を中心に行われたの

に対し、結果として墳丘規模を明らか

にすることになった。

遺物は器材埴輪、円筒埴輪片が出土

し須恵器片も出土したが、昭和32年の

調査結果を大きく変える事実は見いだ

されなかった。

推定墳域'ヽ ′′″

推定墳丘

道路面

|

図11 調査区域詳細図

図12 鎧塚第 2号古墳全体図
-15-
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第 2節 範囲確認調査

一―手法と概要、出土遺物―一

| 1号墳の調査

手法

1号墳の調査は範囲確認と周溝の有無、 2号墳に延びる石積みの性格把握に重
`点 をおいて行った。長野

県指定史跡であり墳丘の現状を保全するため、その指定範囲である墳丘への調査は遺構保存のため行わな

いこととした。

詳細

本調査にょって、 1号墳の直径は25.5m、 高さ3.5mと確認した。

墳丘に対し10本のトレンチを設定し、Qト レンチは 2号墳との関係を明らかにするため 2号墳と共通す

るトレンチとし、北東方向に延びる石積み部分についてはその性格把握のため、Nト レンチを設定した。

1号墳西側のトレンチでは、配石等の遺構は検出できず、墳丘の裾も確認できなかった。これは、現況の

墳丘が築造当時の墳裾位置に近いか、あるいは石積みの崩落によって築造当時の墳裾が隠されていること

も考えられる。しかし、東側 トレンチによって墳裾が明確になり墳裾を推定すると、現墳丘裾をほぼ築造

当時の墳裾位置と考えることができよう。

東側の J・ KoLoMの 各 トレンチでは調査区が限定されたものの、明確に墳丘の裾を確認することが
できたが、耕作等による撹乱のためか、墳丘の石積みが壁状に積まれていたのか、規則性の無い石積みな

のかを確認することはできなかった。

Lト レンチ

‐`
ン

〕  ヽ|
Rゝゴギ
レ

トレンチ拡張区

ヽ
」

レ
　

　

チ

【
卜
・
　
　
　
ン

や耕
¨

０

メ

トＹ

黎
チ

ー
ンレ
　
¨・

図13 八丁鎧塚範囲確認調査 トレンチ配置図
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20 nl

図14 八丁鎧塚 1号墳 墳丘実測図

しかし、墳丘全体を確認すると墳丘測量図によって墳丘に段築の痕跡が認められる。昭和32年に墳丘へ

の トレンチ調査が行われていること、あるいは伝承されている中世の戦場地としての火葬地等の使用や墳

形の変更を考慮しても、少なくとも 1段の段築が墳裾から墳頂部にむかって、 2mな いし3m付近にテラ

ス状に段築を認めることができる。

しかもJ・ K・ LoMの 各 トレンチでは、墳裾 と接する地山はほとんど礫を含まない火山灰土であり、

墳裾は明確に識別することができる。

-17-



ゴホウラ釧

0                 1ocm

図15 八丁鎧塚 1号墳出土遺物

段築の可能性を強 く認め、墳裾が壁状に積まれていた可能性を強く指摘 しておきたい。

Nト レンチについては、遺物の出土はなく遺構 も確認できず、築造当時の積石ではなく耕作による石積

みであると確認した。

1号墳の築造年代は、出土土師器から4世紀後半 (末)と した。

出土遺物 (図 15。 写真図版15)

T・ H・ Y・ Iト レンチでは遺物は確認できなかった。

J・ K・ LoMの 各 トレンチでは、少量であるが須恵器片、土師器片の出土は認められるが極めて少な
い。ゴホウラ釧 1点が 1号墳北側の平坦部 (昭和前期に畑地として造られたもの)よ り出土したが、表土

下15cm礫積み直上からの出土であり、 1号墳所産の遺物と考えられるが原位置を保っているとは考えられ

ない。

図]5の 1は、須恵器壺底部片である。 2は内外面にたたき目を残す須恵器片である。 3は 日径16.2cmを
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測り、 4は 口径17.3cmを 測る。いずれも土師器壺形土器口縁部片である。 5～ 7は二重回縁をもつ壺形土

器片である。 8は 口縁径17.3cmを測る、長頚壺の回縁部片である。 3・ 4は Mト レンチ出土。 5・ 6は J

トレンチ出土。7は Kト レンチ出土である。1・ 2・ 8は 1号墳南側 トレンチ付近での表面採集資料である。

2 2号 墳の調査

手法

基本的な考え方は 1号墳と同様であるが、 1号墳に延びる石積みの性格把握についてはより綿密なもの

とし、 1号墳同様県指定史跡の範囲内については、墳丘への調査は基本的に行わないものとしたが、墳丘

構造把握のためCト レンチの延長線上に lmのみトレンチを設定し、墳丘構造を確認した。

2号墳の西側鮎川側を主に調査し、次いで 1号墳に延びる石積みについてその性格を確認すべく調査し

た。

2号墳の西側については、当初A・ BoC・ Sト レンチを設定し調査を行ったが、敷石帯状の配石や段

丘崖に向かう平坦面から、小礫により構成されるブロック状の広がりを把握するため、各 トレンチに拡張

区を設け 2号墳の周溝の有無や築造当時の墳丘裾である最下層の配石状況について確認した。

また、調査前の検討会において最も重要な課題として、 2号墳から 1号墳に延びる石積みについて、O
・Pト レンチでその広がりと2号墳との関係を明らかにし、さらにE・ UoWoG・ Xト レンチでその広

「
虫
離
掲
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野
颯も・     oq

0          5          10m

図16 八丁鎧塚 2号墳 墳丘実測図
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がりと性格を確認することとした。ここにおいても県史跡の範囲内については調査対象外 とした。

詳細

本調査によって、 2号墳の直径は25.5m、 高さ3.5mと 確認した。

①2号墳西側 (段丘崖に向かう平坦地、A・ B・ C・ S・ V・ Xト レンチ)

0ト レンチによって墳裾の配石状況を観察すると、 lmか ら2mの幅でいくつかのプロックに分けるこ

とができる。これは築造当時においてその作業をいくつかのプロックに分けて行ったものであり、作業者

0

ヽ

SQ鰤

攀
６
曾
レ

D

、 _⌒CD
0

ミ
図17 2号墳西 Oト レンチ墳裾最下層配石平面図

へ

0

04P h 亀
0

～
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の違いなのかあるいは築造時の微妙な時間差なのかは明らかでないが、配石中の礫の大きさや配石方法か

ら、作業者の違いではないかと考える。この配石が、礫の面を揃え平坦な面を造 りだしている点を考える

と、現在の墳丘が後世の積みなおしによってかなり形状が変わっているにせよ、礫の積み方は一見して乱

雑に見える:しかし墳丘の基礎部分では平坦面を造るなど、計画的、土本的な`点で考慮されていることが

推測できる。この点は後述する墳丘内 トレンチにおいても同様の点が指摘できる。

この敷石の中で注目すべきは、墳丘が人頭大の円礫で構成されているのに対 し、基礎工である最下層の

敷石では、人頭大の円礫ではなくむしろそれよりかなり小さく、また大きさにこだわらない石材の選択を

している点である。このことは最下層においては墳丘構築のために平坦面を造ることに重視 したものと考

えられる。

各 トレンチから段丘崖に向かい、 トレンチ内に小角礫で構成されたいくつかのプロックが確認できた。

墓前祭などの可能性も考慮したが、 1号の西側 トレンチでも配石 とは全 く考えられない小礫のプロックが

見つか り、段丘崖での観察また墳丘本体を構成する石は人頭大の円礫であること、また遺物を全 く伴わな

いことから、遺構 として認めることはできない。

周溝については、段丘崖のぎりぎりまで トレンチにより調査 したが、全 くその形跡は認められず、 1号

墳同様周溝はないものと判断した。

墳裾の配石が途切れているのは、配石が現地表面から15cmと 浅 く、耕作等によって配石礫が抜かれたも

のと考えられる。

2号墳の築造年代は、張出部も含め 5世紀後半とした。

②2号墳から1号墳に延びる石積み (2号墳張出部、O・ Pト レンチ)

調査前においてもまた調査中でも最 も疑間の多かった部分であり、困難を究めた部分である。 Pト レン

チの調査によって、 トレンチの覆土観察断面から板石が検出され、全 く予測していなかった石棺を確認す

ることになった。この石棺は、幅50cm、 長さ2.2mを計 り、方位はN-64° 一Eを計る6

頭位は南西側、川原石を敷いた側 と考えられ、南東側は石材が抜かれている。蓋石は確認できなかった

が、石棺の石材と同様の石材で造られた板石が石棺北側に検出されており、蓋石の可能性も考えられる。

また、石棺上部の石積み (後世の積みなおし)か ら、鉄斧 1′点が、石積みを取 り除 く際に出土している (図

18)。

この石棺に伴うかどうかは、出土状況から判断することはできない。

なお、石棺中の土壌は全て持ち

帰ったが、覆土が少なく、耕作に

よる撹乱が深刻であるため、化学

分析は断念し水洗、ふるいがけし

たが、遺物は全 く検出されなかっ

た。

石棺の検出は、結果としてそれ

を囲む礫の配石状況にも注意をは

らうことになった。

しかし、西側では高低差があり

耕作による積み替えが著しく、X

トレンチによる精査によっても築

造当時を推測する事さえできな

かった。しかし、前述の 2号墳の

Cm

図18 出土鉄斧実測図
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図19 組合式石棺実測図

0ト レンチ配石平面の最 も張出部側、東側の敷石部分は張出部の最下層となる可能性を指摘 しておきたい。

また、東側でも耕作による撹乱があり張出部の東辺の確認はできなかった。しかし、礫の配石状況、 2号

墳との石積み関係から、 2号墳の張出部 として考え、築造時における工程上の時間差は認められるが、 2

号墳とほぼ同時期のものと判断した。

③ 2号墳東側の調査 (PoQト レンチ)

石棺の検出とともにPト レンチを拡張し、Qト レンチで周溝確認と1号墳との関係について調査したが、

Pト レンチ拡張区においては墳丘裾最下層、基礎部分を確認し、Qト レンチでは周溝の無いことを確認し

た。

Pト レンチ拡張区において、地山確認と西側との高低差確認のためサブ トレンチ 1本を墳裾部分に入れ

調査 した。

④墳丘トレンチの調査 (Cト レンチ延長)

墳丘 トレンチは、墳裾の敷石状況の墳丘内部での様子を中心に、墳丘の段築 (テ ラス)な どの墳丘構造

を確認するために設定した。

墳丘最下層から1.5mほ どから埴輪片が比較的集中して出土した。また、地山の削平なしに石積みが行わ

れていることを確認した。築造前からある傾斜を利用し、墳丘を構築することによって墳丘東側と西側で

の視覚効果が大きく異なる。古墳の正面を意識した構築方法と言えよう。

出土遺物

2号墳の出土遺物は、埴輪片 (円筒埴輪、朝顔形埴輪、器材埴輪、形象埴輪)、 土師器片が出上している。

埴輪の大型破片は、そのほとんどが墳丘 トレンチからの出土である。

なお、出土遺物は積石塚の物理的な要因や、耕作等を視野に入れ、全て何らかの要因で移動した可能性

を考慮すべきである。
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図20 張出部平面図

A・ BoC・ 0。 P・ Rト レンチ出土遺物 (図22写真図版 15。 16・ 17・ 18)

1～ 4は、Aト レンチ出土遺物である。 1は須恵器高杯頚部片、 2は土師器高杯口縁部片である。 2は

内外面ともヘラミガキが施されている。 3は円筒埴輪底部片であり、内面はヘラによる粗い整形、外面に

はタテハケ整形が施されているが、いずれも粗雑であり底部には粘土貼り付けによる成形を明瞭に観察す

ることができる。

5～ 11は、Bト レンチ出土遺物である。 5は須恵器壷口縁部片である。 6～ 8は円筒埴輪片。 6・ 7は

円筒埴輪口縁部片である。 9～ 11は形象埴輪片であり、 9には朱彩が認められる。10。 11は家形埴輪片で、
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L=500.Om___

1.黒褐色土 (火山灰土)
2.1層 と2層 の混在層
3.黄褐色土 (地山)

図21 墳丘 トレンチ見通し図および トレンチ平面図

11の格子目状の痕跡は、部材接合に係わるものと考えられる。

12・ 13は、 Cト レンチ出土遺物である。12は 円筒埴輪底部片である。外面にヨコハケが認められ、内面

はヘラにより粗い整形が施されている。成形は粗 く、粘土の接合状況を明瞭に観察できる。13は形象埴輪

片である、外面には朱彩が施されている。

14～ 18は、Oト レンチ出土遺物である。14は埴輪口縁部片である。15～ 18は 円筒埴輪片である。19～ 25

は、 Pト レンチ出土遺物である。19は朝顔形埴輪片で、一見アナガマ焼成と思わせるが後世の 2次焼成の

可能性が高い。円形の透孔の一部を観察することができる。内面にはユビナデ、外面はミガキが施されて

いる。20は 円形の透孔を観察することができる。19と 同様に 2次焼成を受けている。外面はヨコハケの後、

磨かれている。21は外面にヨコハケ整形を観察できる。朝顔形埴輪であろう。22は外面に朱彩が認められ

る朝顔形埴輪である。23は 円筒埴輪片である。突帯が他に比べ細 く、脆弱な印象を受ける。24・ 25は形象

埴輪片である。

26・ 27は 、 Rト レンチ 2号墳側出土遺物である。26は形象埴輪片。27は須恵器壺片である。

2号墳墳丘裾 (敷石帯)出土遺物 (図 23・ 24 1～ 4 写真図版 18・ 19・ 20)

1・ 2は円筒埴輪口縁部片である。 1は外面にヨコハケ整形の後 ミガキを施 している。 2の内面にはヨ

コハケが施され、外面ではヨコハケ整形の後 ミガキが施されている。 3は円筒埴輪片である。突帯は欠損

しているが、低 く細い突帯が貼 り付けられていたと考えられる。風化 し内外面とも整形方法は不明である

が、内面は粗 くナデ整形のみと考えられる。 4・ 5は朝顔形埴輪片である。 4は頚部片で、頚部突帯部で

の径は21.6cmを 測る。 5は朝顔形埴輪口縁から頚部に至る破片である。突帯部での径は28.5cmを 測る。 4

・ 5と も外面に朱彩が認められ、 ミガキによる整形が施されている。 4に おいては一部にタテハケによる

整形が確認できる。 6は 円筒埴輪片である。内面はヘラによる粗い整形が施され、外面にはタテハケが施
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され突帯が貼り付けられている。 7～ 14は 円筒埴輪片である。 8・ 9・ 11013・ 14に は円形透孔が認めら

れ、 9は外面に朱彩の痕跡がある。 8・ 12・ 13の突帯は他の埴輪に比べて脆弱な印象を受ける。さらに焼

成も所謂
｀
焼きが甘い

″
印象を受ける。図24 1・ 4は形象埴輪片である。 1は 2つに朱彩され塗り分け

られており、器材埴輪の可能性も否定できない。 4は貼り付けられた突帯が欠損している。 2・ 3は円筒

埴輪底部片である。 2・ 3と も底部に棒状工具 Pの圧痕が認められる。 3の底径は20。 8cmを 測る。
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図22 2号墳出土遺物実測図 (A・ BoC・ O・ PoRト レンチ出土遺物 )
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2号墳墳丘 トレンチ出土遺物 (図 24025・ 26 写真図版20・ 21。 22・ 23)

図24の 5は須恵器片、 6は土師器不片である。 7～ 10は埴輪口縁部片であり、 7・ 8は外面に朱彩が認

められる。 9は一見してアナガマ焼成と思わせるが、 2次焼成の可能性が高い。

11～ 13、 15～ 18は朝顔形埴輪片である。これらは内面にヘラ整形を施 し、外面は磨いている。 14は形象

埴輪片である。

はF“′
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FiFi11■λ

図23 2号墳墳丘裾 (敷石帯)出土遺物
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図25の 1は朝顔形埴輪頚部片である。頚部突帯部径21.4cmを 測る。外面に朱彩が認められる2は朝顔形

埴輪片である。 3'・ 4は円筒埴輪片、 5は朝顔形埴輪片である。外面はヨコハケ整形後ミガキが施され、

内面はヘラ状工具による粗いナデ整形が施されている。輪積みの状況を明瞭に残した成形が行われている。

6・ 7は埴輪底部片である。いずれとも内面はタテ方向の粗いナデ整形が施され、外面は、 6は ヨコ方向

のナデ整形、7は タテ方向のナデ整形が施されている。8～ 13は形象埴輪片である。8は円筒状を呈する。

1
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区]24 (1～ 4)・ 2号墳墳丘 トレンチ出土遺物
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9は四角刺突文を有する部材、10は外面の 3分の 1を 欠損しているが、人物埴輪片であろうか。11は人物

埴輪。武人の鎧草招の部分である。円形の貼付文で表現された鋲で留められた鎧が表現されている。12は

円筒形部材である。人物埴輪の部分か。13は家形埴輪片であろう。

図26の 1は 人物埴輪の腕部分である。 2は人物埴輪の手である。 2点は胎土等が酷似しているので同一

固体の可能性がある。 2の人物埴輪の手は、表面が荒れているが衣服か鎧の袖、親指が表現されている。

圧k′ム`
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｀

||||)'::IIIIi:[

‐

―

2号墳墳丘 トレンチ出土遺物
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3は埴輪馬の尻尾であろう。 4・ 5は蓋形土製品のツマミ部分である。6は家形埴輪の部材と考えられる。

7は器材埴輪片の可能性もあろう。

0                                                     10Cm

号墳墳丘 トレンチ出土遺物
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3 6号 墳の調査

手法

6号墳は、 1号墳と2号墳を結ぶ形で積まれていた石積みの性格確認に伴い偶然に発見した。

UoWの両 トレンチを調査する過程で配石を確認し、さらにその墳丘外側にかなり磨滅し、小片化した
埴輪片の土師器を確認した。このため各 トレンチを拡張し、墳裾の配石状況把握と墳丘内部状況について

確認することとした。また、さらにこの墳丘が西側にどう延長するのか、またこの古墳の西側での状況、

墳丘全体の大きさについて確認するため、昭和前期に畑地利用のためにつくられた平坦地を4つに分け調

査した。
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図27 6号墳平面図
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詳細

6号墳は直径12.5mの芯部に盛土し、墳丘面に葺石を施 した古墳である。

本調査では、石室等埋葬施設は確認できなかったが、伝承として墳丘西側の平坦地を造る際、石棺が見

つかり、その石材と思われる板石を用水の橋板に使用するために持ち出したと伝えられている。石室の形

態等は全く不明だが、考慮すべき伝承である。

墳丘に葺かれた礫は、 1号墳、 2号墳の礫と差はない。墳丘の墳裾最下層及び 2段日付近のみを確認す

ることができた。これは耕作によって墳丘上面が削平されたものであろう。

2号墳とは、その張出部の南側一辺を壊して構築されている。

1号墳との関係は、平坦部D区で確認に努めたが明確な把握はできなかった。しかし、東側での墳裾の

配石状況から、 1号墳の墳裾を壊すことなく築造されているのではないかと判断した。

6号墳の築造年代は、 6世紀中ごろ以降とした。

出土遺物 (図28 写真図版24)

磨滅が進み器形の判断および、図化できる遺物は極めて少ない。

1は 口径18.3cmを 測る円筒埴輪片である。 2は径23cmを測る円筒埴輪片。 3は径21.3cm。 4は底径21.5

cmを 測る円筒埴輪底部片である。 5は円筒埴輪片で円形の透孔を確認できる。 6は円筒埴輪片。 7は 口径

12.9cmを 測る不片である。内面には粗いナデ整形が施されるが、内外面とも風化、磨滅が進み細かな整形

技法は不明であるが、内面にヨコハケ整形をかろうじ認めることができる。 8か ら12は 6号墳の出土埴輪

中突帯部に特徴のあるものである。特に 8。 9は 6号墳の裾にめぐらされた埴輪片中突帯が大きく、他の

埴輪が風化していることを考慮しても特異である。 9は円形の透孔を確認することができる。10～ 12は風

化が進んでおり、突帯の形状が明瞭ではないが、円筒埴輪のそれとは異なった形状を呈している。

全体に劣化 し器面が粉化 しているため、整形技法を観察す ることはできない。
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第 3節 検出遺構の検討

須坂市遺跡詳細分布調査によれば、八丁鎧塚は 5基の古墳群で構成されている。本調査において新たに

6号墳が発見されたことで、詳細分布調査の手法によれば、全部で 6基の古墳が認められることになる。

しかしこれらの古墳を群としてとらえ、歴史的な普遍性を考えるには 3・ 4・ 5号墳についての情報が少

なく、現況で古墳を外観すると今後その情報が多く得られるかどうかも明らかではなく、 3・ 4・ 5号墳

については、八丁鎧塚古墳群としてとらえることについては古墳の立地状況等についてはその普遍性を認

めるが、群としてとらえるのには一定の距離をおいて見たい。

本項では、八丁鎧塚を今回調査対象としまた検出した、 1号墳 。2号墳・ 6号墳について検討すること

とする。

本調査はあくまで範囲確認調査の域をでないが、墳丘の大きさが 1号墳、 2号墳ともほぼ同一であるこ

と、純然たる石積みで構築された積石塚であることを再度確認することができ、さらに埴輪の樹立方法に

ついても成果を得ることができた。

1号墳、 2号墳とも石のみで構築された「積石塚」である。戦前、戦後を経て現在も「積石塚」とはと

いう定義については、一定の結論を見ていないのが現状である。しかし土石混合墳や葺石といった古墳は

別として、八丁鎧塚は河原石を積んだ「積石塚」として、異論を挿む余地は全くない典型的かつ、代表的

積石塚である。

墳丘構築方法は、原地形をほぼそのまま利用し川原石の平坦面を最下層に造り、その上に人頭大の川原

石を積んでいる。初期段階で墳裾についてのみ平坦面を地山の削平を伴い構築し、そこに敷石を施してい

る。それらは幅1.2mでそこから墳丘内部については、傾斜地を削平することなく一定の大きさの礫を敷、

さらに上部に礫を積んでいる。その積み方は規貝J性を持たないが、石材は人頭大の円礫を用いている。こ

の石材は段丘崖下の鮎川から採取したと考えられる (図 29)。

墳丘構築にあたり、自然傾斜を利用していることから墳丘構築の省力化や正面意識をうかがうことがで

きる。

さらに少なくとも1段のテラスを持ち、 2段 目のテラスの存在を墳丘実測図から読み取れことも考慮す

べきであろう。

墳形は明らかに円墳を基本とし、本調査では全くその存在を知る資料はないが、伝承等を考慮すると、

墳丘裾に至っては石垣状の構築を考慮すべきかもしれない。

墳裾については現状ではなだらかな形状であるが、 1号墳 。2号墳とも壁状に積み上げられた高知県石

清尾山古墳 4号墳に見られる石垣状の形態を持つ可能性を指摘しておきたい。

2号墳墳丘 トレンチにおいて、埴輪の出土量が地山上約90cm～ lmか ら多く出土している点を考慮すれ

ば、テラス部に埴輪が配置されていたことが推定できる。

ただし、基本形態が全く同じであっても、 2号墳の墳丘構築方法には大きな差が認められる。

これは、張出部の構築である。 5世紀後半の積石塚としては全国的にも例がない。

2号墳南側に設けられた張出部は、耕作等によって構築当時から大きく変形しその全容を把握できない

が、 1号墳にむかって造られた張出部には石棺が設けられ、 2号墳主体部の状況を図ることのできない今
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日にあっては、昭和32年の発掘調査で指摘されている、組み合わせ箱式石棺の存在を側面的に裏付けるも

のと言えるかもしれない。

しかし、主体部と墳丘周辺の埋葬形態が異なることは、多くの古墳で見られることであり、張出部での

箱式石棺の存在を持って主体部のそれとする事はできない。

昭和32年の発掘調査報告を検討すると、 1・ 2号墳のほぼ中央に調査を行っている。これによって多く

の遺物が出土したが、主体部については盗掘による破壊等から、全く確認することはできなかったとされ

ている。しかしこの調査において、大室古墳群における合掌式石室の可能性が想定され、報告においては

組み合わせ箱式石棺の可能性が強く指摘されている。さらに、木棺の使用については否定的な見解が成さ

れている。

しかし、昭和32年の報告にも述べられているが、板材を全く検出することが無かったと指摘されている

点は注意しておきたい。埋葬施設に板材を使用しているとすれば、全くその痕跡が見られない点には疑問

が多く残る。石材の搬出や膳借りの民話なども板材を使った埋葬施設を想像させる。しかし八丁鎧塚の周

辺には、横穴式石室を持つ古墳が現在でも10基程度は確認することができ、鎧塚に比べ小さく、伝承が伝

わる内に塚の代表的存在が八丁鎧塚であり、他の古墳 (塚)か らの出土品や情報についても、八丁鎧塚の

ものとして誤認され伝えられている可能性も考慮すべきである。

石積みという構築方法では、横穴式石室でなければ物理的に墳丘下部に石室を築くことは大きな板石を

使った、大室古墳群に見られるような埋葬施設を築かない限り不可能である。八丁鎧塚においては板石の

使用が確認できておらず、また墳丘下部でも石室や石材が確認されていないことを考慮すれば、石室等の

埋葬施設は墳頂から比較的浅い場所に造られていた可能性が高い、この′点は昭和32年の報告でも指摘され

ている。

したがって後世に板石を運び出すことは容易であったとしても、板状石材が全く確認できないまま木棺

の可能性を否定することはできない。むしろ木棺による埋葬施設の可能性は捨てることはできない。 2号

墳張出部の箱式石棺の存在を考慮しても、 1号墳はもとより、 2号墳における埋葬施設のあり方として、

木棺を中心とする埋葬施設の可能性は強く指摘しておきたい。

6号墳については、土地所有者の記憶が昭和に入ってからのものであることから、石材として板石を用

いた埋葬施設を推定 したい。またその石室形態については推定の域を出ることはできないが、葺石墳であ

ることから横穴式石室あるいは堅穴系横穴式石室に準じた形態を推測したい。

埴輪の樹立方法については、墳丘を構築している人頭大の川原石を使用していたと考える。土によって

構築された古墳では、掘りくぼめることで安定した埴輪の樹立を得ることができるが、石積みによる場合、

掘りくぼめることは不可能であり、埴輪の樹立はテラスのような平坦面を得た上で、そこに石を用い安定

させることになる。しかし、土の場合よりはるかに不安定であるため、補う方法として埴輪内部に石を詰

める方法が考えられる、ただしこの方法は円筒埴輪などの筒状の埴輪には極めて有効な方法であるが、器

材埴輪や形象埴輪には安定という`点では器材・形象と言った埴輪が筒形の台座を持っていたと仮定しても、

それほど有効な方法とは言えない (図 30)。

木製用具等を考慮しても、積石塚状に立てられた埴輪はかなり不安定な様子だったと考えられる。

本調査で、埴輪の底部が築造当時を推定できるような状態で出土したものはなく、あくまで推定の域を

出るものではない。しかし積石塚における埴輪の樹立は盛土墳の場合の安定した状態とは異なり、言わば
｀
単に置かれている

″
と言った状態に極めて近いのではないかと考える。
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墳丘構造、埴輪の樹立方法について述べたが、八丁鎧塚の場合、昭和32年の調査によって「alT噛文の帯

金具」が出土したことにより、その文化的属性について注目されてきた。

このことについては、後に記される各先生方の論文によられたいが、須坂市域という範囲に限って、八

丁鎧塚の特徴を立地、構造、墳形から考えたい。

八丁鎧塚は前述したように、鮎川流域に位置する古墳であり、この鎧塚と時間的な同時性を持つ古墳が、

鮎川の下流域にある「米持天神 1号墳」である。この古墳は立地、時間から極めて鎧塚と関係が深いと考

えることができる。

米持天神 1号墳は、墳丘一辺約30mの周溝を持つ 2段構築の方墳であり、上部に円墳が乗せられた上円

下方墳とも言われている。上円下方墳については再考の余地があるが、方墳であること葺石工法によって

築かれた古墳であることは明らかである。

現在その時間的位置づけは、 5世紀中頃とされ、八丁鎧塚 1号墳と2号墳のほぼ中間的時間に位置づけ

られている。

また、地理的には鮎川の扇状地内の最下流域にあたり、鎧塚が上流域にあたるのに対峙した場所に位置

している。

八丁鎧塚 1・ 2号墳を、 1つの集団あるいは関係深い集団と仮定すれば、米持天神 1号墳は墳丘の構築

技術や、立地という′点で明らかに異なっている。同時期に八丁鎧塚に近い集団が、全く別の技術や場所で

埋葬施設を造るのは考えにくく、自然に文化や習慣の違いを考えることになる 米持天神 1号墳の位置づ

けは、 1号墳、 2号墳、 6号墳の時間的、形態的変遷を文化的属性の変化に置き換える 1つの鍵となるの

ではないだろうか。

立地から見ると、人丁鎧塚に対し米持天神 1号墳は水田を育んでいたであろう千曲川氾濫原の低湿地近

くに位置している。対して八丁鎧塚周辺は扇状地の扇頂付近に位置し、水田としての耕地は築造当時も少

なかったと考えられる。食料の確保という点で、その立地に大きな差が認められる。

これを文化的な差と短絡的に考えることはできないが、同じ水系、扇状地の扇側という′点での共通′点か

ら、古墳の築造方法の違いは極めて注目すべきであろう。

西 ← +→ 束

墳丘構築概念図

図29 墳丘構築概念図

テラス・張出部

同一レベル

現墳丘

石敷による平坦面
☆北西側傾斜を利用

礫

　

　

′

円筒埴輪の樹立方法
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従来論ぜられてきた、純然たる石積み墳が大陸的要素の強いものとすれば、それとは対峙した位置づけ

が米持天神 1号墳には与えられるであろう。

しかし積石塚とは。の問いに対して明確な回答を持たない現在、外観して石積みと見られる古墳を積石

塚から除外してしまうことには多くの方から疑義を生じるであろう。

昭和43年の日本考古学協会長野大会において、森浩一氏が指摘されている点も考慮しなければならない。

ただ正確にあたったわけではないが、葺石墳を積石塚の範疇に入れた場合、東日本において積石塚はいく

つあるのか。膨大な数を数えることになるであろう。

この点から、まず原点の「石積みによる築造」に帰り、時間的な分析を行う必要がる。

この場合、まずA墳丘を持つもの、B墳丘を持たないものの2つに分け、さらに①石積みのみで造られ

たもの、②葺石によって造られたもの、③石と土とが混在するものの3つに大別すべきであり、さらに詳

細に検討する必要があろう。

平成11年 1月 31日 開催された、山梨県考古学会主催のシンポジュウム「東国の積石塚古墳」における飯

島哲也氏の分類は一つの成果であり、今後の研究の起点となるべきものである。

八丁鎧塚における、文化的属性については時間的な検討を詳細に加え、さらに北信濃の弥生時代後期の

遺跡や北陸、日本海側との関わり、大和との関わりを視点に入れ、単に須坂という狭い範囲で考えるべき

ではないし、また八丁鎧塚はそのような存在のものでもないであろう。
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第 4章 出土資料の分析

第 1節 長野県須坂市の人丁鎧塚 2号墳から出土した
帯金具の自然科学的研究

平尾 良光
榎本 淳子
小林 直子

|  はじめに

長野県須坂市教育委員会の小林宇壱氏から、同市八丁鎧塚 2号墳から出土した獣面付金鋼製帯金具 3点

について、自然科学的な調査の依頼があった。本調査は当研究室における「弥生時代・古墳時代青銅器の

研究」の一環として、研究協力する価値があったので、資料の材料に関して化学組成の測定、および産地

の推定を行った。

2資 料

資料は写真 1で示されるように 3点あった。それらは類似した正方形で、下辺の長さが 3～ 4 cm角 で、

厚さが約 2 mmの 金属板である。そして凸面状に丸い膨らみがついており、獣面が浮き彫りにされている。

獣面はjlT子噛文である。表面は銀色に光った部分で覆われているが、錆もかなり吹き出ている。類似資料

は奈良県真弓罐子塚古墳や韓国の宋山里 2号墳でも出土しているという。資料の 3点は図 1で示されるよ

うに当研究室で便宜上、A・ BoCと 区別した。

資料が出土した古墳は 5世紀末葉に築造された積石塚であり、このような古墳の形式はわりあいに珍し

い形式と言われる。盗掘を受けてはいるが、共伴遺物は鈴付杏葉・轡 。鉄鏃 。鉄刀・桂甲小札様鉄片・ガ

ラス小玉が出土している(*1)。

資料の化学組成の測定は 3′点のうち 2′点について、獣面部分および裏の平滑な鍍金部分で行った。

鉛同位体比測定用の試料は資料 3`点の裏面部分の錆をこそげおとすように全体的な部分から採取した。

3 調査法

本調査においては資料の化学組成の測定には非破壊で測定できる蛍光X線分析法 (*2)を利用した。ま

た、金属の錆の状態あるいは鋳造・鍛造の状態を見るためにX線による透過写真を撮影した。産地推定に

は鉛同位体比法(*3, 4, 5)を 利用した。

3-1)X線 透過写真

資料の材質、構造を理解する上で、X線透過写真の撮影は有効な方法である。錆の進行程度、資料の構

造を把握する上で重要であるため、専用の機器が販売されている位である。使用機器は東京国立博物館所

蔵のソフテックスで、この資料に関しては90k V、 5mAを照射した。利用したフィルムは富士フィルム

のフジエ業用X線フィルム1× 100で、現像は自動現像機を利用した。

3-2)化 学組成の測定法

資料の化学組成は材質 を判断する上でもっとも基礎的な要素である。例 えばそれが金でできているのか、
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真鍮 (銅―亜鉛合金)なのか、あるいは有機物なのかによって、資料の歴史的価値や意義、修理方針、保

存方法等が異なる、また青銅 (銅―スズ合金)と称する一群は金属として古代においてよく利用されたが、

そのスズと鋼の量比の違いによって利用する場合の性質は著しく異なる。それ故、化学組成を明らかにす

ることは文化財を自然科学的に取り扱う第一歩である。

化学組成を測定する方法として、資料の一部を採取でき、消費してもよい場合には、lCP分析法 (*6)、
原子吸光分析法、放射化分析法 (*7)な どがある。また資料を採取できない場合には、X線を照射するだけ

で測定できる蛍光X線分析法(*2)がある。化学組成を結品化学的に調査する場合にはX線回折分析が有効

である。

3-2-1]化 学組成の測定

本調査において化学組成の測定には非破壊で分析できる蛍光X線分析法を用いた(*2)。 蛍光X線分析法

による化学組成の測定はフィリップス社製波長分散型蛍光X線分析装置PW1404L Sで行われた。本機器

の資料測定室は間口80cm、 奥行60cm、 高さ60cmあ り、かなり大きな文化財資料でもそのまま測定できるよ

う設計されている。

機器の使用条件はスカンジウム管球を用い、60k V、 50m Aで一次X線を発生させて、資料に照射した。

資料から発生する二次X線は元素毎に波長が異なるためtフ ッ化リチウムの結晶でX線を角度毎に分散さ

せ、シンチレーションカウンターおよびガスフローカウンターで分散角度におけるX線強度を測定した。

3-3)産地推定

3-3-1] 鉛同位体比法による産地推定の原理

材料の産地を推定するために鉛同位体比法を利用した (ホ 3、 4、 5)。 一般的に、鉛の同位体はウランと

トリウムから天然の放射壊変で生成されるので、鉛が岩石中でウラン・トリウムと一緒に存在していれば、

鉛の同位体比は岩石の年齢、および岩石中のウラン・ トリウムと鉛の濃度比によって異なった値となるこ

とが知られている。ある時岩石から鉛が絞り出され、鉛鉱山が形成されたとすると、その鉛鉱山は岩石が

持っていた同位体比のままで鉛鉱山を形作る。鉛鉱山を形成する岩体が違えば、それぞれの鉱山毎に異なっ

た鉛同位体比を持つこととなる。それ故、鉛は産地によってそれぞれ異なった値となることが期待される。

例えば、古い年代を示す大陸地殻である中国本土と、大陸の周辺部の朝鮮半島と、大陸から離れ、わりあ

いに新しく形成された島嶼地域の日本とでは異なった鉛同位体比を示す。そこで、鉛の生産地の違いが同

位体比に現れるならば、文化財資料に含まれる鉛の同位体比の違いは材料の生産地を示すと推定される。

古代の青銅には鉛が微量成分として0.01%程度、あるいは主成分の一つとして 5～ 20%含 まれているの

で、鉛同位体比測定をほぼすべての青銅製品に応用できる。

鉛同位体比の測定に用いられる鉛量は測定器 (質量分析計)の感度が非常に良いため、 1マ イクログラ

ムの鉛があれば十分である。また資料は青銅の金属部分でも錆部分でも、同位体比は変わらないと示され

ているので、資料からは錆を微量採取するだけで十分である。これはほとんど非破壊といって差し支えな

い。そこでこの方法を本資料の原料産地の推定に利用することを試みた。資料から錆の一部を採取し、鉛

を化学的に分離し、表面電離型質量分析計で同位体比を測定した(*8)。

3-3-2] 鉛同位体比の測定

資料から微少量 (l mg以下)の錆を採取して、鉛の同位体比を測定する試料とした。錆試料を石英製のビー

カーに入れ、硝酸を加えて加熱、溶解した。この溶液を白金電極を用いて直流電圧 2Vで電気分解し、鉛

を二酸化鉛として陽極に集めた。析出した鉛を硝酸と過酸化水素水で溶解し、この溶液の鉛濃度を測定し
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た。0。 4μ gの鉛をリン酸一シリカグル法で、レニウムフィラメント上に載せ、VG社製の表面電離型質量

分析計Sector一 Jに装着した。分析計の諸条件を整え、フィラメント温度を1200℃ に設定して鉛同

位体比を測定した。同一条件で測定した標準鉛NBS一 SRM-981で規格化し、測定値とした。

4 測定結果

4-1)X線 透過写真

透過写真を写真 5～ 7で示した。これによるとB、 A、 Cの順に厚さが変わっているように見受けられ

る。これが本当だとすれば、それぞれの金具はかなリバラバラな厚さの材料を利用している。それ故、材

料は同一ではない可能性がある。

しかし、X線透過写真を撮影するときにX線の中心からずれて資料が置かれていたとすれば、X線強度

の変化とも見られるので、前述の厚さのことは全く言えないこととなる。この点もう一度注意深く、透過

写真を撮る必要がある。

厚さの問題以外とすると、紐で留めるための穴があり、また円形膨らみの周囲に模様が描かれている。

また、保存、1参復上問題となるようなクラックや錆による特別な浸食を受けているようには見えない。

4-2)化学組成

4-2-1] 蛍光X線測定の結果

表面に錆が少なく、鍍金が残ってvヽ る部分として、C資料のiin面部分と、A資料の裏面の留金具周辺 (写

真 2)を測定した。測定面の拡大図を写真 3、 4で示した。

蛍光X線分析法では、測定部表面から約10マイクロメー トルまでの深さの化学元素組成に関する情報を

得られる。それ故、表面に錆などがあれば錆の化学組成に大きく影響を受け、測定された化学組成は必ず

しも本体金属部分を反映しない場合がある。本資料は錆の影響がかなり強いと判断されたので、定性的な

結果を次にまとめた。

測定された蛍光X線スペクトル図を帯金具 Cに関して図 la、 b、 帯金具Aに関して図 2a、 bで示し

た。図の横軸は資料から発生したX線の分散された角度である。X線は元素毎に異なった角度に分散され

るので、特定の波長は特定の元素を意味する。縦軸はX線の強度、即ち元素の量である。図の aは全体の

様子であり、図のbは小さなピニクを縦に拡大している。すなわち図 laと 図 lbと では横軸の角度は同

じであるが、縦軸は図 laが全幅で4,500カ ウント/秒であるのを、図 lbでは500カ ウント/秒 と約1/10

となっており、ガヽさなピークを検出できるようになっている。図2も 同様である。

検出された元素は測定した 2箇所とも、銅、水銀、銀、金のほか、微少のアンチモン、鉛、鉄である。

スズ、ヒ素、亜鉛、ニッケルなどは検出限界以下であった。鋼のX線強度を100と した各元素の強度比を表

1で示した。

4-2-2] 蛍光X線分析の所見

測定結果から、この帯金具は純鋼製品である。不純物として鉛、アンチモン、鉄などを含む。製作方法

を鍛造と仮定した場合、純銅のほうが青銅よりも伸展性があるため、叩いて凸面を作るという作業はしや

すかったであろう。かなり材料が固くなる青銅であれば、叩いて成形するのは大変な作業である。一方、

鋳造であれば、材質が青銅・純銅どちらでも製作可能だが、純銅の方が融点が高い分、作業は大変であっ

たかもしれない。従って、この資料が純銅であることは純鋼を叩いて整形した可能性の高いことを示唆す

る。

鍍金・鍍銀に関して、銀の強度が金に比較 してかなり高い。これは銀が意図的に利用されていることを
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示唆する。即ち、鍍金 。銀がなされていることを示唆する。

この鍍金 。銀に関して二つのことが考えられる。一つの考え方として、金と銀を独立に、あるいは金銀合

金を水銀に溶解し、塗布した場合である。この場合は水銀を揮散させると、金銀合金が残る。それ故、金

と銀の比はほぼそのままで残る。この方法で3つの資料が同時に作られたとすると、 3つの資料は厚さが

異なっても金と銀の組成比にそれほど大きな違いはでないであろう。もう一つの考え方として、まず銅表

面に鍍金し、さらにその上に鍍銀を施したとする場合である。これは銅に直接鍍銀することは難しいと考

えられるため、表面を銀色とするためにまず鍍金するという方法がとられ、その後に鍍銀したと推定され

るからである。この場合、資料の場所毎に金と銀の比はかなリバラツクと推定される。どちらの製作法の

場合でも、銀と金が40/60(重量比)と いう値以上に銀が多ければほとんど銀色に発色する事が知られて

いる。この資料の金と銀のX線強度比からだいたいの金銀重量比に換算すると、表 1-2と なる。この表

から判断すると、この資料は銀色に輝き、金が含まれていることは表面の色だけからは分らなかったであ

ろう。

この資料がどちらの方法で作られたのかはこのままではわからないが、製作者が最終的には表面の獣面

模様を銀色にするのが目的であったのかどうかが興味あるところである。資料Aと Cと で金・銀のX線強

度比が異なるのは、基本的には鍍金・銀の量比あるいは厚さの違いによる影響であるが、製作時からの相

違なのか、あるいは資料の劣化に伴う金属の争J離によるものなのかは識別できない。

水銀が一般的な鍍金銀の場合よりも多く残っていることは製作上何らかの意味があったであろう。

鍍金・鍍銀に関してもう一つの注目点は、水銀が通常の資料よりも比較的多く残っていることである。

通常の水銀鍍金の場合、水銀のX線強度は金の 1/10程度であるのに、今回の場合は金の強度と同等ある

いはそれ以上とかなり高い。この理由はまだ分からないが、鍍金・鍍銀の方法と密着して考えるべき材料

であろう。

4-3)産 地推定

4-3-1]鉛 同位体比測定の結果

3`点の帯金具から微少量 (l mg以 下)の錆を採取して、鉛の同位体比を測定 した。測定された鉛同位体比

を表3で示した。得られた値を今までに測定された値と比較してみると、図3と 4のようになった(*9,

10,11,12)。

図 3は縦軸が208 P b/206 P bの値、横軸が207 P b/206 P bの値である。この図を仮にA式図と呼ぶことと

する。この図で鉛同位体比に関して今までに得られている結果を模式的に現わし、今回の結果をこのなか

にプロットした。すなわち日本の弥生時代における東アジア地域においてAは 中国前漢鏡が主として分布

する領域で、後の結果からすると華北の鉛である。 Bは 中国後漢鏡および三国時代の銅鏡が分布する領域

で、華南産の鉛と推定される。Cは現代の日本産の大部分の主要鉛鉱石が入る領域、Dは朝鮮半島産の多

鉦細文鏡と細形銅剣が分布するラインとして示されることが判っている。この図の中に、本測定値を「○」

で示した。

これら3`点の測定値はB領域に含まれた。そこで、もう一つの鉛同位体比の図を調べた。これを図 4で

表わした。この図では縦軸が
207 P b/204 P bの値、横軸が

206 P b/204 P bの値である。この図をB式図と呼

ぶこととする。図 4の中で、A'B'C'D'は 中国華北、華南、日本、朝鮮半島産の鉛領域を表わす。ここで

も帯金具の値は「0」 の印で表され、B領域に含まれた。

4-3-2]材 料産地の推定

これらの結果から、本調査資料は古墳時代に中国華南からもたらされた銅を利用していると判断される。
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これら 3`点の資料が同一状況で製作されたとする可能性が高いので、同一の鉛同位体比が得られると予

想した。 しかし結果として得られた値は必ずしも同一とはならなかった。これは鉛同位体比測定用の試料

として表面の錆を用いたことに問題があったかもしれない。今回測定した資料が小さかったため、内部の

金属を採取していない。それ故、埋蔵環境にあったときに、外部から鉛が錆に流れ込み、この外部鉛の影

響を受けているかもしれない。この′点もう少し考慮すべきかもしれない。しかしながら、少々の汚染を受

けているにせよ、材料が中国華南産の鉛であることには変わり無 く、問題 `点はない。

測定資料の獣面や資料を出土した積石古墳の形式から朝鮮半島の影響を考えやすいが、これら資料が中

国産の材料を利用していることをどのように理解するかは今後に残された問題点であると思われる。

(1995年 8月 26日 )
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表 1 帯金具の蛍光X線分析法で測定された元素のX線強度比*1)

角  度0
アンチモン

(13.5)

スズ

(14.0)

銀

(16.0)

鉛
Ⅲ
"

(28.3)

ヒ素
ホめ

(34.0)

水 銀

(35.9)

金

(37.0)

亜 鉛
(41.8)

銅

(45.0)

ニッケル

(48.7)

鉄

(57.5)

銅強度

(Cpm)

帯金具C

表面 (F L379)ホ
4)

帯金具A

裏面 (F L380)*4)

十

十

十

十

※ 1)数値は角度45.0度における銅X線強度を100と したときの各元素の強度比

※2)2θで表わされた各元素の励起X線の位置

※3)鉛のピークはスズの影響を、ヒ素のピークは鉛の影響を補正した値

※4)FLは 当研究室の蛍光X線測定番号

表 2 帯金具の蛍光X線分析法で測定された元素のX線強度比

角 度・2
銀

(16.0)

水 銀
(35.9)

金

(37.0)

X線強度比 推定銀金濃度

銀/金 水銀/金 銀 % 金%

帯金具 C表面 (F L379)

帯金具A裏 面 (F L380)

9.3

18

4.7

1.4

2.0

0.9

70

40

表 3 測定された帯金具の鉛同位体比

角 度

206 P b

204 P b

207 P b

204 P b

208 P b

204 P b

207 P b

206 P b

208 P b

206 P b

帯金具A(C P765)

帯金具 B(C P766)

帯金具 C(C P767)

15.650

15.660

15.680

38.720

38.464

38.763

0.8605

0.8632

0.8612

2.1289

2.1290

2.1290

誤差範囲 ±0.010 ±0.010 ±0.030 ±0.0003 ±0.0006

CP番号は当研究室の鉛同位体比測定番号
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図 1 調査 した資料 (便宜上 A・ B・ Cと 区別 した)

-43-



4.5
kCPS

4.0

3.5

3.0

2.5

2.0

1.5

1.0

0.5

0.0
40

Phlllps PW1404 spectrometer

図 2-a 須坂市八丁鎧塚 2号墳から出土した帯金具 Cの獣面部分の蛍光X線スペクトル図

図 2-b 帯金具 Cの獣面部分の蛍光 X線スペ クトル図の拡大図
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図 3-a 須坂市八丁鎧塚 2号墳から出土した帯金具Aの裏面端部分の蛍光X線スペクトル図
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図 3-b 帯金具Aの裏面端部分の蛍光X線スペクトル図の拡大図
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図 4 須坂市八丁鎧塚 2号墳から出土した帯金具が示す鉛同位体比―A式図一
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図 5 須坂市八丁鎧塚 2号墳から出土した帯金具が示す鉛同位体比―B式図一
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写真 1 須坂市八丁鎧塚 2号墳から出上した帯金具
3点の概観およびC資料に関して蛍光X線分析 した

部分 (測定は図 2)

写真 2 須坂市人丁鎧塚 2
Aの蛍光X線分析した部分

‐
聰

号墳から出 +1し た帯金具

(測定は図 3)

写真 3 資料 Cの蛍光X線分析した部分の拡大写真

写真 4 資料Aの蛍光 X線分析した部分の拡大写真
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第 2節 八丁鎧塚 1号墳スイジガイ 。ゴホウラタ1について

木下 尚子

|  はじめに

八丁鎧塚古墳第 1号墳に伴う南海産貝釧(1)は 、昭和32年に積石中でみつかった 5片 と、平成 6年に表土下

15cmでみつかった 1片である。伝えられる出土状況と、石室が盗掘を受けていることから、これらが本来

の位置を保っていないことは明らかである。以下、出土資料の観察をもとに、北信濃における南海産貝釧

の歴史的意味を述べたい。

2 貝g‖の観察

出土した貝釧破片は 6片で、スイジガイ破片1片、ゴホウラ破片 5片である (図 1)。 このうちゴホウラ

の 2片は互いに接合した。全ての破片の貝質は比較的堅牢であるが、劣化が進み、表面に筋状の亀裂が走

る。風化のため、いずれの貝釧の表面も、原状を保っていない。破損面は風化しており、撹乱後の時間経

過を示している。

検討の結果、これらはスイジガイ釧 1′点、ゴホウラ釧 3′点以上であることを確認した(図 1)。 図 1の 4、

5は同一イ固体である可能性が低く、またそのどちらも2、 3と 接合しない。ゴホウラ釧は、したがって 3

点または 4点であるといえる。以下、個別に説明しよう。

(1)ス イジガイ釧

大形・厚手のスイジガイ貝殻を素材とし、貝殻背面をおもに使用している (図 1-1)。 その形状は山梨

県銚子塚例に似るが、銚子塚例のように螺塔部を環体に含まず、他に類例をみない形である。遺された部

分から判断する限り、螺塔部に接する2本の「棘状突起」 (図 6-2の Aと Bに相当)は、製作時に貝釧本

体から脱落していた可能性が強い。唯一のこる「棘状突起」の先端 (図 1二 1の C)は、一部破損面を留

めるが、なめらかに研磨されていたとみられ、「棘状突起」を示そうとする作者の意識を認めることができ

る。こうした意識のもとで、他の突起も同様に加工されていたとすれば、本貝釧を図示したような形状に

復原することが可能である。体層腹面側の内面を取り込んで環体をつなげているため、構造的に弱い貝釧

である。

貝釧の背面側と体層内面に、列点文の彫刻を認めることができる。背面側列点文は、径 2 mmに 満たない

大きさの窪みから成り、 5箇ある。ほぼ等間隔の彫刻で、全周に巡っていたとみられる。体層内面の列点

文は、径 4～ 5 mmの浅い窪みから成り、深さは背面側列点文とほぼ同じである。不規貝Jかつ密に、 2列に

施されている。

本貝釧は、スイジガイを素材とすることから、また突起部の加工状況から、本来突起を強調した形状で

あったとみていいだろう。加工の初段階に螺塔部と2本の「棘状突起」 (図 6-2の Aと Bに相当)が本体

から落ちてしまったため、結果的に製品をこの形状にせざるをえなかったのだろう。貝釧は体層内面でか

ろうじて繋がっている。

(2)ゴホウラ釧

図 1-4(以下図 1略)は ゴホウラ背面を用いた貝釧である。表面の保存はきわめて悪いし貝釧の中は最

も広い部分で2.9cm、 本来よく研磨された入念な作りの貝釧であったとみられる。彫刻等の痕跡は認められ

ない。広田型貝釧2)である。3も 同様にゴホウラ背面を用いた貝釧である。風化により、表面は原状を留め

ていない。月ヽ型の広田型貝釧である。 2・ 5と もに、ゴホウラ背面を用いた貝釧の一部である。本来入念
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1 スイジガイ釧 2～ 5 ゴホウラ釧(1～ 2、 4～ 5:1957年 出土資料、 3:1994年 出土資料)

図 1 人丁鎧塚古墳出土土貝釧
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0   ・                         1 0cm

1 新宮東山古墳 2号墳 1号棺ゴホウラ釧 2 世利門古墳ゴホウラ釧 3 伝佐山古墳ゴホウラ釧

図 2 列点文貝釧
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表 1 列点文貝釧一覧

遺跡名・所在地 時期 貝釧素材 (個数)・ 施文 出土状況・伴出遺物等

鎧塚古墳第 1号墳

長野県須坂市八町

4世紀末 スイジガイ(1)

大小の列`点 を使い分けて巡

らす。

積石塚古墳、円墳 (23m)。 盗掘うける。

傍製鏡片、碧玉製勾玉、蝋石製勾玉、碧玉

製管玉、ガラス小玉、碧玉製石釧、鉄矛、

直刀、刀子、ヤリガンナ、鉄鏃、家形埴輪、

土師器

2
新宮東山古墳 2号墳 1

号棺

兵庫県龍野市揖西町

4世紀末～ 5世紀

前半

ゴホウラ(1)

一部に小さな列点を巡 ら

す。

方墳 (13～ 14.5m)

組合せ箱式石棺、蓋石あり、底石なし。

30～ 40歳の男性の右前腕に着装される。副

葬品 :鉄鏃、金銅製飾り金具、鉄刀、鉄剣。

世利門古墳

大分県大分市木ノ上

5世紀後半 ゴホウラ(1)

小さな列点 と沈線を巡 ら

す。

円墳 (18m)、 家形石棺

8体合葬の内、 1体 (壮年男性)がゴホウラ

貝輪着装。他にイモガイの組み合わせ貝輪、

鉄釧あり。竹製漆塗櫛、鉄剣、鉄鏃。

伝佐山古墳

熊本県玉名市繁根木

5世紀後半 ゴホウラ(1)

一部にやや大きな列点を巡

らす。

円墳 (35m)、 舟形石棺。発見明治17～ 18年。

ゴホウラ貝輪は 3個出上し、 2個現存。
直刀、槍先、横矧板鋲留式短甲、小札鋲留

式眉庇付冑

広田遺跡下層～中層

鹿児島県熊毛郡南種子

町平山

4世紀～ 5世紀 ゴホウラ(1)

列′点で施文。

オニニシ(1)

列′点と半肉彫で施文。

イモガイ(1)

列′点と沈線で施文。

砂丘の墓地。被葬者は貝釧、貝珠、貝符、

竜侃形貝製品等を着装する。

具志堅貝塚

沖縄県本部町

浜屋原～大当原式

期

ゴホウラ(1)

表面に列点で施文。

包含層出土。

高知口原貝塚

沖縄県読谷村

大当原式期 ゴホウラ(3)

大小の列点を 2～ 3ダ1に 巡

らす。列点と沈線で施文。

表土及び包含層出土。

安座間原第一遺跡

沖縄県宜野湾市真志喜

沖縄貝塚時代後期

前半

ゴホウラ(1)

列点と沈線でを施文。

包含層出土。

嘉門貝塚 B地区

沖縄県浦添市

阿波連浦Ⅵ層～大

当原式期

イモガイ(1)

列点と沈線で施文。

包含層出土。

文 献 (表 I NQに 対応 )

1 永峯光一 。亀井正道1959「長野県須坂市鎧塚古墳の調査」『考古学雑誌』第45巻第 1号、日本考古学会。

2 岸本道昭1996『新宮東山古墳群』龍野市教育委員会

3 賀川光夫1958「五遺骸以上合葬の一例―大分県大分市木上字世利門古墳」『考古学雑誌』第44巻第 1号、日

本考古学会。

4 梅原末治1925「熊本県下にて発掘せられたる古墳の調査―玉名郡繁根木の古墳」『熊本県史跡名勝天然記念

物報告』 2。

5 国分直一。盛園尚孝1958「種子島南種子町広田の埋葬遺跡調査概報」『考古学雑誌』第43巻第 3号。天理大

学において実見。

6 岸本義彦1986『具志堅貝塚発掘調査報告』本部町教育委員会。

7 読谷村立歴史民俗資料館において実見。仲宗根求氏の教示による。

8 宜野湾市教育委員会において実見。呉屋義勝氏の教示による。

9 下地安広 。松川章1993『嘉門貝塚 B』 浦添市教育委員会。
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イ♂

図 3 列点文貝釧の分布

1.八丁鎧塚古墳
2.新宮東山古墳
3。 世利門古墳

4.伝佐山古墳
5.広 田遺跡
※番号は表 1に対応

6。 具志堅貝塚

7.高知口原貝塚
8.安座問原第一遺跡
9.嘉門貝塚

｀
○ ′ 5

′  o

~,:メ

イメ

ヽ
・
ふだ

図 5 古墳時代広 田型 (下層 タイプ)貝釧の分布

(種子島以北)

1.八丁鎧塚古墳
2.新宮東山古墳
3.世利門古墳
4.臼塚古墳
5.上能野貝塚
6。 広田遺跡

※番号は表 3に対応
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な作 りの貝釧であったとみられる。広田型貝釧である。

ゴホウフ釧については、表面に列`点文などの彫刻があるのではないかと注意して観察したが、その痕跡

を見いだせなかった。出土した貝釧の保存状態は、どの破片もほぼ同じなので、これらにスイジガイ釧の

ような彫刻があれば、同様に痕跡を遺しているはずである。今回そのような痕跡を全く認めなかったこと

から、ゴホウラ釧にはもとより列点文などの彫刻はなかったと判断した。

以上のスイジガイ釧 1′点とゴホウラ釧 3点以上が同一の埋葬主体に伴っていたとすれば、貝釧を伴う東

日本の古墳では最多例になる。鎧塚出土の貝釧の特徴は、次の 3`点 である :

①スイジガイ貝釧に列′点文が彫刻されている、

②ゴホウラ貝釧は広田型貝釧である(

③スイジガイ貝釧は鉤をもつ形状である。

以下、列`点文彫刻、広田型貝釧、鉤をもつ形状について、それぞれ検討しよう。

3 列点文貝剣‖の系譜

(1)列点文貝釧の分類

貝釧上に列′点による文様を彫刻するものを、列′貞文貝釧とよぼう。列`点文貝釧は現在、九州
。西日本に

4例知られる (表 l NQ l～ 4、 図 2・ 3)。 これらは鎧塚例がスイジガイであることを除くと、いずれもゴ

ホウラ製である。列点文貝釧は施文の方法によって、以下のように分けることができる。

分類 1:施文が「列点のみ」のものと「列点十沈線」のもの。更に前者は、「同じ大きさの列点を使用す

る」ものと、「大/Jヽの列点を使い分ける」ものとに分けられる。

分類 2:列点を貝釧の「全体に巡らす」ものと、「一部に留める」もの。

4例はすべて 4世紀末から5世紀後半の時間内に収まっているので、こうした現象は 1世紀に満たない問

の流行だったといえる。

広域にわたる列点文貝釧の流行をどのように考えればよいだろう。彫刻された貝釧|の代表である紫金山

古墳例、松林山古墳には、沈線や半肉彫りによる施文はあるが、列点文は用いられていない。列点文貝釧

の類例は、意外なことに古墳造営の及ばなかった琉球列島にみられる。

表 l NQ 5～ 9が琉球列島の類例である。琉球列島例の時期は、未だ西暦年との対応がはっきりしない部

分があるので、表には土器型式名を示した。阿波連浦Ⅵ層は九州弥生時代前後半～中期前半、浜屋原式は

同じく中期中頃～後期初頭、大当原式は同じく弥生後期から古墳時代中期初頭に、それぞれ対応するとみ

られる。筆者の年代観により各例をおおよその西暦年に置き換えると、NQ 6具志堅貝塚例は紀元前 1世紀

から5世紀初頭、NQ 7高知口原遺跡例は3～ 5世紀初頭、NQ 8安座間原第一遺跡例は 1～ 5世紀、NQ 9嘉

F]貝塚 B地区例は紀元前 3世紀～ 5世紀初頭となる。全体的にみて、琉球列島例の方が九州。本州例より

も、時期的に古い傾向にある。

表 2は、先に述べた分類をもとに、貝釧各例の列点文を整理したものである。分類項目に沿って、本州

。九州地域と琉球列島例の傾向を比較してみよう。表現を簡単にするため、以下前者を「北」、後者を「南」

と呼び替えたい。

分類 1「施文方法」では、大分類「列点のみ」にも、「列点十沈線、列点十半肉彫」にも「北」「南」両

地域例がある。しかし前者の小分類「大小の列点を使い分ける」施文をもつものは、鎧塚例のみである。

小分類「同じ大きさの列′点を使用」する類例を、分類 2に おいてみると、「全面に巡らすもの」は「南」例

に限られ、「一部に留めるもの」は「北」例に限られる。大分類「列点十沈線、列点+半肉彫」では、「全

面に巡らすもの」に「北」「南」両地域例が並ぶ。

「北」「南」両地域の列点文貝釧は、小異はあるものの、施文方法、施文部位において大方共通している
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表2 夕J点文貝釧分類 (本州・九州例には下線を付す)

分類 1

分類 2

施文方法

列点のみ 列′点+沈線または

列点十半肉彫同じ大きさの列点を使用する 大小の列点を使い分ける

施

文

音5

位

全面に巡らす 広田遺跡下～中層

具志堅貝塚

世利門古墳

広田遺跡下～中層

一部に留める 新宮東山古墳 2号墳

伝佐山古墳

その他

(資料が断片的で不明)

高地口原貝塚 鎧塚古墳第 1号墳 高地口原貝塚

安座間原第一遺跡

嘉門貝塚 B地区

といえよう。「北」の列点文貝釧が「南」のそれより、

の影響の及んだ可能性がある。

(2)列 点文貝釧の系譜

時間的に後出であることを考慮すればt前者に後者

私はかって、ヤマト政権が古墳時代を通じて琉球列島から南海産貝類を輸入していたと論じたことがあ

る(3、 本稿の列
`点
文貝釧も、こうした南島交易によってもたらされた産物である。古墳時代の貝交易は、ヤ

マト側の希望に応じた貝素材が畿内目指して北上するものであったと私は理解しているが、前節の検討結

果をふまえれば、「南」の流行が「北」に影響している∵面がありそうである。列点文貝釧の系譜を遡及し

てみたい。

列′点文施文がもっとも普遍的に見られるのは種子島、広田遺跡下。中層文化の貝製品においてである(図

4-1～ 5)。 ここで列′点文は、貝釧、貝符、竜侃形貝製品、貝製玉類 (マ クラガイ製)に広く表現されて

いる。列点文は、下層文化期のおそらくは後半から中層文化期の一時期に流行している。 4世紀中頃～ 5

世紀初頭だろう。しかし広田遺跡で、貝釧に列点文が施されるのはむしろ少数で、この時期の大部分の貝

釧は無文である。これに加え、古墳の貝釧列点文と、全く同じ列点文がここに見られるわけではない。広

田遺跡に列点文自体の淵源を求めることはできても、それ以上の関わりまでは見いだし難い。

これに対し、沖縄諸島の列点文貝釧には、広田遺跡に類似した文様パターンをもつ「列点文のみで文様

を描くもの」 (図 4-6・ 7・ 8)と 、「列`点十沈線」 (図 4-9～ 11)があり、広田遺跡との密接な関係を示

している。このような文様、施文パターンは、それ以前の沖縄諸島にはみられず、またこの時期には広田

遺跡特有の貝符、竜侃形貝製品、貝製玉類 (マクラガイ製)も沖縄諸島に登場するので、列点文貝釧の出

現が広田人との接触に原因していることは、容易に推測できる。

こうした人の動きを生んだのは、広田遺跡における貝需要の変化であった。広田遺跡では下層文化期の

前半、貝釧の素材はもっぱらオオツタノハであったが、後半にはこれにゴホウラが加わり、次第に増加す

る。オオツタノハは種子島近海に多く産するがそれより南には少なく、ゴホウラは種子島近海に少なくて

奄美 。沖縄諸島に豊富である。貝釧の素材がオオツタノハからゴホウラヘ変化する現象は、広田人の南下

行動と表裏をなしているはずである。広田遺跡にゴホウラ釧の登場するちょうどその時期に、奄美に広田

下～中層タイプの貝符が登場し、沖縄諸島に列点文貝釧が登場する。 4世紀代と推定される。

ここで注目すべきは、沖縄諸島の列`点文貝釧に、列′点文を1～ 3列並行に巡らせたゴホウラ釧のみられ

る点である。これこそまさに「北」の列点文貝釧そのものである (図 4-7・ 8・ 11)。 これに似た文様は、

広田遺跡下層のイモガイ釧に見られたが (図 4-3)、 ゴホウラ釧には未だ認められていない。こうした列

点文を列状に巡らすゴホウラ貝釧は、沖縄諸島の複数例からみてこの地で独自に作り出されたとみなして

いいだろう。

以上から、列′点文貝釧の系譜を次のように考えることができる。 4世紀頃、沖縄諸島人が広田遺跡人と

接触したことで、沖縄諸島に広田遺跡貝製品の影響をうけた種々の貝製品が登場する。こうした現象の一
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つが、列点文を周縁に巡らすゴホウラ釧の誕生であった。これがヤマト政権との貝交易を介して「北」の

ゴホウラ釧に影響し、「北」の貝釧に列`点文を登場させた。

ところで、現在知られる「北」の列点文貝釧4例は、それぞれに列点文彫刻の作風が異なる(図 1、 図 2)。

新宮東山や世利門例のように小さな凹点を密に施文するものもあれば、伝左山例のようにやや大きい列点

文を下半部のみにまばらに施すものもあり、鎧塚例のように大小を組み合わせるものもある。これに対し、

沖縄諸島の列点文貝釧は、列点に若千の大小こそあれ、その作風を同じくしている。「北」の列点文貝釧の

彫刻は「南」の工人の手になるものではなく、「北」の工人の作品なのだろう。列点文自体、スイジガイと

いう、「南」ではけっして貝釧に使用しない素材に施文されていることも、こう考えると理解しやすい。列

点文装飾のアイデアは、素材の貝殻とともに「南」から伝わり、ヤマト政権の貝釧製作者がこれを採り入

れスイジガイ釧に応用した、と理解できる。すなわち、鎧塚古墳のスイジガイ製列点文貝釧は、広田遺跡

の貝製装身具施文に淵源をもち、沖縄諸島で成立した貝釧への施文様式を原型とし、ヤマ トの工人によっ

て作られ、北信濃にもたらされた、と解釈しうる。

4 広田型貝劉‖

(1)広田型 (下層タイプ)貝釧

狭義の「広田型」釧|は広田遺跡出土のゴホウラ釧をいうが、じつは広田遺跡でも下層、中層、上層のそ

れぞれで貝釧の特徴は異なっている0。 下層タイプの貝釧は、本来オオツタノハ貝釧の形状をまねて作られ

たことに始まり、巾が狭く (2～ 2.5cm)、 やや縦長の円環形をなす。これが中層タイプになると中の広い

円形に変化し、上層タイプでは横長で突起をもち四角形に近い形状となる。下層タイプから中層タイプヘ

の変化は漸移的なので、中には判断に迷うものもある。ここでは下層タイプを中心に取りあげる。

(2)広田型貝釧をはめた人々

表 3は種子島以北地域の広田型下層タイプ貝釧を集めたものである。このタイプは、種子島から北信濃

にかけての地域に広範に分布している (図 5,53ページ)。 これらは出土状況から、「副葬された貝釧」と、

「着装された貝釧」とに分けることができる。前者には自塚古墳が該当し、後者には世利門古墳、新宮東

山古墳、広田遺跡が該当する。前者は、銅鏡や石製腕飾類を伴い、前方後円墳から出土しているので、貝

表 3 古墳時代広田型 (下層タイプ)貝釧一覧 (種子島以JD

遺跡名 。所在地 時期 個数 出土状況・副葬品等 参考文献

鎧塚古墳第 1号墳

長野県須坂市人町

4世紀末 積石塚古墳、円墳。石室不明。

(副葬品は表 1)

表 1文献参照。

新宮東山古墳 2号墳 1

号棺

兵庫県龍野市揖西町

4世紀末～

5世紀前半

方墳 (13～ 14.5m)、 組合せ箱式石棺。

男性が着装。 (副葬品は表 1)

表 1文献参照

世利門古墳

大分県大分市木ノ上

5世紀後半 円墳 (18m)、 家形石棺。男性が貝釧着装。(副

葬品は表 1)

表 1文献参照。

臼塚古墳

大分県臼杵市稲田

5世紀 1前方後円墳 (87m)、 舟形石棺、貝釧は遺骸

の頭付近で見つかる。鋼鏡、勾玉、鉄剣、鉄

刀、鉄鉾、三角板皮級短甲。

賀川光夫1961「自塚古

墳について」『大分県

史料』20・ 考古資料。

上能野貝塚

鹿児島県西之表市

3～ 6世紀 包含層出土。 河口貞徳1972「上能野

貝塚発掘概報」『鹿児

島考古』第7号、西之表

市立種子島博物館に

おいて実見。

広田遺跡下層

鹿児島県熊毛郡南種子

町

4世紀 砂丘の墓地。貝釧は着装される。 木下尚子1996「 古墳時

代南島交易考」『考古

学雑誌』81-1。
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釧もヤマト政権にかかわる意味をもつといえよう。後者にはこうした文化要素が見られず、前者とは別の

意味をもったとみられる。鎧塚古墳例の出土状況は不明で、かつ墳丘形状は前方後円形ではないが、副葬

品に鏡や石釧が伴い、また同様の貝釧をもつ甲斐銚子塚古墳が前者のタイプなので、貝釧は前者に属する

可能性が高レ
.ヽ

だろう。上能野例は包含層出土であるが、この地に古墳の及んでいないことを考慮すれば、

後者に入れてよいだろう。

後者、すなわち「着装用貝釧」をもつ新宮東山古墳、世利門古墳、上能野遺跡、広田遺跡について検討

しよう。広田型貝釧をはめ、古墳に葬られた人々について参考になるのが、新宮東山古墳である。当該貝

釧は 2号墳 1号棺に伴ったものである。新宮東山 2号墳は、以下の 4基で構成される :1号棺 :組合せ箱

形石棺 (北頭位 )、 2号棺 :今Jり 貫き式舟形木棺 (南頭位)、 3号棺 :小 口石今Jり 貫き式割竹形木棺 (南頭

位 )、 4号棺 ;今Jり 貫き式長大割竹形木棺 (南頭位)。

報告者の岸本道昭氏は、これらを「中心となる個人主体の不明瞭な集団墓」の「異棺形式多葬」とし、

1号墳を含めた一連の検討から「組合せ箱形石棺が、九州まで含めた西方出自、小日石割竹形木棺は両丹

地方、壺棺や埋葬頭位では讃岐出自、そして長大な割竹形木棺が畿内大王権力周辺からの被葬者」であろ

うとし、「他地域からの婚入者」を含む「この地方での末端付近の首長権力を担う被葬者たちであった」と

している●し新宮東山古墳の被葬者には、水陸を広域に行動する実動的な集団を想定できそうである。彼ら

が各地との流通を実際に担っていたとすれば、広田型貝釧を伴う人物に、瀬戸内海の海上往来を生業とす

る人物を描くことができるだろう。

以上をふまえて「着装用貝釧」の分布をみてみよう (図 5の 2, 3, 5, 6)。 4遺跡を結ぶと、畿内か

ら瀬戸内海を西漸し九州東海岸を南下して種子島に至る線が示される。瀬戸内海の東端 (新宮東山古墳)

の着装者には、畿内と瀬戸内を結ぶ人物を想定することが可能だろう。九州南端には、生産地に直結する

ゴホウラ・イモガイを集散し、広田型貝釧のT大消費地でもある広田遺跡がある。ここには広田型貝釧を

はめ、南海産貝類採集事情に通じた人々を想定してよいだろう。両者の中間豊後の貝釧は、小型の墳丘を

もつ 8体合葬の石棺に葬られた一人の腕にはまっており(世利門古墳)、 その着装者は新宮東山と同様、「こ

の地方での末端付近の首長権力を担う被葬者たちであった」可能性が高い。 4遺跡連結線上の人々は、種

子島とヤマ ト政権間の南海産貝流通を受け持つ人々であった、と考えてよいのではないか。着装された広

田型貝釧は、貝類運搬にかかわる海人たちが流通の過程で入手し、自ら腕にはめたものであったと考えた

い。これらが往々に列点文貝釧であるのは、南島の流行の先端をいち早く採り入れる彼らならではの気風

の一端ではなかったか。

鎧塚古墳の広田型貝釧は、こうした人々の動きのさらに先にある。即ち、海人によってヤマ ト政権に届

けられた素材のゴホウラが中央の工人によって貝釧に加工され、製品として北信濃にもたらされて初めて

登場し得る釧なのである。

5 有鉤貝g‖

鉤状の突起をもつ貝釧を、有鉤貝釧とよぶことにしよう(図 6)。 有鉤貝釧は、弥生時代の有鉤銅釧と同

じ発想、すなわち「鉤が霊力を拘禁する呪力をもつとみる考え」に因って作製されたとみていいだろう(6、

現在知られる有鉤貝釧は、表 4に示す4例である。有鉤貝釧は鎧塚″Jを除き、いずれも前方後円墳あるいは

その可能性の高い古墳からの出土である。副葬品にも鏡、石製腕飾類が伴い、それぞれの地域を代表する

人物に伴っていたとみることができる。

有鉤銅釧 。有鉤貝釧と同類の呪具に、巴型銅器がある。これも「鉤の呪力」の一表現とみられ、こうし

た発想の広がりを知るのに役立つ。これらの流行状況をみてみよう。図 8は弥生時代と古墳時代の有鉤銅

釧の分布図である。弥生時代に北部九州から南関東にわたる広域の有鉤銅釧の分布が、古墳時代には近畿
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4

o                                           10cm

4 甲斐銚子塚古墳スイジガイ釧1-2 松林山古墳スイジガイ釧, 3 軍原古墳テングガイ貝釧,

図 6 有鉤貝釧
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甲斐銚子塚古墳

松林山古墳

軍原古墳
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図 7 有鈎貝釧の分布

表 4 有鉤貝釧一覧

献  (表 4 No.に 対応 )

上田三平1930「銚子塚古墳を通して見たる上代文化の一考察」『史学雑誌』39-9

上野晴朗1975「古墳時代」『中道町史』

坂本美夫1988『国指定史跡銚子塚古墳附丸山古墳保存整備報告書』山梨県埋蔵文化財センター

後藤守一 。内藤政光・高橋勇1939『静岡県磐田郡松林山古墳発掘調査報告』

島田貞彦1927「出雲国簸川郡荘原村塚山古墳に就て」『歴史と地理』19-1

野津左馬之助1927「出雲国簸川郡荘原村塚山古墳」『史跡名勝天然記念物』2-1

大谷晃二1994～ 1996「簸川郡軍原古墳について (上)(中 )(下 )」 『八雲立つ風土記の丘』NQ127、 136、 137、

根県立八雲立つ風土記の丘

文

遺跡名 。所在地 時期 棘をもつ貝釧 (個数 ) 出土状況 。伴出遺物等

1
鎧塚古墳第 1号墳

長野県須坂市八町

4世紀末 スイジガイ(1) 積石塚古墳、円墳。石室不明。

(伴出遺物は省略)

甲斐銚子塚古墳 4世紀末 スイジガイ(2) 前方後円墳 (169m)。 竪穴式石室。

銅鏡、石釧、車輪石、勾玉、管玉、鉄製武

器、鉄製農耕具。

松林山古墳

静岡県磐田市新貝

4世紀 スイジガイ(3) 前方後円墳 (116m)。 竪穴式石室。

銅鏡、石釧、勾玉、管玉、巴型銅器、琴柱

形石製品、鉄製武器・農耕具多数。

軍原古墳

島根県簸川郡斐川町

5刊ヒ糸己 テングガイ (2) 前方後円墳か (約 50m)。 家形石棺。

直刀、櫛残欠、管玉、勾玉、鉄鏃、小札。
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古墳時代の巴型銅器

弥生時代の巴型銅器

ノ

ノ

。

多ノ

1.北旭台遺跡
2.池子遺跡
3.了仙寺洞穴
4.富雄丸山古墳
分布は、注(6)文献木下1996の表 1に基づいて作成。

図 8 有鈎銅釧の分布

古墳時代の有鈎銅釧

弥生時代の有鈎銅釧

′

〆

ａ

○`′

イ♂

弥生時代の分布は、注(0文献木下1996の図9に新たな資料を追加して作成。古墳時代の

分布は、福永伸哉1998ほか「四、五世紀における韓日交渉の考古学的研究」『青丘学術論

集』第12集、P.5～ 26の表 2に基づいて作成。

図 9 巴型銅器の分布
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から南関東に偏在していることがわかる。図 9は、同じく巴型銅器の分布である。弥生時代と古墳時代の

分布を比べると、前者で西に偏る分布が、後者では東に移動していることがわかる。

2種類の青銅器の、東日本における分布に注目してみよう。有鉤銅釧は、弥生時代から古墳時代にかけ

て、北陸 。中部 。東海 。南関東で継続している。巴型銅器は同じく中部 。東海 。南関東に見られる。これ

らの地域において弥生後期に始まった「鉤の呪力」表現は、古墳時代に至るまで継続し、根強く流行して

いたとみられる。東日本の有鉤貝釧分布域が中部。東海であることは、こうした呪力表現背景をふまえる

と、理解しやすい(7ゝ

ところで、私は古墳時代の南海産貝釧は、その運搬に関わる人々を除き、原則としてヤマ ト政権が一元

的に素材を入手して貝釧を作成し、他地域に再分配していたと考えている181。 有鉤貝釧の分布と有鉤銅釧・

巴型銅器の分布が重なることは、政権中枢部がこれらの地域の思想性を配慮し、こうした貝釧をとくに準

備したことを考えさせる。

6 鎧塚古墳の南海産員劉‖

鎧塚古墳の南海産貝釧について、列点文彫刻、広田型貝釧、有鉤貝釧の 3点から、それぞれ検討を加え

た。結論をまとめると以下の通りである。

鎧塚古墳の南海産貝釧は :

①沖縄諸島、種子島広田遺跡の貝製装身具施文要素である列′点文デザインを継承する (スイジガイ釧)

②ヤマト政権の工人の作品である可能性が高い (ゴホウラ・スイジガイ釧)

③ヤマト政権が呪的表現の地域性を配慮して配布したものである (スイジガイ釧)

鎧塚古墳の 3種の南海産貝釧は、琉球列島人、種子島人、九州・瀬戸内の海人の手を経て運ばれたとみ

られる。かくも遠方の貝釧を北信濃にもたらしめた根本の要因は、ヤマト政権為政者と鎧塚古墳被葬者と

の政治的関係であろう。貝釧に示されたヤマト政権との深い関わりからみても、鎧塚古墳の南海産貝釧は、

畿内色の強い威信財であったといえよう。

(注 )

(1)私は南海産貝使用の腕輪の名称について、弥生時代のものを「南海産貝輪」、古墳時代のものを「南海産貝釧」

とよんで区別 している。それは以下の理由による :

・弥生時代では「南海産貝輪」の呼称が定着している。

・古墳時代では「南海産貝輪」の石製品化したものを「石釧」とよび、この名称も定着している。

・『古事記』、『万葉集』、野口妙類衆抄』では、腕輪を「釧」と表記する。一方古墳時代の貝製腕輪は一部古代に

継続し、これらと「釧」が無関係とは思えない

。弥生時代の貝製腕輪と古墳時代のそれとは、用法、文化的意味に違いがあり、区別 して呼ぶに値する。

拙稿では古墳時代の貝製腕輪を対象にするので、文中の名称を「貝釧」に統一する。

9)広 田型貝釧 (貝輪)は、ゴホウラの背面を用いて作製した腕輪である。1980年、木村幾多郎氏によって細分さ

れ、それぞれの時代、地域、形態的特徴から「広田遺跡出土品を中心とする」「広田型」、弥生時代の「大友型」、

古墳時代の「繁根木型」が設定された。鎧塚古墳の貝釧は、広田型ではあるがどの細分型式にも当てはまらな

いので、大分類の広田型を当てはめておきたい。木村幾多郎1980「所謂広田型貝輪の細分について」『史淵』第

117輯、九州大学文学部、pp.91～ 128。

“

)木下尚子1996「 古墳時代南島交易考―南海産貝釧と貝の道を中心に―」『考古学雑誌』第81巻第1号、日本考古

学会、pp.1～ 81。
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14)木下尚子1988「鹿児島県広田遺跡」『探訪弥生の遺跡西日本編』有斐閣、p.243。

(D 岸本道昭1996『新宮東山古墳群』龍野市教育委員会、pp.64～ 72。

“

)金関丈夫1975「魂の色―まが玉の起 り」『発掘から推理する』朝日新聞社、pp.344～ 40。

木下尚子1996「貝輪から銅釧へ」『南島貝文化の研究』法政大学出版局、pp.105～ 136.

(71 出雲の軍原古墳例はこの説明では不十分であるが、これについては別に論 じたい。

侶)注(3)文献に同じ。

図の説明

図 1:1～ 5 須坂市立博物館資料

図 2:1 表 1文献 2の第24図、筆者のメモ、写真をもとに製図

2 別府大学博物館資料

3 注 (2)文献 (木村幾多郎1980)第 6図、筆者メモをもとに製図

図 4:1 国立歴史民俗博物館資料、広田遺跡第 1次調査Nl人骨に伴う。

2 天理大学保管資料、広田遺跡第 2次調査資料

3 国立歴史民俗博物館資料、広田遺跡第 1次調査 E3人骨に伴う

4～ 5 国立歴史民俗博物館資料、広田遺跡第 1次調査採集資料

6 本部町教育委員会資料

7γ 9 読谷村教育委員会資料

10 宜野湾市教育委員会資料

11 浦添市教育委員会資料

図 5:1～ 4 東京国立博物館資料
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第 5章 考 察

第 1節 八丁鎧塚古墳の二 。三の考察

泉森  咬
| はじめに

長野県須坂市大字八町にある八丁鎧塚古墳を著名にしている最大の理由は、大型積石塚古墳で、中部・

関東地方以北では珍しい古式古墳である。昭和32年の発掘調査では、スイジガイ製やゴホウラ製釧や石釧、

勾玉、管玉、ガラス小玉に方格規矩四神鏡などが出土している。

また 1号墳に隣接する2号墳でも埋葬施設は不明のまま鈴杏葉、桂甲、小札、また帯金具の一部である

鍍銀鋼製ZIT子噛紋鈴板 3点が出土している。特に鍍銀鋼製alT子噛紋鈴板は韓国宋山里 2号墳、同じく高霊

古墳、岡山県茶臼山古墳で出土している程度で、数少ない遺品である。

人丁鎧塚 1・ 2号墳を中心に遺構と遺物について次項で検討することにしよう。

2 検出遺構の検討

鎧塚 1号墳 墳丘裾部に入れたH～Mま での 6本のトレンチによって墳丘裾の確認調査が行われた。こ

れによると Iと Jの中間部分を除くHと Jの北側、K、 L、 Mの計 5カ所の地点の裾部がおだやかな円3jI

をもち、その円弧は昭和32年調査の2カ所の調査区の重複部分を仮に墳丘の中心点とすると半径12m、 直

径24mの正円で墳丘裾を押さえることができる。そのようにみると、後述の 2号墳の張り出し施設と同じ

様なものが南西方向に付属していた可能性も否定できない。ガヽ林宇壱氏が『八丁鎧塚第 1号墳、第 2号墳』

で、「 1号古墳のもっとも南に位置するトレンチでは他のトレンチに比べ土師器の出土量が多く、また墳丘

裾が南側に伸びていく傾向が若千であるがみられる。」との観察結果に表現されている。この部分は上段の

畑と下段の畑の変遷線の下側にあたるので、墳丘裾部が拡大している可能性もある。この古墳では他に東

北部に角状に突出している部分がある。ここは最大幅 5m、 長さ3mの三角状の突起になっている。墳丘

の積石と同じように乱雑に石積みされているが、この部分が当初からのものか、畑の畦畔にあたっている

ため、耕作地の中に点在していた川原石を土地境界の部分に積上げた可能性も否定できない。しかしトレ

ンチMの北側の試掘などによって別個の張り出し区画があったかどうか確認される時まで回答をのばした

い。

鎧塚 1号墳と2号墳は石堤によって南北に結ばれている形をしていた。この石堤は「わたりづつみ」な

どとも呼ばれ、両者の有機的関係を示す証ともされ、 2号墳築造時に石堤で繋いだものと言い、また一方

では 2号墳の張り出し施設が 1号墳の方に向かって付設されていることから、 1号墳も2号墳と同様、北

向きに張り出し部分があったのではないかとの見方もある。

しかし今回の調査では発掘区画を拡大して検討されているが、 6号墳の確認以外、張り出しを証明する

基底石列も検出されていない。直径24～ 25.5く らいの円墳で、北東に張り出し部をもつ可能性があると言

うにとどめておこう。

鎧塚 2号墳 鎧塚 2号墳も 6カ所の トレンチと2カ所の調査区域の設定によってほぼその墳形が明らか

になった。

2号墳も 1号墳 と同様、段差のある傾斜変遷線上に築かれているため、西側から見る墳丘は高さ 4mに

近い大墳丘の形をしている。傾斜変遷線の西裾では、基底部を固め安定させるため、この地域の基本土層

の褐色土を幅50cmの半円状の溝を穿って掘 り下げ、黄色土の硬い地山面を出して、その上に大形川原石列
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図 1 鎧塚 1・ 2号墳と6号墳墳丘想定図

の基底部 (敷石帯)を 設けて、全体に重心のかかる西側に力を入れて基盤部を築成している。墳丘裾の西

南部から南側にかけて、美しい円弧を描く基底と根石列 (敷石帯)を墳丘一段目とみなし、ここから墳丘

範囲とみなさなければならない。

次にこの積石塚は段築が施されていたかの問題であるが、地山より90cm、 標高500m(付図の130cmコ ン

ター)に埴輪片が多いことをみると、この部分に埴輪が据えられていた可能性が高いも

いま墳丘断面で積石の状態を観察すると、約45度の傾斜面で安定した形を取っている。しかし当然なが

ら急な傾斜角度では形象埴輪や円筒埴輪を裾付けることはできない。今、自然崩落してしまっているため、

転石部分と墳丘積石部分の区別が付きにくい情況になっている。しかし墳丘の積石部分に食い込んだトレ

ンチの断面観察や埴輪の出土状況を見れば、ここにテラスが存在した可能性も推定できる。また段築状に

築成されていたことが西斜面で確認されているが、北側のAト レンチや東側のDト レンチでは確認されて

いない。

ゆるやかな傾斜地に築いた古墳では、古墳を観察する位置によって形態や規模が異なることがある。こ

の古墳も西裾から見ると高さ3.5mも あり、見上げると大変な圧迫感を受ける。これは標高の低い西側から

見ることを意図した古墳であったと言えよう。再度述べるが、この方面にだけ基底部 (敷石帯)や埴輪が

見られたのもこのような理由であろう。

次に 2号墳の南西で検出した、張り出し部と箱式石棺の埋葬施設である。 2号墳の墳丘裾に付設するよ

うに石敷施設が見られたが、東側でも西側でも、また先端部分の東西でも石列は検出されておらず、本来

の形や規模も明かでない。もし手掛かりとして仮に、 1号墳の墳丘中心部と2号墳の墳丘中心部を南北に

結んで軸線とすると、この軸線はN-25°一Wの方位を持つ。一方張り出し部に設けられた箱式石棺は、軸

線の方位がN-64°一Eで、先の 1・ 2号墳を結ぶ軸線に対し直角に近い。

検出した張り出し部分の遺構は、東西幅3.5m、 南北の長さ5.5mの規模で検出されているが、張り出し

部の全長は墳丘径の 5分の 1以上の大きさを持っており、東西幅が未定ながら短い前方部を持つ帆立貝式

古墳であったとの推定も可能である。

1号墳と2号墳の心々距離が42m、 ここに 1号墳の半径12m、 次いで 2号墳の半径と張り出し部の合計
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17.5mを 加えると、両古墳の間隔は12.5mの空間しか見られない。この狭い空間に割り込むように径12,5

mの小円墳の 6号墳が築かれている。

しかしこの古墳は 1・ 2号墳を結ぶ軸線上ではなく、西側に約 4mず らして築かれている。 2号墳張り

出し部分の接し具合から見ると、 2号墳により近接した位置関係にあるといえる。鎧塚の 3基の古墳は 1

号墳、 2号墳、 2号墳張り出し部、 6号墳の順に築かれたと見るのが自然であろう。

また古墳の規模が 1・ 2号墳とも24～ 25mの範囲に収まることを見ると、古墳の築造時期差はあるもの

の 2号墳は 1号墳を意識して築かれた。逆の言い方をすれば、1号墳に墳丘規制を受けていたと言えよう。

6号墳もまた、両古墳の 2分の 1の規模であることも見逃せない。古墳が一定の尺度で築かれているとす

ると、一尺24cm～ 25cm、 晋尺の100尺の古墳と見るのは言い過ぎであろうか。

3 鎧塚 |。 2号墳と積石塚

鎧塚 1・ 2号墳の特徴は墳丘を積石によって構築していることである。『図解考古学辞典』1959では「土

を盛って墳形を作った土塚に対して、石をつみあげて墳を作ったものを積石塚、または石塚という。3、つ

うは割石をやや乱雑に積んだものを指すが、輯安将軍塚のように切石を用いたものを含めていうことがあ

る。… (後略)(小林)」 と説明されている。

石、木材など限られた建築資材しかなかった時代では、堅固さを求める点では石材が第一であろう。積

石塚発生の要因については次のことが考えられる。①堅固さを求めた。②土よりも石の方が大量に得やす

いと言う自然条件が作用した。③お墓を作った人々の文化的伝統習慣の存在などである。積石塚誕生地域

では①、②が要因と考えられる。墓制が各地に伝えられると共に③が強く表現されるようになっていった

と考えられる。これらを次に検証してみることにする。

4 石墓文化と積石 。葺石への流れ
積石塚は世界各地で各時期に発生している。西ヨーロッパでは各地域ごとに発生している。これは積石

塚文化の①多元説…土よりも石の方が大量に得やすいと言う自然条件が作用し、墓の堅固さを求めたとき

に自然的に各地に発生した。②東北アジア起源説、旧ソ連 (ロ シア)アルタイ地方に積石塚が多数存在す

る。主体部は石棺であるので、青銅器時代にシベリアから南下して朝鮮半島に伝わり、その後我国の古墳

文化にも影響を与えたとみる。③中国渤海湾沿岸起源説、中国東北部の渤海湾周辺の石墓文化に起源をも

つとの考え方で、遼西牝牛河、大凌河流域に石墓文化が発生した。これらの代表的遺跡は凌源三官句子城

子山遺跡、朝陽十二台営子牛河梁積石塚などで、C14に よる年代測定では紀元前3000年 の紅山文化期と推定

されている。③の説は②の南ロシアやシベリアの積石塚が南に、また東に伝播して中国遼東半島の積石塚

に影響を与えたとみるよりも、西側に近接する遼寧省大遼河流域に起源を求める考え方で、巨視的にみる

とこの方が理解しやすい。以下③の説をとって我国の積石塚への流れを辿ることにする。

大凌河流域に発達した石墓文化は遼東半島に伝わったと考えている。この地域の代表的な遺跡は四平山

積石塚、老鉄山積石塚、将軍山積石塚などが知られている。

例をあげると、遼寧省営城子四平山にある積石塚は竜山文化期の古墳群である。割石を積んで築いた長

方形の平面をもつ積石塚で、尾根にそって階段状に連続して結合した形をとっている。

1941年に20基あまりが発掘調査され、中国山東省や河南省から発見されているものと同様の黒陶土器が中

心で、これに少量の白陶土器や牙璧、玉環、方柱状玉器、棗玉など注目される出土品がみられる。また埋

葬施設は竪穴式石室を中核としていることも判明している。

これらの積石塚の築造時期は灰陶と並んで使われたとみられる彩陶、黒陶、自陶などの土器類があり、

中でも白陶土器は殷墟出土土器に近いので、年代がB C 2000～ 1500年頃と推定されている。
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ロシアのミヌシンスク文化の中にも積石塚がみられる。アファナシェヴォ期 (B C 3000)、 アンドロノヴォ

期 (B C 1700～ 1200)、 カラスク期と変遷するが、これらの文化はバイカルからウラル地方まで広範囲に分

布する。墓は楕円形または矩形の穴に 1人 または数人を埋め、盛土は石で覆われている。特に最後のカラ

スク期は豊富な青銅器によって特徴づけられ、獣頭の刀子、文形の武器、刃と柄の境に小突起をもつ短剣、

袋穂の斧など中国の殷・西周時代やそれと平行する絵遠青銅器文化と関係するとみられている。墓は板石

製の箱式棺で、地上に立石で四角い垣をめぐらすものがある。

次のパジリク文化もシベリアの遊牧文化 (B C500～後100)で、中心はミヌシスンスク、アルタイにあ

る。墓は木椰墓を主体部とした積石塚で、青銅器、鉄器が豊富に埋納され、副葬品の毛皮織物各種には咬

獣文等の動物意匠を主なモチーフにしている。遺体は乾燥してミイラ化しているが、全身に入れ墨が見ら

れる。

なかでも1989年に調査されたバジリク古墳群のベルティック10号墳は、ソ連、中国、モンゴル 3国の国

境に近く、アルタイ山脈の西北、標高2200mの ウコツク高原に′点在している古墳の一基であった。直径28

mの クルガンで木棺に納められた人骨に、
'フ
ェルト、青鋼製刀子、闘斧などの副葬品がみられ、殉葬され

た馬もみられる。同じくベルティック 1号墳は径15mの クルガンで、石囲いの中央に2.5m× 1.5m、 深さ

2mの木椰を構築して棺を納め、副葬品を入れていた。いずれもB C500～ 300年頃の年代が与えられる。

ノイン・ウラ遺跡はモンゴル人民共和国、ウランバー トルの北方130km、 ノイン・ウラ山中セレン河の支流、

ハラ河流域にある古墳群。1925、 1927年に発掘調査が行われた。3群200基余りの古墳群の内、約 1割が調

査された。代表的な古墳の構造は、地表下10～ 14mに長方形の坑を掘り、木椰を築き棺を納めたもの。ス

キタイ系の動物闘争文を刺繍した、絹の敷物など織物製品が遺存した。出土した中国漢代の漆器に漢建平

5年 (BC2年)の銘があり、ほぼ年代がおさえられる。

朝鮮半島では早い時期の積石塚が知られている。西海矢島積石塚、黄海道沈村里積石塚、江原道泉田里

積石塚などで、築造時期はB C 1500～ B C 1000年頃と考えられている。

積石塚といえば高句麗の積石塚を語らなければならない。『魏志高句麗伝』に、墳墓を築くに「石を積ん

で封となす」とある。高句麗は鴨緑江中流域と、その支流渾江流域にBCl世紀頃出現し、最大は西北を

遼河まで、東北を牡丹江、南は朝鮮半島南部までを領城とした。

民族の出自は『北魏書』に「高句麗は扶余からでた」とある。このことから田村晃一氏の説では土疲墓

を扶余族のもの、積石塚を高句麗族のものと見ようと考えているが、中国遼東半島紅山文化の大型積石墓

に高句麗積石塚の淵源を求めるのが一般である。

高句麗は国土の統一と共に、桓仁、通溝 (集安 )、 平壌へと都を移した。平壌遷都は427年である。 2～

3世紀頃の積石塚は、階層差によってその規模が異なっているのは当然であるが、これらの中に巨大な大

王陵が築かれている。著名なものを古い順にあげると、まず第すに西大塚がある。千秋塚の西北西の山麓

に立地し、一辺55m、 高さ9mの大方墳と説明されているが、一辺90mの方壇階梯積石塚である。次いで

高山南麓の台地状に大王陵があり、東北200mの地点には広開土王碑がある。古墳は一辺66m、の正方形で、

高さ14.8mの規模をもつ。巨石を7層に積み上げ、墳頂を礫で覆う。各辺に 5個の巨石を配置している。

石室は東西2.8m、 南北3.2mの玄室に羨道が付 く。玄室内に扁平な切石で築いた家形の石椰が安置されて

いる。「願太王陵安山固如岳」の銘文をもつ博が出土している。

千秋塚は麻線溝地域の鴨緑江東岸の200mの地点に築かれている。85m× 80mの長方形で、高さ15mの規

模をもつ。方壇階梯の積石塚で、四隅に基壇石をもつ。 3段に築成され、各段は 5層前後の積石で出来て

ぃる。「千秋萬歳永固」の銘をもつ埓が出土している。

将軍塚はもっとも整った積石塚である。標高256mの丘陵のゆるやかな傾斜地に立地する。墳丘は方壇階

梯の積石塚で、一辺31.58m、 高さ12.5mの規模をもっている。埋葬施設は両袖式横穴式石室で、玄室は一
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辺 5mの正方形、天丼高も5.5mと 非常に高く作られている。また玄室の石積は切石を6段に積み上げたも

ので、最上段は平行持送りを行って総計 7段積となっている。これらはいずれも王陵と考えられ、太王陵

を371年死去の故国原王、千秋塚を392年死去の故国壌王、将軍塚を413年死去の広開土王か、長寿王などと

する説がある。

高句麗の積石塚は百済初期の古墳に影響を与えている。ソウルの漢江南岸には石村洞古墳などがあり、

方形階梯式の墳丘を持っている。

朝鮮半島新羅の地域にも、大墳丘をもつ王陵が築かれている。皇南大塚古墳は双円墳 (瓢形墳)と して

は慶州地区最大の古墳である。南北114m、 東西82m、 高さは北墳が22.6m、 南墳が21.9mである。南墳の

調査が行われ、主椰と副椰が検出されている。主椰は地面を45cm掘 り下げ、人頭大の川原石を30cm敷き詰

め、その上に20cmの厚みで小石を敷く。主椰、副椰を作り、 2列に組み上げた足場を作り、その内側に積

石を行っている。椰全体は積石で覆われて堅固にした上に、盛土を行っている。

天馬塚は皇南大塚を発掘調査する事前の予備調査として実施された。墳丘は全長60m、 幅51.5m、 高さ

12.7mを もつ。主体部は積石木椰で、周囲に石壇を築いている。木椰は校倉風に組立てられ、周囲を川原

石と礫で覆っている。この規模は径20m、 高さ7mであった。この古墳は副葬品に自樺樹皮製馬具の障泥

があり、天馬が描かれていたことから天馬塚の名前が付けられた。古墳は陵苑内に保存され、見学するこ

とが出来る。

新羅の墳丘構造は中心部を積石にし、その上部を封土積みとしている。新羅の墳丘構造は伽耶地域にも

影響し、横穴式石室を持つ梁山夫婦塚にも積石構造がみられる。

このあたりで我が国の積石塚の流れを見てみよう。積石塚が最初に出現した地域は長崎県の対馬である。

上対馬町の経隈墳墓は 3基よりなり、土墳内に板石で箱式石棺を組み立てたもの。正方形、長方形に積石

を行ったものがある。棺内から弥生土器、韓式土器、ガラス小玉が出土していて弥生時代、後期前葉の年

代が与えられている。

塚塔崎墳墓群35号墓は長崎県下県郡にあり、35基の内35号墓のみが弥生時代～古墳時代初頭の墳墓で

あった。主体部は箱式石棺である。

長崎県中熊遺跡も弥生時代前期末～中期初頭の積石塚として知られている。主体部は箱式石棺である。

佐賀県では三養基郡上峰カメ棺遺跡が知られている。弥生時代中期のもので、カメ棺の上に小礫を積み上

げ積石塚にしていた。弥生時代の積石塚は朝鮮半島に近い長崎県対馬や佐賀県にみられ、埋葬施設も箱式

石棺で、大陸・朝鮮半島の墓制の影響と見ることが出来る。

古墳時代にはいると長崎県下県郡の鶴ノ山積石塚が知られている。前方後円墳で主体部は箱式石棺で、

銅鏃、鉄剣、鉄刀、碧玉製管玉が出土している。

我国における本格的な積石塚は香川県の石清尾山古墳群である。前方後円墳、双方中円墳、円墳など60

基からなっている。代表的な猫塚古墳は主軸長97mの双方中円墳である。中円部中央から東南寄りに、割

石小口積みの竪穴式石室が検出されている。また中円部の北東隅部にも竪穴式石室が存在していた。内行

花文鏡など鏡が 5面、石釧、銅剣、鋼鏃、鉄刀・剣、土師器壺などが出土している。

石船塚も石清尾山古墳群の代表的な一基である。 3段の積石前方後円墳で、全長は63m、 円筒埴輪をも

つ。主体部は割竹形石棺で、枕を作りつけている。

香川県善通寺市の野田院古墳、坂出市西庄町示威爺ヶ松古墳、高松市横立山経塚古墳も代表的なもので

ある。隣接の徳島県にも三好郡の丹田古墳、徳島市の人人塚古墳が知られている。

古墳文化の中心地である奈良県には積石塚古墳は知られていない。しかし韓国新羅の王陵群と同じよう

に墳丘を葺石で保護した中山大塚古墳などがある。

中山大塚古墳は大和古墳群の一基で、全長120mの規模をもつ。後円部に、主軸に平行する竪穴式石室を
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持ち、石室内から鋼鏡片、鉄刀などが出土している。後円部上に特殊器台などを置いていた。墳丘の試掘

調査を行ったところ、基底部に高さ約 lmの石列を設け、その上に約35°の勾配で厚み0。 9mの葺石で封土を

覆っていることが判明した。中山大塚古墳の場合、これらの葺石は全面露出していたとみられ、全山石積

みの印象を受ける。ところが墳丘内部は堅固な盛り土である。埋葬施設の竪穴式石室の石材、石室の控え

積みと石室全面を覆った大量の石材は新羅古墳木椰周辺の積石との共通性を感じる。

中山大塚古墳の北方にある前方後方墳の下池山古墳では、葺石が施されているが、厚く石積をしいてい

る状況ではなかったtし かし西殿塚古墳東裾部の調査知見では、葺石は厚く施工されていた。

それでは長野県の古墳ではどうであろうか。

松本市の弘法山古墳は全長66mの前方後円墳である。主軸に平行して竪穴式石室が存在した。石室は 5

mを越える巨大なもので、川原石に角礫を混えて積み上げているが、天丼石を欠く′点で石椰と呼ぼうとの

意見もある。四獣鏡、銅鏃、剣、斧、鈍、ガラス小玉などが検出されている。石室と棺では、先に述べた

大和の前期古墳と共通する点がある。

次に更埴市の森将軍塚古墳を紹介しておこう。全長90mの少し変形した前方後円墳。後円部東側に台形

上の突出をもつ。後円部中央に 2段掘りの墓墳をもち、この中に扁平板石積の巨大な竪穴式石室を構築す

る。石室内から三角縁神獣鏡片、鉄鏃、剣、刀子、槍、勾玉、管玉、土師器などの副葬品が出土している。

墳丘は裾部に石垣状の葺石を積み上げ、さらに上下に連続する大形石材で区画して、この中を葺石で埋め

て、全山を石の山に築いている。

長野県の前期古墳の中には、弘法山古墳のように埋葬施設に大量の石材を使い、墳丘は盛り上にしてい

るものと、森将軍塚古墳のように埋葬施設と墳丘の両方に大量の石材を使った古墳がある。しかし森将軍

塚古墳は墳丘に段築と埴輪列、埋葬施設に竪穴式石室を設けるなど、畿内古墳の要素が非常に強い。大量

の石材を使っているが、封土にかわって積石を行った鎧塚 1号墳、 2号墳とは大きな差がみられる。

5 鎧塚古墳群の被葬者像

鎧塚古墳群の調査結果と、鎧塚 1・ 2号墳の墳丘が積石で築成されていることから、積石塚の系譜につ

いて概説してみた。

積石塚が中国東北部か南ロシアが起源であっても、それらが高句麗の積石塚に繋がり、朝鮮半島の国々

でいろいろな影響を与えながら我が国に伝わってきたことは事実であろう。

積石塚が長崎県対馬や佐賀平野の弥生時代の墳墓に存在することは、伝播ルー トを示していると言えよ

う。その後、瀬戸内海周辺から和歌山県側に、そして長野県須坂の鎧塚古墳に現れてくる。大和の前期古

墳には墳丘を保護した葺石や、埋葬施設を構築した大量の石材の使用に積石塚の影響が多く見られるが、

これも畿内政権 (大和)が仲介していることを証明するもので、朝鮮半島の古墳が鎧塚 1号墳に直接の影

響を与えたとは言いにくい。一方、 6～ 7世紀の積石塚が文献などの援用から、渡来人との関わりを説明

することも可能かも知れない。しかし最初に出現した人丁鎧塚 1号墳については、渡来人との関係を直接

結びつける資料はない。初期の積石塚が香川県、徳島県に集中している事実、またこれらの古墳の近くで

封土を築成出来る土砂があるにもかかわらず、積石にこだわっている点に注目したい。

香川県石清尾山古墳群では猫塚・姫塚などが本格的な積石塚を構築している。善通寺市野田院古墳でも

徳島県の丹田古墳や八人塚古墳でも同じく積石塚にしている。

また横立山経塚、野田院古墳、大窪ケルン古墳、爺ヶ松古墳、人人塚古墳は、前方後円墳では最も重要

な後円部だけを石で積み、前方部には盛土や地山加工を施している。つまり重要な後円部だけに積石を行

い、他は盛土に変えておく意図もみられるのである。

爺ヶ松古墳では前方部が地山整形で造り出されているが、後円部からの積石が前方部までおよんで、葺
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図 4 古墳時代前期の貝釧の分布 木下尚子『考古学雑誌81=1』 1996に よる

石的な役害1を はたしていると報告されている。

大和の古墳や信濃の古式古墳に積石塚的築造方法が見られても、墳丘内に内蔵される埋葬施設が封上で

被われ、墳丘の葺石が長い年月の間に墳頂や墳丘上段部の封土の土砂で埋まってしまっている。これら封

土の古墳と積石が遠望できる古墳とは、やはリー線を画さなければならない。 日本古墳文化の流れの中で

積石塚は初現的タイプの一つとして位置付けるのか、封土と葺石という定形化した畿内古墳に対し、何ら

かの規制を受けて生まれ、発展していったのか、色々な解釈の出来るところであろう。

0O〇
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Ｆ
Ｉ
Ｉ
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奈良県明日香村真弓鍵子塚古墳

韓国宋山里 2号墳

韓国 高霊古墳
。3は 『古代の装身具』による

獅子噛文鈴板
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香川県鷲ノ山の石材が石清尾山古墳群の石船塚古墳の割竹形石棺として存在し、その類似のものが大阪

府玉手山安福寺蔵の割竹形石棺、界市二本木山古墳の割竹形石棺、さらに大阪府柏原市松岳山古墳の長持

形石棺材にみられるなど、香川県、徳島県の前期積石塚古墳の被葬者達が畿内中枢部の首長達と深い繋が

りがあったことの根拠になっている。

海に面したこれらの地域の人たちは海を支配し、古墳の石材運搬を含めて墓作りに深く係わっていたと

みられる。石清尾山古墳群の猫塚では、優秀な鏡鑑と共に石釧なども見られる。副葬品に鏡と石釧を持っ

ていた点を注意しておこう。

ところで鎧塚 1号墳の遺物に
｀
は、鏡 (方格規矩鏡)と 石釧の存在が確認されているが、これに加えてゴ

ホウラ製釧 2点 と、スイジガイ製釧 1点が出土している。貝釧が出土する前期古墳をみると、イモガイ製

釧を副葬する古墳は多いが、ゴホウラ・スイジガイ製釧の出土は少ない。ゴボウラ・スイジガイ製釧が出

土しているのは福岡県行橋市竹並の古墳、大阪府紫金山古墳、福井県足羽山竜ヶ岡古墳、静岡県松林山古

墳、山梨県甲斐銚子塚古墳などである。

イモガイ製釧に枠を広げると、熊本県向野田古墳、大分県草場第二遺跡97号石棺、岡山県新庄天神山古

墳、香川県岩崎山 4号墳、兵庫県権現山51号墳、などの例を挙げることが出来る。熊本県や大分県、香川

県へとその分布範囲は海との関わりが深い地域に広がっている。

積石塚からの出土ではないが、貝釧と積石塚の分布範囲は瀬戸内海地方では重複している。海に面した

地域の前期古墳文化が、何らかの理由で海のない長野県まで伝播していったと考えなければならない。そ

うだとすれば、貝の道は日本海回りで長野県須坂の地に達したのか、または畿内からプレ東山道的ルー ト

で静岡県松林山古墳、山梨県甲斐銚子塚古墳へと伝わった。この同じ頃、長野の地にも伝わったともみら

れる。静岡県松林山古墳、山梨県甲斐銚子塚古墳は共に銅鏡、石釧など、畿内と結び付きの多い遺物が出

土している。

長野の地はすでに紹介した松本市弘法山古墳、更埴市の森将軍塚古墳、長野市川柳将軍塚古墳など、前

期古墳が分布して独自の古墳文化を発展させた地域であるが、信濃川の右岸、鮎川の流域に忽然と現れた

鎧塚 1号墳は、何らかの政治的意図があって出現したのではないかと見られる。

瀬戸内海地方で積石塚古墳を築いていた人々が、東国への移動 。移住の手始めとして長野の地に新たな

古墳文化を築いたことが考えられる。貝釧の表面にみられる刻線が、別府湾周辺の古墳にみられることも

傍証資料になろう。

また鎧塚 2号墳の鍍銀鋼製獅子噛紋鈴板は、岡山県長船町牛文茶臼山古墳からも出土しているが、これ

は積石塚古墳ではない。しかし茶臼山古墳は瀬戸内海地方の古墳で初期の横穴式石室をもち、画文帯神獣

鏡、貝釧、冑の小札などが出土していることは.無視できない。

獣面あるいはalT子噛紋鈴板帯金具の出土例では、奈良県明日香村越の真弓鐘子塚古墳のものがある。こ

れは鋼板を打ち出して文様を現した鎧塚 2号墳出土品と異なり、縦1.7cm、 横1.6cmと 小形で、しかも鍍金

の施された鋳造品である。

鎧塚 2号墳の帯金具が、韓国宋山里古墳群のものと類似するからといって、舶載された遺物を被葬者論

に結びつけることには難しさがある。その前に鎧塚 1号墳の性格を検討した上で、鎧塚古墳群全体を考察

する必要がある。
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第 2節 東北アジア 。積石塚の中の八丁鎧塚古墳群

石野 博信

|  はじめに                       ,

八丁鎧塚古墳群は、東日本の積石塚の中で極めて特異な性格をもつ`点で著名である。特に 1号墳が 4世

紀後半の積石塚で東日本最古に位置づけられることと、 2号墳のJIT噛文帯金具である。さらに近年、橋本

博文氏によって 1号墳出土の方格規矩四神鏡片が京都府大田南 5号墳出土の青龍 3年鏡 (235)と もっとも

類似することが注目された。同鏡の製作年代は、まさに倭国の女王卑弥呼の時代であり、本項もそこから

始めることとする。

2 信州八丁鎧塚人は、 3世紀前半に中国・魏で製作された鏡を、なぜ 4世紀後半の古墳に埋納 し

たのか

(1)橋本博文説の紹介

1998年、橋本氏は須坂市立博物館で八丁鎧塚 1号墳出土の方格規矩四神鏡を実見され、次のような私信

を同博物館の小林宇壱氏に寄せられた。同鏡の細部がはじめて類似鏡と比較検討された見解として貴重で

あるので、橋本、小林両氏のご諒解を頂き、以下にほぼ全文を引用させていただくこととした。

「鎧塚 (1号墳)の鏡は、まず魏の方格規矩四神鏡と考えてまちがいないと思います。しかも内区の破

片に玄武が描かれていますが、その表現は青龍三年鏡がちかいように思われますので、かなり古い段階の

鏡と考えられます。そもそも玄武を表現する魏の方格規矩四神鏡は数少なく、その点だけでも貴重な資料

であることは疑いありません。

方格内の四葉座 (実際は蓮華の花弁をあらわしているはずですが)の表現は漢中期の方格規矩四神鏡を

比較的忠実にうつしているようです。また多くのばあい十二支銘が配される場所に描かれているのは芝草

紋のように思われますが、これも珍しい例です。TLVの 図紋はTだけが確認できますが、本来はおそら

くすべて揃っていたのだろうと思われます。

玄武の表現は亀の甲羅・頚 。尾が確認でき、脚は四本の線で表現しているようにみえます。甲羅の模様

はよくわかりませんが、絡みつく蛇の鱗を線で簡略にあらわす手法などは、この種の鏡に通有の手法です。

また内区外周の櫛歯紋が斜線になっているのは津古生推卜鏡などと共通する特徴ですが、これも漢中期の方

格規矩四神鏡を継承するものと考えられます。

銘文がないのは、玄武を表現する鏡では少なく、同類を見いだすのは困難ですが、さして問題にする必

要はなかろうと思います。ともあれ全体的特徴からみて、もっともちかい鏡は青龍三年鏡と思いますが、

玄武の蛇の絡み方はむしろ椿井大塚山鏡と共通します。ともあれ魏の方格規矩四神鏡としては初期の鏡に

ちがいないと考えられるので、製作された年代は250年 よりも古く位置づけてよいのではないかと考えてい

ます。」 (以上原文のまま)

橋本氏の指摘要点はつぎのとおりである。

① 玄武の表現は「青龍三年鏡」に近い。
② 内区外周の櫛歯紋は福岡県津古生掛鏡に近い。
③ 玄武の蛇のからみ方は京都府椿井大塚山鏡と共通する。
④ 八丁鎧塚 1号墳鏡は魏の方格規矩四神鏡で、その製作年代は250年よりも古く位置づけてよい。
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従来、鎧塚鏡についてはさほど注目されていなかった。鎧塚の原点である永峯光一、亀井正道両氏の報

告では次のように指摘されている。

鏡片 2個のうちの一つは「方格規矩四神鏡の内区破片であって一見舶載鏡ではないかとの疑を抱かせる

が、仔細にみると図文の配置や表出方法において若千異なるところがあり、鋳上がりも良好でなく傍製の

優品に属するとすべきであろう。(1ヽ その後、1994年に丹後で青龍三年銘をもつあまり鋳上がりのよくない

方格規矩四神鏡が 3世紀後半の土器と共に検出され、橋本氏の見解が生まれてくる余地が出てきた。

(2)3世紀の中国と倭――類似鏡出土古墳の歴史的背景

中国における青龍 3年 (235)と は、どのような時代なんだろうか。当時、中国では魏。蜀・呉の三国が

相争っていた。その戦争の中で、234年に蜀の軍師、諸葛亮孔明が死亡し、魏は南方戦線から軍を引き上げ

ることができた。235年、魏は蜀との戦いに奮戦した司馬仲達を大尉とし238年には燕王を名のった公孫氏

を滅ぼした。さらに、235年には新たに太極殿の造営が始まっている。これによって倭と魏との交通路が安

泰となり、景初 3年 (239)に倭国女王卑弥呼は魏に遣使した。

青龍 3年鏡は中国の激動の時期から安定の過渡期の製作であり、卑弥呼が魏から賜られたという「銅鏡

百枚」の内の 1面である可能性が高い。しかし、狩野直禎氏 (中国史・京都女子大学)に よると、青龍 3

年 (235)に 中国東北部の遼東半島から楽浪・帯方のあたりを領域としていた公孫氏は、魏の年号を使って

いた可能性が高いとのことであり、r21魏の年号である青龍銘であっても魏の製作ではなく、公孫氏製作の

可能性がでてきた。そうなると問題はさらに拡大し、 3世紀の日本列島各地の倭国連合内外の王たちが中

国三国や公孫氏と直接交流して織物・太刀 。鏡などの中国製品を入手した可能性を考えておかなければな

らない。0に とによると、鎧塚鏡は日本海沿岸諸国の王から入手したか、自らが使者を派遣して入手した交

易品であったのだろうか。

そのことを考えるために、類似鏡出土古墳の特色を抽出しておきたい。

大田南 5号墳
“
)(京都府弥栄町、峰山町)  丘陵尾根にある6基の小古墳の一つ。墳丘は18.8× 12.3

mの不整方形で、中央部に長さ約1.8mの組合式箱形石棺がある。副葬品は鏡 1面だけで、土器が副えられ

ていた。丹後には、弥生後期から古墳時代前期にかけて丘陵尾根上をカットしただけの台状墓が数多くあ

り、大田南古墳群もそのような例の一つにすぎない。中でも5号墳は、同古墳群の中で墳丘や墓の規模は

小さく、鏡も2号墳の画文帯神獣鏡の方がすぐれている。年号銘がなければほとんど注目されない鏡であ

り、古墳である。

津古生推卜古墳 6)(福岡県小郡市) 丘陵頂部にある全長33mの早期前方後円墳。中央部に木棺があり、
舶載の方格規矩鳥文鏡 1面 とガラス玉・鉄鏃 。鉄剣などが出土した。墳丘裾には方形周溝墓 6基、円形周

溝墓 1基、木棺 3基があり、古墳周溝や周溝墓内から3個の鶏形土器と庄内式新相併行の土器が多数出土

した。同古墳は北部九州の早期古墳の代表例の一つであるが、同地域には直続する全長66mの前方後円墳、

三国の鼻古墳があり、大型墳には入らない。

椿井大塚山古墳 (の (京都府山城町) 丘陵尾根端にある全長約180mの前期前方後円墳。32面以上の三
角縁神獣鏡を持つ古墳として著名な南山域の 4世紀中葉、後半の豪族墓である。近年調査された奈良県天

理市黒塚古墳 (全長130mの前期前方後円墳)の鏡群との親縁関係が指摘される、一方、神功紀に伝えられ

るカゴサカ王。オシクマ王の反乱伝承の主としてヤマ ト政権の敵対勢力に擬せられてもいる。築造年代は、

普通 4世紀初とされているが、私は近年の山城町教育委員会による墳丘確認調査資料をもとに古くみても

4世紀中葉と考えている。0

以上 3基の古墳の概略を紹介した。椿井大塚山古墳の三角縁神獣鏡群については、239年に卑弥呼が魏王

朝から下賜された「銅鏡百枚」の一部だという小林行雄説があるが、黒塚古墳の調査によって小林説は崩

壊した。
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鎧塚鏡と古墳との関係は、むしろ津古生帯卜古墳や大田南 5号墳のあり方と共通する点が多い。鏡と鎧塚

古墳の関係は、意外に古い日本ダ1島の積石塚の系譜を整理した上でかんがえよう。

3 初期積石塚の系譜

本項で取扱う積石塚とは、石だけの墳丘はもとより、土石混合墳、弥生貼石墳も視野に入れつつ系譜を

追ってみたい。

(1)日 本夕1島内の動向

① 紀元前 2・ 1世紀の積石塚  1997年に香川県白′鳥町成重遺跡に弥生中期の積石遺構が現れた。(8)

河川敷のような石ころだらけの平地に、径 5～ 13m、 高さ50～ 80cmの積石遺構が約30～ 40mの範囲内で 7

基検出された。

香川県教育委員会は、遺構の重要性を考慮して事業者と協議して現状保存されることとなり、したがっ

て、墳丘内調査は 2基にとどまった。その結果、墳丘の築造は次のとおりに行われたことが分かった。

i 旧地表面に礫をおく。不整円形で礫厚は10～ 15cm。 礫内には多量の土器片が入る。

Ⅱ 礫上に上をおく。土をおく範囲は下層礫の範囲より小さい。上の厚さは、20～ 30cm。

面 上の上に再び礫をおく。礫内には土器片が多く、その上に 2・ 3個の大石 (50～ 80cm)をのせる。

つまり、積石遺構は構造物であり、自然堆積ではない。その築造時期は、礫内の土器群によって近畿の

弥生第 3様式 (新)に併行する。問題は、何のための構造物か、という点にある。

調査した 2基の積石遺構のうち 1基の下層礫群の下から浅い土坑が 2基検出された。上坑は長い方形で

人体を納められる程度の大きさであるが、111坑内外の上砂の区別が難しく、しかも深さ約 5 cmと 浅い。普

通は、本棺墓とは認めがたい。

私は、一つの可能性を考えた。 IF]地表面に本桔 2基を並置し、そのまわりに礫敷を行い、先に示した千

順で上層に盛土し、集石した、と。その場合、木棺は土圧で沈むだけなので、内外の土砂の区別は難しく

なる。礫内の土器片は葬送儀ネLに使用した土器を破砕納置したのであろう。

このように考えると、確実ではないが類例があることに気づいた。著名な香川県詑間町紫雲出山遺跡で

ある。紫雲出山遺跡は、もと

もとは瀬戸内海に浮かぶ島

で、標高350mの 山頂の高地性

集落であり、佐原員氏によっ

て石鏃武器論が提唱された。191

発掘調査区には礫が散在し、

部分的に集石塊や列石が認め

られる。 人工らしいのは列石

のみであるが、石群の間に多

量の土器が含まれている点は

成重遺跡と同じである。

同じ山頂に未調査ながら注目すべき積石塚がある。径 7～ 8mの円形に礫を組み墳丘上に 3個の大石を

のせている。報告書ではもとより弥生時代ではなく、中世の所産としているが、成重遺跡とのあまりの類

(以に驚かさ才lる 。

② 紀元後 2～ 4世紀の積石塚  紀元前 2・ 1世紀の積石塚が存在するらしい香川県と隣接する徳島

県に、すでに10数年前に調査された 2つの積石塚群がある。一つは、香川県善通寺市稲木遺跡である。(1の

稲木遺跡には、約50× 60mの範囲に 9基の「集石墓Jがある。すべて不整形で小は25× 35m、 大は7.5×

写真 紫雲出山遺跡の積石塚 (中世 ?)
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図 1 紫雲出山遺跡の集石

17.5mま で様々である。集石内には土器片が

多く9基中 4基には集石下に土墳がある。特

に 4号「集石墓」は不整形に礫群があり、L

字状に弥生後期の土器を 5個掘すえてあっ

た。成重遺跡との共通点が多く、重視して検

討すべきである。              θ

もう一例は、徳島県三好町足代東原遺跡で

ある。(11)低 い丘陵上に径 2～ 6m、 高さ50～

100cmの 円錐形に礫を盛 りあげた積石塚が、約

14～ 190mの範囲に36基以上検出された。礫内

には弥生後期から古墳早期 (庄内式)の土器

片があり、およその築造時期を示す。中には、

全長16.5mの前方後円形の積石があり、埋葬

施設は箱形石棺が想定されている。
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図 2 稲木遺跡の集石 (部分 )

香川・徳島両県の確実な積石塚は、初期前方後円墳の香川県高松市鶴尾 4号墳と徳島県板野町荻原 1号

墳である。鶴尾 4号墳 (1幼 は、石清尾山山塊の一端にある全長40mの前方後円墳で、内法長4.7mの竪穴石

室をもつ。共伴する土器によって 3世紀後半に位置づけうる。方格規矩四神鏡一面が出土している。

荻原 1号墳 (10は、丘陵尾根端にある全長26.5mの前方後円墳で、内法長 4mの竪穴石室がある。

このあとに続くのが著名な 4世紀の石清尾山古墳群 (り であり、日本列島を代表する前方後円形積石塚
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+十

十

図3 稲木遺跡「集石墓」分布図

群 と言ってよい。背丈ほどの階段状石垣が特異である。

③ 4・ 5世紀の長野県の積石塚

積石塚ではないが木島平村根塚遺跡の石積遺構は特異である。(1つ長径60m余、比高15mの独立丘陵の頂

上平坦面を含む約30mの丘陵斜面に 3段に乱雑な石積みがL字状にめぐる。 3段築成の方壇のように見る

よりは、地形に合わせて乱雑な石積みをしたとみる方が3、 さわしい。 3段の石積みの下段と中段に約 1～

1.5mの間隔で柱穴列がある。棚がめぐっていたらしい。丘頂縁辺には集石墓らしき遺構があり、丘陵西端

には被覆粘土の下にワラビ手鉄剣が、東端には墓疲群がある。石積みの間から箱清水式土器と吉田式土器

が出土している。3世紀後半のいまだ類例のない墓地か祭場であろうか。ワラビ手鉄剣は伽耶系といわれ、

近くから「大」の字らしき刻書土器が出土している。

長野県の積石塚地帯に含まれる中野市高遠山に全長55mの土による前方後円墳が出現した。(161後円部に

墓墳壁の一部を石積みする2つの埋葬施設がある。大きくて新しい棺は鉄斧 1、 ヤリガンナ 2と 副葬品は

少ないが、内法長約 6mの木棺痕跡部分のすべてを厚さ約 5 cmの 木炭で囲んでいる。内法約 4mの古い棺

からは鉄剣 。鉄斧・銅鏃・ヤリガンナ・玉類など比較的豊富な副葬品がある。棺の周辺から箱清水式の櫛

描文をもつカメ片多数と1点の東海系高杯が出土した。赤塚次郎氏によると高不は廻間 3式初頭であるら

しく、纏向 4類 (1つ=3世紀後半に併行する。

そして、 4・ 5世紀に人丁鎧塚の積石塚が登場する。人丁鎧塚 2号墳の墳丘確認調査によると基底部に
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特異な構造がよみとれる。現墳丘

端の石垣が当初の形態をとどめて

いることが確認されているが、そ

の外側に幅 lm余の石敷がある。

石敷の上面は石の平らな面を上に

向けていて、平坦な面を形成しよ

うとした意図が感じられる。そし

て、平坦面は墳頂端の石垣の下に

入り込み、墳丘内へと続いている

らしい。墳丘下部の平坦な石敷は、

墳丘北東側の1985年の調査でも確

認されており、(181今 回の南西側と

南側の調査成果と重ねると、墳丘

下全面に平坦な石敷を推定でき

る。あるいは、この石敷面の墳丘

中央部に木棺を安置して石を積み

あげたか、新羅古墳のように木椰

を安置したのだろうか。

(幼 シベリア・中国東北部と朝

鮮半島の積石塚
図 4 足代東原遺跡の積石塚

1991年 8月 25日 、ソ連考古学のメッカの一つ、パジリク・クルガン群を見た。ヘリコプターは 3・ 4号

墳から 1・ 2号墳に向かい、 1号墳と4号墳の間に着地した。 1・ 2号墳は、1947～ 49年にS.I。 ルデ

ンコ氏によって発掘されたスキタイ時代 (B.C6世紀～Bo C3世紀)の凍結クルガンである。クルガ
ン (塚)の 中には約50m2の丸太積方形墓墳があり、木棺の内外から凍結ミイラと彩しい金属製品 。皮革製

品 。絹織物などが出土して世界中を驚かせた。生活文化は、ヘロドトスの『歴史』に描かれているスキタ

イ人と同じで東西文化の交流センターの役割をはたしていたらしい。クルガンはすべて石で、 1・ 2号墳

は特に約40年前の発掘当時のまま掘り出された木椰材が散乱していた。パジリク・クルガンに行 くまでの

2週間は、アルタイのベルテック高原のクルガン群の調査に参加した。径 5～ 15mの 円形に礫を積むが高

さは20～ 30cm程度で円盤のようである。円盤の下に長方形の深さ4～ 5mの墓疲を掘り、人体埋葬と馬の

殉葬を行っている。パジリク・クルガンに比べると小さく低平で副葬品も極めて少ない。

王墓群と小規模群集墳ほどの差がある低平な積石塚は、紀元前300年頃に高句麗に登場する。古墳群には

低平な前方後円形の積石塚があり、日本列島の前方後円墳の遠いルーツになるかしれない。(19前方後円墳

との関連よりも、成重遺跡などで明らかになりつつある、弥生中期の積石塚に直接つながって来る可能性

が強い。アルタイ・ベルテックの低平な積石塚は、さらにその淵源となるものであろう。

4 おわりに

4世紀後半の八丁鎧塚人が持っていた 3世紀前半の鏡は、日本海沿岸の丹後半島・大田南 5号墳と北九

州の津古生推卜古墳に類縁があった。原産地が中国東北部の魏か公孫氏ということになると朝鮮半島とのつ

ながりを考えなければならない。

弥生積石塚と3・ 4世紀の積石塚は、香川・徳島の両県に集中する。しかし、両地域と長野県の関係を

示す資料は特にない。八丁鎧塚の被葬者が渡来系の人々であれば、本来は海洋民であった可能性が高い。

翼
B帆
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そう考えると鎧塚の南海産の貝釧

も理解しやすい。そして、間接的

に讃岐、阿波の海洋民との関係も

生まれてくるが、現段階では明ら

かではない。

今後の展望としては、日本海を

通じての朝鮮半島との交流を示す

直接的な資料の検出に期待すべき

であろう。

7 )l'J + 2 Puc. 7. liarrepa l. Parpccu.
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図 5 ロシア共和国アルタイ自治州アルジャン遺跡井桁木椰墓
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第 6章 結 詈五
日回

鎧塚には椀貸伝説があった。古人の言い伝えによると、家に来客があった時、この塚に来て客の数だけ

膳椀を注文しておくと、翌朝必ず出してあったという。ところがある人が膳をこわしたまま返しておいた

ところ、その後は誰が頼んでも膳椀が出なくなってしまったという話である。このような伝説があって鎧

塚は昔から村人に親しまれてきた。養蚕の盛んなころは塚の周りは桑畑で、その中に累々と石を積んだ塚

が日だっていた。

昭和28年「上高井誌」編纂の計画がまとまり、編纂委員会が組織された。昭和30年高甫村では須坂市合

併のため、ありし日の村の姿を残そうとして村誌編纂事業がすすめられた。そこで昭和32年に上高井誌編

纂委員会と高甫村誌編纂委員会の共催により鎧塚の発掘調査が行われたのである。発掘がはじまったのは

昭和32年 8月 5日 で、指導者は永峯光一、亀井正道両氏であった。鎧塚は積石塚としては規模が大きく、

その発掘は画期的な試みとして大いに期待を寄せられていた。発掘に要した日数は6日 間で、人数は延ベ

163人であった。鎧塚の位置は鮎川の右岸で積石塚がたくさんあり、発見順に番号がつけられていた。今回

の発掘は第 1号墳と第 2号墳であった。遺物は塚の中央部60cm～ lmの間に集中していた。発掘のあと国

学院大学大場磐雄教授の講演が行われた。

大場教授は積石塚は貧弱なものが多いので鎧塚もそんなものだろうと思っていたが発掘現場をみて大型

のものでびっくりしたと前置きしながら出土した遺物についてまとめて説明された。 1号墳では貴重なも

のとして貝釧と方格規矩四神鏡を取り上げ年代は 5世紀前半と推定、特に貝釧はスイジガイという海産物

で、信州で発見されたことに注目された。 2号墳では馬具と帯金具が珍重すべき出土品といわれた。年代

は 1号墳より後れて 61±糸己前半とみられた。 日召不日40年に 1 ・ 21計墳は県j起跡に指定さオ■遺4勿は同45年に市

の指定有形文化財になった。

たまたま須坂市が古墳公園として整備 しようとするため須坂市八丁鎧塚古墳群範囲確認調査団が結成さ

れ、平成 6年 3月 7日 ～ 7月 15日 まで調査が実施された。調査団には岩崎卓也・石野博信・泉森 咬の三

先生を顧間におねがいし、市立博物館の小林宇壱学芸員が主任 となった。調査の結果古墳の規模は昭和32

年のときよりも大きくなり、 2号墳では張出部分が確認された。なお 1号墳と2号墳の間に 6号墳が発見

されたのは大きな成果であった。出土品について今回は鏡・貝釧・帯金具の二点を専門家に調査 していた

だいた。

鏡は方格規矩四神鏡で青竜三年鏡 (235年 )に もっとも近いことがわかった。そこから遺跡の年代は昭和32

年調査の 5世紀前半から4世紀後半とさかのぼることになった。つぎに貝釧であるが、これもスイジガイ

とゴホウラ貝の 2種類あることが、熊本大学の木下尚子氏によって明らかになった。 2号墳の帯金具は、

東京国立文化財研究所保存科学部の研究によって古墳時代に中国華南産の鉛が利用されていることがわ

かった。2号墳の築造年代は5世紀後半と推定されることになった。以上述べたように平成6年の調査に

よっていくつかの問題が明らかになったのであるが、埋葬者については大和から須坂に来た人か、貝釧な

どの出土品から日本海ルートで入って来たか今後の課題として残された。

最後に今回の確認調査にあたってご指導いただいた顧間の三先生をはじめ直接発掘に参加されたみなさ

まに厚 くお礼を申し上げ結びとする次第である。

須坂市八丁鎧塚古墳群範囲確認調査団
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立早付

第 1節 長野県須坂市鎧塚古墳の調査
永峯光一 。亀井正道 (考古学雑誌45-1,昭和34年 )

亀 永

井 峯

正 光

道 一

長
野
県
須
坂
市
鎧
塚
古
墳
の
調
査

一
、
は

し

が

き

中
部
山
岳
地
帯
の
北
部
、
唆
し
い
山
脈
に
円
ま
れ
た
善
光
寺
平
に
、

積
石
塚
の
群
在
が
注
意
せ
ら
れ
て
か
ら
は
か
な
り
久
し
い
。
だ
が
研
究

の
関
心
は
積
石
塚
そ
の
も
の
の
基
礎
的
な
調
査
よ
り
も
、
む
し
ろ
朝
鮮

帰
化
人
と
の
関
係
や
、
分
布
状
態
あ
る
い
は
構
造
上
の
特
異
性
に
向
け

ら
れ
て
い
た
よ
う
に
思
え
る
。
も
つ
と
も
八
〇
〇
基
を
優
に
超
す
当
地

方
の
積
石
塚
の
大
部
分
が
、
既
に
鋤
鍬
の
厄
に
か
か
つ
て
壊
減
に
瀕
し

て
い
る
状
態
で
は
、ま
た
当
然
の
帰
趨
で
あ
つ
た
の
か
も
知
れ
な
い
が
、

そ
の
全
貌
を
窺
い
知
ら
れ
る
も
の
、
僅
か
に
故
森
本
六
爾
氏
の
研
究
で

有
名
な
下
高
井
郡
金
鎧
山
古
墳
を
挙
げ
得
る
に
止
ま
る
こ
と
は
、
積
石

長
野
県
須
坂
市
鎧
塚
古
墳
の
調
査

塚
研
究
上
の
支
障
と
な
つ
て
い
る
点
を
否
定
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

鎧
塚
古
墳
は
鎧
塚
地
籍
に
存
在
す
る
五
基
の
積
石
塚
乃
至
土
石
混
合

墳
の
総
称
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
二
基
は
傑
出
し
た
大
形
の
積
石
塚
で
あ

り
、
今
回
の
調
査
に
か
か
る

一
号
墳
及
び
二
号
墳
が
そ
れ
で
あ
る
。
大

正

一
二
年
五
月
、
唐
沢
貞
治
郎

・
岩
崎
長
思
両
氏
に
よ
つ
て
長
野
県
史

蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
調
査
報
告
第

一
輯
に
報
告
さ
れ
、
同

一
三
年
九
月

一
七
日
附
を
も
つ
て
長
野
県
史
晴
の
指
定
を
う
け
て
い
る
。
本
稿
に
お

い
て
は
煩
を
避
け
る
た
め
、
鎧
塚
の
名
称
は
こ
の
一
。
二
号
墳
に
冠
す

る
も
の
と
し
て
お
き
た
い
。

昭
和
三
七
年
夏
、
当
時
上
高
井
郡
誌
編
纂
会
歴
史
部
長
で
あ

つ
た
興

津
正
朔
氏
と
郡
内
各
種
遺
跡
を
踏
査
す
る
機
会
を
得
た
こ
と
が

あ

つ

一　　　　　　（
　
一　
）
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考
雑
第
四
五
巻

一
号

た
。
そ
の

一
日
、
鎧
塚
を
訪
れ
、
草

一
本
生
え
る
余
地
の
な
い
程
に
石

の
積
み
上
げ
ら
れ
た
墳
丘
が
、
強
烈
な
山
の
陽
射
し
を
ぎ
ら
ぎ
ら
と
反

射
し
て
い
る
光
景
に
目
を
奪
わ
れ
た
印
象
は
、
今
も
明
瞭
に
蘇
つ
て
く

る
。
積
石
に
よ
る
円
形
墳
で
は
最
大
級
の
規
模
と
、
ほ
ぼ
原
形
を
保
つ

と
考
え
ら
れ
た
墳
丘
と
は
、
そ
れ
ま
で
破
壊
さ
れ
て
醜
い
姿
を
さ
ら
し

て
い
る
数
々
の
積
石
塚
の
み
を
見
慣
れ
て
き
た
限
に
は
、
垂
涎
を
禁
じ

得
ぬ
調
査
対
称
と
し
て
写
つ
た
の
で
あ
る
。
興
津
氏
も
ま
た
郡
誌
編
纂

事
業
の

一
環
と
し
て
発
掘
す
る
計
画
を
持
た
れ
た
の
で
あ
つ
た
が
、
そ

の
後
五
年
の
歳
月
を
開
し
、
興
津
氏
が
そ
の
職
を
去
ら
れ
た
あ
と
の
現

編
纂
委
員
諸
氏
の
手
に
引
き
継
が
れ
て
、
漸
く
実
現
の
運
び
に
至
つ
た

も
の
で
あ
る
。

か
く
し
て
昭
和
三
二
年
八
月
五
日
に
始
ま
り
同

一
一
日
に
至
る
間
、

大
場
外
雄
先
生
の
指
導
を
得
て
発
掘
作
業
が
実
施
さ
れ
た

の

で
あ

る

が
、
希
望
に
相
反
し
て
両
墳
と
も
既
に
処
女
状
態
に
は
な
く
、
出
土
遺

物
も
ま
た
ほ
と
ん
ど
は
残
欠
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
中
に
は
極
め
て
剖

日
す
べ
き
様
相
を
備
え
て
い
た
。
即
ち
、
第

一
号
墳
か
ら
の
出
土
遺
物

に
は
二
面
分
の
漢
式
鏡
片
、
水
宇
貝
製
釧
、
署
玉
製
釧
二
片
を
含
み
、

そ
こ
に
古
式
古
墳
の
色
彩
を
看
取
し
得
た
こ
と
、
及
び
第
二
号
墳
で
は

獣
首
を
鋳
出
し
た
金
銅
製
帯
金
具
三
箇
を
検
出
し
た
こ
と
で
あ
る
。　
一

般
に
信
濃
の
積
石
塚
は
断
片
的
に
知
ら
れ
る
出
土
遺
物
や
遺
存
す
る
内

部
構
造
等
か
ら
推
し
て
、
古
墳
時
代
後
期
を
遡
る
存
在
で
は
な
い
と
す

る
考
え
が
通
説
化
し
て
い
た
が
、
第

一
号
墳
の
年
代
的
性
格
が
判
明
し

た
こ
と
に
よ
つ
て
大
き
く
改
め
る
必
要
を
生
じ
る
こ
と
に
な
つ
た
。
こ

の
事
実
は
当
地
方
に
お
け
る
積
石
塚
発
現
の
問
題
に
関
す
る
こ
と
の
み

な
ら
ず
、
信
濃
の
古
墳
文
化
あ
る
い
は
そ
れ
を
媒
介
と
し
て
考
え
ら
れ

る
古
代
史
上
の
論
点
に
対
し
て
も
、
影
響
す
る
と
こ
ろ
妙
し
と
し
な
い

の
で
あ
る
。
ま
た
第
二
号
墳
の
金
銅
製
帯
金
具
は
、
わ
が
国
の
古
墳
副

葬
品
と
し
て
は
極
め
て
稀
な
存
在
で
あ
つ
て
、
類
品
は
岡
山
県
発
見
の

一
例
を
数
え
る
に
す
ぎ
ず
、
遠
く
朝
鮮
の
古
墳
副
葬
品
に
曖
ｔ
認
め
ら

れ
る
も
の
で
あ
る
。
彼
我
文
物
の
交
渉
を
物
語
る
と
同
時
に
、
積
石
塚

の
副
葬
品
と
し
て
は
似
合
の
遺
物
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
所
期
し
た
積

石
塚
の
基
礎
的
調
査
の
上
で
は
目
的
を
充
分
に
達
成
す
る
こ
Ｌ
が
で
き

な
か
つ
た
が
、
以
上
の
新
知
見
を
加
え
た
こ
と
に
よ
つ
て
、
期
待
さ
れ

た
成
果
に
替
え
得
た
と
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

先
に
触
れ
た
よ
う
に
、
鎧
塚
古
墳
の
発
掘
調
査
は
上
高
＝
郡
誌
編
纂

会
多
年
の
懸
案
で
あ
つ
た
が
、
実
施
に
当
つ
て
は
高
南
村
誌
編
纂
会
と

の
共
同
事
業
と
し
て
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
調
査
の
機
会
を
ヶ
え
ら
れ

る
と
共
に
絶
大
の
援
助
を
惜
し
ま
れ
な
か
つ
た
郡
誌
編
纂
会
長
上
原
古

之
助
、
同
歴
史
部
長
吉
池
■
計
、
城
本
重
男
、
中
島
修

一
郎
、
備
前
邦

雄
の
諸
氏
、
村
誌
編
纂
会
長
関
根
弥
太
郎
氏
は
じ
め
関
係
者
諸
氏
、
並

び
に
作
業
全
般
に
助
力
を
得
た
高
南
地
区
青
年
団
各
位
、
郡
内
中
高
校

生
徒
諸
君
、
及
び
終
始
調
査
の
推
進
に
尽
力
さ
れ
た
桐
原
健
氏
に
心
か

ら
感
謝
の
意
を
捧
げ
た
い
と
思
う
。

な
お
第

一
。
二
及
び
第
五
節
は
永
峯
、
第
二
・
四
節
は
亀
井
が
そ
れ

ぞ
れ
分
担
執
筆
し
た
。

（　一一　）
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長
野
県
須
坂
市
鎧
塚
古
墳
の
調
査

（　一二　）

第一図 地形図及び古墳分布図

③ 円墳  △ 積石j坂
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考
雑
第
四
五
巻

一
号

二
、
遺

跡

の

立

地

善
光
寺
平
の
東
縁
を
割
す
る
上
信
―■―
境
山
地
の
西
裾
は
、
盆
地
床
の

氾
離
原
に
画
し
て
大
小
様
々
の
谷
口
を
開
き
、
そ
こ
に
は
千
曲
川
に
流

入
す
る
小
河
川
に
よ
つ
て
典
型
的
な
扇
状
地
形
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

菅
平
高
原
の
北
東
に
答
え
る
四
阿
山
の
北
斜
面
に
発
し
、
深
い
米
子
の

漢
谷
を
作
つ
て
支
流
を
集
め
つ
つ
須
坂
市
街
の
南
縁
を
限
つ
て
千
曲
川

に
注
ぐ
百
々
川
と
、
や
は
り
菅
平
の
北
壁
を
な
す
根
子
岳
に
始
ま
り
、

仁
礼
の
谷
を
通
つ
て
百
々
川
の
南
方
を
流
下
し
下
流
は
百
々
川
に
合
す

る
鮎
川
と
が
＝
積
し
た
須
坂
南
部
の
扇
状
地
も
、
そ
の
比
較
的
大
き
な

も
の
の

一
つ
で
あ
る
。
こ
の
一扇
状
地
は
谷
国
の
方
向
に
従
い
、
北
西
に

向
う
緩
傾
斜
を
な
し
、
そ
の
相
当
部
分
は
桑
田
記
号
に
よ
つ
て
占
め
ら

れ
る
が
如
き
景
観
を
呈
す
る
。
ま
た
扇
状
地
の
南
縁
は
そ
こ
を
流
れ
る

鮎
川
に
よ
つ
て
再
開
析
さ
れ
、
小
規
模
な
段
丘
地
形
を
形
成
し
て
い
る

が
、
段
■
の
下
部
に
沿
つ
て
帯
状
の
水
田
地
帯
が
続
く
。

古
墳
の
分
布
は
キ
と
し
て
こ
の
段
丘
の
縁
に
沿
う
部
分
に
見
ら
れ
、

鉗
塚
も
そ
の
う
ち
に
含
ま
れ
て
い
る
。
須
坂
市
街
を
出
て
南
に
向
い
仁

礼
を
経
て
菅
平
に
通
じ
る
道
路
が
、
旧
高
甫
村
と
旧
仁
礼
村
と
の
村
境

に
交
わ
る
附
近
に
五

一
人

・
三
米
の
三
角
点
が
あ
る
。
そ
の
三
角
点
の

ほ
ぼ
真
西
、
約
二
〇
〇
米
を
距
て
て
墓
地
記
号
が
記
載
さ

れ

て

い
る

が
、
そ
こ
が
第

一
号
墳
の
は
置
に
該
当
す
る
。
第
二
号
墳
は
そ
の
北
次

西

一
人
米
を
置
い
て
隣
接
す
る
も
の
で
あ
る
（第

一
図
）。
地
番
は
須
坂

市
大
字
八
丁
字
鎧
塚
二
八
大
の
ハ
及
び
二
八
七
の
イ
と
な
つ
て
い
る
。

第二図 墳 |■実則図
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前
述
の
如
く
一扇
状
地
の
傾
斜
方
向
が
北
西
を
指
し
て
い
る
た
め
、
第

一
号
墳
の
基
盤
は
若
十
高
位
置
に
あ
り
、
第
二
号
墳
と
の
差
は
中
心
部

で
約
二
米
と
算
出
さ
れ
た

（第
二
図
）
。
ま
た
両
墳
の
西
方
約
二
〇
米

で
段
丘
縁
に
達
し
、
更
に
三
〇
〇
米
程
の
水
田
地
帯
を
横
切
る
と
鮎
川

の
川
床
に
至
る
の
で
あ
る
。

三
、
第
　
一
　
口万
　
墳

１
　
規
模
と
形
状

前
節
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
一
・
二
号
墳
共
に
扇
状
地
の
ゆ
る
い
傾

斜
面
■
に
築
造
さ
れ
た
円
形
の
積
石
塚
で
、
実
測
図
に
見
ら
れ
る
よ
う

に

一
号
墳
は
耕
作
に
際
し
て
墳
丘
の
裾
の
積
石
を

一
部
移
動
さ
れ
て
若

千
変
形
し
て
い
る
が
、
墳
丘
規
模
の
大
き
な
変
形
は
な
か
つ
た
も
の
と

推
察
さ
れ
る
。
即
ち
束
西
の
径
約
二
三
米
、
高
さ
二
・
五
米
を
有
し
、

墳
頂
部
は
径
約

一
〇
米
が
ほ
ぼ
平
坦
と
な
り
、
従
つ
て
墳
丘
の
形
状
は

載
頭
円
錐
状
を
是
し
て
い
る
。
墳
、Ｆ
を
構
成
す
る
石
塊
は
、
小
は
人
頭

大
か
ら
大
は
６０
×
４０
×
３０
糎
程
度
の
河
原
石
を
地
平
面
か
ら
無
雑
作
に

積
み
あ
げ
、
ほ
と
ん
ど
土
壊
を
混
入
し
な
い
完
全
な
る
積
石
塚
で
、
こ

の
石
材
は
南
方
約
二
〇
〇
米
の
と
こ
ろ
を
貫
流
す
る
鮎
川
か
ら
採
集
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

現
在
墳
頂
部
に
は
宝
暦

一
二
年
の
建
立
に
か
か
る
、
作
濃
の
生
ん
だ

和
算
の
学
者
小
笠
原
真
恵
の
塔
碑
が
建
ち
、
こ
の
た
め
に
多
少
二
次
的

な
変
形
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
は
す
る
が
、
こ
れ
と
て
も
キ
体

部
に
ょ
で
及
ぶ
も
の
と
は
考
え
ら
れ
な
か
つ
た
。
し
か
し
こ
の
ほ
か
各

長
野
県
須
坂
市
鎧
塚
古
墳
の
調
査

所
に
盗
掘
を
予
想
さ
せ
る
小
穴
が
存
在
し
て
い
る
の
で
、
あ
る
い
は
既

に
■
体
部
に
手
が
つ
け
ら
れ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
縣
一

念
が
な
く
も
な
か
つ
た
。

２
　
発
掘
の
状
態

通
常
の
盛
土
墳
の
よ
う
に
規

則
正
し
い
発
掘
は
到
底
不
可
能

で
あ
る
が
、
先
づ
墳
Ｆ
中
央
部

に
は
ぼ
東
南
か
ら
西
北
に
か
け

て
長
八
米
、
巾
三
米
の
ト
レ
ン

チ
を
設
定
し
て
積
石
の
除
去
に

か
か
つ
た
。
と
こ
ろ
が
深
さ
約

五
〇
糎
に
及
ぶ
と
ト
レ
ン
チ
内
各
所
か
い
石
の
間
に
は
さ
ま
つ
て
散
発

的
に
遺
物
が
出
始
め
、
最
早
盗
掘
の
跡
は
覆
う
べ
く
も
な
か
つ
た
。
即

ち
北
西
部
西
側
に
お
い
て
は
署
王
製
石
釧
破
片

一
個
、
北
東
部
の
や
や

離
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
水
宇
貝
製
釧
片
、
東
南
側
で
は
家
形
埴
輪
片
が
発

見
さ
れ
、
石
釧
の
や
や
Ｆ
方
か
ら
は
響
玉
製
勾
玉

一
個
を
始
め
と
し
て

小
形
粗
製
の
勾
玉
二
個
、
管
玉

一
個
、ガ
ラ
ス
小
玉
二
個
が
検
出
さ
れ
、

こ
の
附
近
に
は
鉄
鏃
、
鉄
鉾
、
不
明
鉄
器
等
の
多
数
の
鉄
製
品
が
存
在

し
、
こ
れ
よ
り
北
東
に
か
け
て
更
に
鉄
鏃
、
剣
身
、
直
刀
断
片
等
が
発

見
さ
れ
た
。
ト
レ
ン
チ
内
の
各
所
か
ら
は
土
師
器
破
片
や
円
筒
埴
輪
片

が
点
々
と
出
土
し
て
注
意
さ
れ
た
外
は
、
遺
物
の
大
部
分
は
ト
レ
ン
チ

北
西
端
の
部
分
に
集
中
し
て
存
在
す
る
模
様
で
、
こ
の
出
上
位
置
も
深

五

第三図 第一号tFt全景 (北方より)
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考
雑
第
四
‐７ｉ
巻

一
号

さ
六
〇
糎
か
わ

一
米
の
間
が
最
も
多
い
模
様
で
あ
る
。
遺
物
の
出
上
状

態
は
す
べ
て
不
規
則
で
、
あ
る
い
は
積
石
の
上
に
の
り
あ
る
い
は
そ
の

間
に
か
ろ
う
じ
て
は
さ
ま
れ
て
落
下
す
る
こ
と
を
ま
ぬ
が
れ
て
い
る
よ

う
な
有
様
で
、
攪
乱
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
か
で
あ
つ
た
が
、
た
と
え

破
壊
さ
れ
て
い
る
と
は
言
え
主
体
部
の
構
造
の
片
鱗
位
は
覗
う
こ
と
が

で
き
る
も
の
と
、
横
石
を

一
つ
一
つ
注
意
深
く
除
い
て
行
つ
た
に
も
拘

わ
ら
ず
、
遂
に
そ
れ
ら
し
き
も
の
を
認
め
る
事
が
で
き
な
か
つ
た
。
し

か
も
玉
類
を
出
土
し
た
部
分
の
更
に
下
方
か
ら
小
形
勾
玉
五
個
、
管
玉

■
個
、
ガ
ラ
ス
小
玉
二
個
、
石
釧
残
欠

一
個
が
不
規
則
に
石
の
間
に
は

さ
ま
つ
て
発
見
さ
れ
、
こ
れ
ら
に
混
つ
て
鉄
鏃
、
刀
子
片
等
が
墳

・
丘
の

下
底
部
ま
で
落
下
し
て
存
在
し
て
い
た
。
遺
物
出
土
量
の
最
も
多
い
ト

レ
ン
チ
北
西
部
の
下
方
で
、
地
表
面
に
近
い
位
置
に
方
格
規
矩
鏡
の
断

片

一
個
が
存
在
し
、
積
石
を
全
部
除
去
し
た
墳
ｉ
下
の
地
表
面
に
接
し

て
他
の
鏡
の
残
欠

一
個
が
検
出
さ
れ
た
。

墳
丘
下
底
部
の
探
索
を
徹
底
的
に
行
い
た
か
つ
た
の
で
あ
る
が
、
通

常
の
盛
土
墳
の
場
合
と
異
つ
て
、
ト
レ
ン
チ
の
四
壁
は
深
く
な
る
に
従

つ
て
崩
壊
の
危
険
が
伴
い
、
一
つ
間
違
え
ば
人
命
に
も
か
か
は
る
の
で
、

止
む
を
得
ず
調
査
を
打
ち
切
つ
て
復
原
作
業
中
、
管
玉

一
個
が
発
見
さ

れ
た
。
以
上
の
よ
う
に
こ
の
古
墳
は
過
去
に
盗
掘
が
行
わ
れ
、
遺
物
の
主
要

部
分
は
持
ち
去
ら
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
し
か
し
そ
の
盗
掘
も
地

方
人
士
の
語
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
附
近
に
散
在
す
る
古
墳
の
場
合
に

は
遺
物
が
目
的
で
あ
つ
た
の
で
は
な
く
、　
‥―‐
体
部
に
使
用
さ
れ
て
い
る

・，“ハ　　　　　　（　一（　）

板
石
を
採
集
す
る
た
め
に
行
わ
れ
る
事
が
多
か
つ
た
と
言

わ
れ

る

の

で
、
本
墳
の
場
合
に
も
石
材
を
採
掘
す
る
た
め
に
破
壊
が
行
わ
れ
、
従

つ
て
主
体
部
を
構
成
す
る

一
個
の
石
を
も
発
見
し
得
な
か
つ
た
の
か
も

知
れ
な
い
。
現
に
村
人
の
中
に
は
、
こ
こ
か
ら
板
石
を
採
掘
し
た
伝
え

が
ぁ
る
と
い
ぅ
こ
と
を
物
語
つ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
本
墳
の
南
東
約

百
米
に
存
在
す
る
や
や
小
形
あ

カ
ゴ
塚
と
呼
ば
れ
る
積
石
塚
も
既
に
破

壊
が
行
わ
れ
、
板
石
小
日
積
竪
穴
式
遺
室
の
残
影
を
と
ど
め
て
い
る
。

仮
り
に
こ
の
一
号
墳
も
同
様
な
石
室
構
造
を
持
つ
て
い
た
と
す
れ
ば
、

い
か
に
石
材
の
採
集
が
目
的
で
あ
つ
た
と
は
言
え
、
小
さ
な
板
石
の
破

片
ま
で
も

一
つ
残
ら
ず
す
べ
て
搬
出
し
て
し
ま
つ
た
と
も
考
え
難
い
。

ま
た
木
棺
を
直
接
積
石
の
中
に
安
置
し
た
と
考
え
る
の
に
も
無
理
が
あ

る
の
で
、
隣
接
す
る
埴
科
郡
大
室
古
墳
群
の
積
石
塚
で
臓
々
見
ら
れ
る

組
合
箱
式
石
棺
で
あ
つ
た
の
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
る
。
信
濃
地
方

に
発
達
し
た
特
異
な
屋
根
形
の
上
部
構
造
を
有
す
る
合
掌
式
の
箱
式
棺

と
も
考
え
ら
れ
な
い
事
も
な
い
が
、
二
次
的
に
移
動
さ
れ
て
い
る
と
は

一苧
た
遺
物
の
出
上
位
置
が
六
〇
糎
か
ら

一
米
の
間
に
集
中
し
、
墳
頂
部

か
ら
至
つ
て
浅
い
所
に
位
置
し
て
い
た
事
実
を
考
え
れ
ば
、
合
掌
式
の

上
部
構
造
を
有
し
て
い
た
の
で
は
、
石
室
下
底
部
を
少
く
と
も
墳
頂
か

ら

一
米
五
〇
糎
以
下
に
置
か
な
け
れ
ば
、
積
石
を
以
つ
て
屋
根
形
の
頂

辺
を
覆
い
つ
く
す
こ
と
は
不
可
能
で
あ
ろ
う
と
推
定
さ
れ
る
の
で
、
い

さ
さ
か
適
切
を
欠
く
こ
と
に
な
ろ
う
。
い
わ
ん
や
横
穴
式
石
室
を
考
え

る
ン」
と
は
、
同
様
の
意
味
で
全
く
不
可
能
三
百
つ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

な
お
附
言
す
る
な
ら
ば
、
石
釧
や
砦
王
製
勾
玉
に
僅
か
に
朱
が
附
着
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し
、
小
さ
な
礫

′ｒｉ
の
企
画
に
な
朱
さ
れ
た
も
の
が
採
集
さ
れ
て
い
る
の

で
、
石
賞
底
面
は
礫
を
敷
い
て
い
た
も
の
と
推
定
さ
れ
、
■
体
部
の
方

向
は
ほ
げ
ト
レ
ン
チ
な
り
に
北
西
か
ら
東
南
の
方
向
に
安
置
さ
れ
、
遺

骸
の
頭
部
は
Ｉ
類
や
鈍
そ
の
他
の
選
物
の
多
い
北
西
を
枕
に
し
て
い
た

も
の
千
．あ
ろ
う
。
こ
の
場
合
貝
釧
の
み
が

一
つ
に
対
の
東
南
に
と
び
離

れ
て
存
在
す
る
の
が
や
や
不
可
解
で
あ
る
か
に
思
わ
れ
る
が
、
同
種
の

貝
釧
を
出
上
し
た
甲
斐
銚
千
塚
、
遠
江
松
林
山
古
墳
に
お
い
て
も
、
や

は
り
員
釧
の
み
が
他
の
副
輩
品
＝
を
離
れ
て
石
室
の
一
隅
に
は
置
し
て

い
た
事
実
を
参
照
す
れ
ば
、
敢
て
異
と
す
る
に
は
足
り
な

い
で
あ

ろ

咄題
　

　

物

断
片
二
個
を
数
え
る
の
み
で
あ
る
が
、
そ
の
中
の
一
個
は
方
格

規
矩
四
神
鈍
の
内
区
破
片
で
あ
つ
て

一

応
注
日
に
値
す
る
。
即
ち
第
四
図
右
に

示
す
如
く
方
形
格
の
外
方
に
丁
字
を
配

し
、
そ
の
左
側
に
玄
武
を
置
い
た
通
有

の
式
で
あ
つ
て
、
質
は
佳
良
の
自
銅
製

で
鈍
面
は
未
だ
に
光
沢
を
失
わ
な
い
。

一
見
舶
載
鈍
で
は
な
い
か
と
の
疑
を
抱

か
せ
る
が
、
仔
細
に
み
る
と
図
文
の
配

置
や
表
出
手
法
に
お
い
て
若
十
具
る
と

こ
ろ
が
あ
り
、
鋳
上
り
も
良
好
で
な
く

妨
製
の
優
品
に
属
す
る
と
す
べ
き
で
あ

長
野
県
貌
坂
市
針
塚
古
墳
の
調
■

鏡 3

第四メ1 第一P7概鏡残片 (′ F)

CG了拶
第五図 第一号墳勾玉

ろ
う
υ
完
存
す
れ
ば
人
形
鐘

の
部
類
に
属
す
る
も
の
と
推

定
さ
れ
る
。
他
の
一
個
は
錐

式
不
明
の
外
区
破
片
で

（第

四
図
左
）
、
縁
の
部
分
は
復

線
波
文
を
狭
ん
だ
外
向
鋸
歯

文
帯
が
認
め
ら
れ
る
が
、
鋳

上
り
も
至
つ
て
悪
く
模
糊
と

し
、
銅
質
も
前
者
と
比
べ
て

は
る
か
に
劣
つ
て
い
る
。
勿

論
佛
製
鈍
と
さ
れ

る
も

の

で
、
縁
の
厚
さ
四
粍
を
有
す

之り
。碧
王
製
勾
玉
（第
五
図
１
）

美
し
い
濃
緑
色
を
是
す
る
書

玉
で
形
態
も
優
美
で
あ
り
、

長
さ
四

・
五
糎
を
有
す
る
。

孔
は

一
方
か
ら
穿
ち
“
部
に

朱
が
僅
か
に
附
着
し
い
る
。

蠍
石
製
勾
玉

（第
五
図
２

１
８
）
　

特
有
の
滑
沢
を
有

し
、
色
は
通
常
の
蛾
石
と
は

異
り
、
淡
褐
色
乃
至
灰
緑
色

ヒ́
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四
五
巻

一
号

を
是
す
る
。
７
●
８
は
折
損
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
別
個
体
で
あ
る
。

実
測
図
に
示
す
通
り
、
い
わ
ゆ
る
模
造
品
の
勾
玉
と
は
異
り
製
作
も
普

通
の
勾
玉
と
何
等
変
り
な
く
、
素
材
も
色
調
の
比
較
的
美
し
い
も
の
を

選
ん
で
お
り
模
造
品
と
す
る
に
は
疑
間
が
あ
る
。
各
々
の
計
測
値
は
左

に
掲
げ
る
通
り
で
あ
る
。

番
号

　

長
さ

（単
に
糎
）

”牙
　
孔

　

色

調

四

・
五

濃

緑

色

二

・
〇
五

灰

緑

色

淡

褐

色

一
。
九

八

灰

緑

色

一
。
六
七

一
方

灰

緑

色

一
。
七
六

碧
玉
製
管
玉

（第
五
図
９
１
１２
）
９
は
濃
緑
色
、
Ю
Ｆ
ｌ２
は
石
釧
と

同
様
な
淡
緑
色
を
呈
す
る
。
径
〇

。
九
糎
―

一
糎
で
長
さ
は
９
が
四

ｏ

九
糎
、
Ю
は
三

二
二
糎
、
Ｈ
は
三

ｏ
五
糎
、
１２
は
二
・
六
糎
で
、
す
べ

て
孔
は
両
側
よ
り
穿
ち
、
途
中
で
幾
分
食
違
つ
て
い
る
。

ガ
ラ
ス
小
玉
、
四
個
、
径
三

・
五
乃
至
四

・
六
粍
の
通
有
な
形
状
を

示
Ｌ
、
■
個
は
木
色
、　
一
個
は
緑
色
を
是
す
る
。

碧
玉
製
石
釧

（第
六
図
）
残
欠
二
個
、
共
に
風
化
し
た
淡
緑
色
を
是

し
、
復
元
図
に
示
す
如
く
細
線
を
放
射
状
に
刻
し
、
外
面
下
方
に
浅
い

413

方
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凹
線
な
施
し
て
あ
る
。
‐‐―‐―
者
共
著
る
し
く
近
似
し
て
い
る
の
で
、

一
見

同

一
個
体
の
破
片
で
は
な
い
か
と
も
思
わ
れ
る
が
、
よ
く
み
る
と
細
部

に
相
違
が
あ
り
二
個
体
を
な
す
も
の
と
考
え
い
れ
る
。
第
六
図
右
は
高

さ

一
ｏ
八
糎
、
復
元
径
Ｌ

。
二
糎
で
朱
が
僅
か
に
附
着
し
て
い
る
。
左

は
高
さ

一
。
七
糎
、
同
径
七

。
四
糎
で
あ
る
。
形
態̈
的
に
は
石
釧
の
中

に
あ

つ
て
も
新
し
い
部
類
に
属
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

貝
釧

（
口
絵
及
び
第
七
図

）ヽ′．
水
宇
員
製
で
図
に
見
ら
れ
る
様
に
過
半

を
失
い
、
現
在
最
大
巾
八

・
三
糎
を
有
す
る
。
他
に
数
個
の
破
片
が
あ

長
野
県
須
坂
市
鎧
塚
古
墳
の
調
査

る
け
れ
ど
も
里
し
て
同

．
個
体
の
も
の
か
、
更
に
は
同

一
価
に
属
す
る

も
の
か
も
明
か
に
し
得
な
い
。　
一
本
だ
け
残
つ
て
い
る
管
状
突
胆
は
根

本
か
ｂ
切
断
さ
れ
て
い
る
の
で
、
遠
江
松
林
山
古
墳
出
土
例
の
如
く
、

大
本
の
管
状
突
起
が
体
部
か
ら
大
き
く
突
出
し
て
い
る
形
態
の
も
の
で

な
い
■
は
た
し
か
で
あ
る
。
加
工
も
松
林
山
例
の
事
り
に
人
念
に
磨
か

れ
る
こ
と
も
な
い
代
り
に
、
第
七
図
に
示
す
よ
う
に
体
部
の
右
方
に
は

小
さ
な
列
点
を
八
乃
至
九
粍
の
間
隔
に
施
し
、
左
方
に
は
そ
れ
よ
り
や

や
大
き
い
径
四
粍
程
度
の
列
点
を
二
段
に
続
ら
し
て
い
る
の
は
注
意
を

要
す
る
。
日
立
科
学
博
物
館
で
鑑
定
し
て
頂
い
た
結
果
に
よ
つ
て

も
、
こ
の
列
点
は
人
工
を
も
つ
て
加
え
ら
れ
た
も
の
で
、
ま
た
こ

の
貝
自
体
は
非
常
に
成
長
が
よ
く
琉
球
、
台
湾
周
辺
の
産
で
あ
ろ

う
と
い
う
点
も
興
味
あ
る
事
実
と
言
え
よ
う
。

鉄
製
鉾
　
僅
か
な
断
片
で
身
山
三

・
一
糎
を
有
し
、
画
面
に
錦

を
持
つ
。
剣
身
か
鉾
身
か
明
か
で
な
い
が
、
袋
部
の
破
片
が
存
在

す
る
と
こ
ろ
を
み
る
と
恐
ら
く
鉾
身
で
あ
ろ
う
。

直
刀
　
小
さ
な
断
片
三
個
と
■
の
破
片

一
個
が
あ
る
の
み
で
、

そ
の
形
制
は
勿
論
、
個
体
の
数
も
明
か
に
し
得
な
い
。

刀
子
　
か
ろ
う
じ
て
刀
子
で
あ
る
こ
と
を
認
め
得
る
程
度
の
破

片
四
個
が
存
す
る
の
み
で
あ
る
。
第
八
図
１
に
示
し
た
も
の
は
そ

の
中
の

一
つ
で
、
落
と
梨
の

一
部
を
残
す
だ
け
で
あ
る
が
、
刀
子

と
し
て
は
や
や
大
形
の
部
類
に
属
す
る
も
の
と
言
え
よ
う
。

鈍

（第
八
図
）
理
先
と
茎
の
部
分
を
欠
失
し
て
い
る
。　
一
見
鉄

鏃
が
右
の
落
下
年
に
よ
つ
て
反
り
返
つ
た
よ
う
に
も
見
え
る
が
、

第 LDO 第一号墳貝釧
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考
雑
第
四
五
巻

一
号

そ
の
反
り
は
き
れ
い
な
弧
を
画
き
必
ず
し
も
そ
う
の
み
と
も
言
い
切
れ

な
い
。
唯
通
常
の
鈍
に
あ
つ
て
は
匁
先
の
内
側
が
凹
ん
で
い
る
の
が
普

通
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
銹
化
の
た
め
に
明
か
で
な
い
け
れ
ゼ
も
多
少
丸

味
を
帯
び
て
い
る
の
が
気
に
か
か
る
の
で
、　
一
先
づ
鈍
と
し
て
疑
を
残

し
て
世
き
度
い
。

鉄
鏃

′（．第
ノＬ
図
）
二
六
本
以
上
。
こ
れ
も
断
片
に
な
つ
て
い
る
の
が

多
い
が
、
大
体
四
形
式
に
分
け
る
事
が
で
き
る
。　
一
は
広
鋒
平
根
両
丸

造
り
で
身
の
長
大
な
も
の
に
属
し
、
全
長

一
〇

・
五
糎
、
身
の
長
さ
六

・
七
糎
に
及
ぶ
も
の
も
あ
る
（第
九
図
１
）。
こ
れ
は
数
の
上
で
最
も
多

く
破
片
共

一
三
個
を
数
え
る
。
二
は
広
鋒
平
造
り
の
巾
広
い
も
の
で
腸

扶
り
の
部
分
は
大
き
く
扶
れ
て
二
重
に
な
り
、
身
の
長
さ
七
・
八
糎
、

o        lCn

第八図 第一号墳鉄器

一
〇

（
一〇
）

脱

第ノLメ1 第一号lHi鉄鏃
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ａ

ａ

り

協

И

И

И

И

長
野
県
須
坂
市
鎧
塚
古
墳
の
調
査

ａ

И

協

И

′

И

豚

′

Ｊ

山
三
糎

――――
後
を
有
す
る

（
６
ｏ
７
）
。
現
存
す
る
も
の
二
個
υ
■
は
長

い
茎
被
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
身
の
部
分
を
ほ
と
ん
ど
欠
い
て
い

る
の
で
そ
の
形
態
は
明
か
で
な
い
け
れ
ど
も
、
腸
扶
り
を
持
た
な
い
平

造
り
の
も
の
で
あ
る
ら
し
い

（
８

ｏ
９
）
。
九
個
以
上
。
四
は
以
上
の

も
の
に
較
べ
る
と
至
つ
て
小
形
で
、
平
根
両
丸
造
り
で
小
さ
な
腸
扶
り

を
有
す
る
。
身
の
長
さ
二
。
二
糎
前
後
で
、
こ
の
形
式
の
も
の
は
二
個

を
数
え
る
の
教
で
あ
る

（
Ю
）
。

不
明
鉄
片

（第
十
図
）
　

大
小
の
餃
片
合
計

一
八
個
が
あ
る
。
薄
い

横
長
の
鉄
片
で
内
反
り
を
示
し
、巾
に
よ
つ
て
三
種
類
に
分
け
ら
れ
る
。

即
ち

一
は
三

ｏ
三
糎
前
後
の
も
の
、
二
は
二
。
人
糎
前
後
の
も
の
、
三

は

一
。
八
糎
前
後
の
も
の
で
、　
一
■

一は
縁
に
沿
つ
て
径

一
。
五
粍
は

の
小
孔
が
穿
た
れ
る
ら
し
く
、
三
は
大
さ
径
五
粍
程
度
の
鋲
が
打
た
れ

て
い
る
。
あ
る
い
は
冑
の
腰
巻
き
の
部
分
で
は
な
い
か
と
も
思
わ
れ
る

が
、
破
片
も
小
さ
く
数
も
少
い
の
で
断
定
の
か
ぎ
り
で
な
い
。
識
者
の

御
示
教
を
得
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

埴
輪
　
一
号
墳
出
土
の
埴
輪
の
量
は
二
号
墳
の
そ
れ
に
比
較
す
る
と

至
つ
て
少
量
で
あ
る
。
形
象
埴
輪
と
し
て
は
家
形
埴
輪
を
有
す
る
の
政

で
、
こ
れ
も
他
の
遺
物
と
同
様
に
小
さ
く
破
砕
し
て
い
て
そ
の
全
容
を

窺
う
こ
と
が
で
き
ず
、
樹
立
の
状
態
等
は
全
く
不
明
で
あ
る
が
、
先
に

も
述
べ
た
よ
う
に
墳
頂
部
の
極
く
浅
い
と

こ
ろ

か
ら
発
見
さ
れ
て
い

る
。
第

一
七
図
８
に
示
し
た
も
の
は
屋
蓋
の

一
部
で
網
代
文
を
表
し
て

い
る
。
円
筒
埴
輪
も
同
様
に
破
片
と
な
つ
て
い
る
が
、
比
較
的
厚
手
で

焼
成
も
よ
く
大
形
の
も
の
で
あ
つ
た
ら
し
い
。

一　　一　　　　　　（　一　一　）

第十図 第一号墳不明鉄片
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考
雑
第
四
五
巻

一
号

土
師
器
　
ト
レ
ン
チ
内
の
浅
い
所
か
ら
点
ｔ
と
発
見
さ
れ
た
が
、
例

の
如
く
細
片
と
な
つ
て
器
形
の
仝
貌
を
明
か
に
し
得
な
い
。
小
形

′‐１１
形

土
器
の
“
部
、
高
年
の
外
部
等
の
存
在
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
υ

高
年
は
口
縁
下
方
に
稜
を
持
つ
た

一
見
古
式
の
■
師
器
を
思
わ
せ
る
も

の
が
あ
る
。
こ
の
ほ

か
底
部
に
一
孔
を
穿
つ
た
肛
と
推
定
さ
れ
る
破

片
、
上
部
に
つ
ま
ム
を
持
つ
て
蓋
形
土
器
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
も

の
も
存
在
す
る
。

四
、
第
　
ニ
　
ロ万
　
墳

１
規
模
と
形
状

第

一
号
墳
の
北
・
西
約

一
八
米
の
と
こ
ろ
に
は
世
し
、
北
西
側
を
道

路
に
よ
つ
て

一
部
削
り
収
ら
れ
、
東
側
も
り‘――‐
に
な
つ
て
い
る
た
め
若
十

裾
の
積
石
を
収
‐＞
除
い
て
石
垣
状
に
積
み
上
げ
ら
れ
て
い
る
ら
し
い
υ

も
つ
と
も
こ
れ
は

一
・
二
号
墳
の
墳
Ｆ
の
研
全
般
に
つ
い
て
言
え
る
こ

と
か
も
知
れ
な
い
が
、
少
く
と
も

一
号
墳
の
西
側
と
二
号
川
、の
西
及
び

南
側
と
は
耕
作
の
た
め
の
変
形
は
受
け
ず
、
や
や
原
形
に
近
い
規
模
を

保
つ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
現
在
束
西
二
〇
米
、
市
北

二
五
米
と
い
う
散
牛
が
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
元
来
は
二
五
米

――――
後
の

径
を
有
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
高
さ
は
墳
Ｆ
中
央
部
で
三

・
六
米

を
算
す
る
が
、
北
西
側
で
は
五
米
近
く
に
な
つ
て
い
る
。
真
近
に
存
在

す
る
第

一
号
＝
と
比
較
す
る
と
、
規
模
に
お
い
て
は
第
二
号
墳
の
方
が

一
月
り
大
き
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
肉
限
的
に
は
一
号
墳
の
方
が
幾
分

大
き
く
見
え
る
υ
こ
れ
は
扇
状
地
の
傾
斜
面
上
に
築
造
さ
れ
た
た
め
、

一　一　一　　　　　　（　一一一　）

墳
Ｆ
自
体
の
高
さ
よ
り
も

高
位
置
に
存
在
す
る
も
の

の
方
が
よ
り
強
い
印
象
と

し
て
映
ず
る
た
め
に
外
な

ら
な
い
。

墳
Ｆ
は

一
号
墳
と
同
様

な
河
原
石
で
構
築
さ
れ
、

墳
頂
部
は
径
四
、
五
米
＝

が
大
体
平
川
．に
な
り
、
そ

の
一
隅
に

「
一
蓮
塚
」
と

刻
し
た
小
碑
が
建
ち
、　
一

号
墳
と
同
様
に
墳
丘
上
に
は
所
々
に
盗
掘
の
小
穴
と
お
ば
し
き
も
の
が

存
在
し
、
埴
輪
片
が
点
々
と
石
の
間
に
見
ら
れ
た
。

２
　
発
掘
の
状
態

一
応
北
東
か
ら
南
西
方
向
に
巾
三
・
五
米
、
長

一
一
米
の
ト
レ
ン
チ

を
設
定
し
、
積
石
の
除
去
に
か
か
つ
た
。
ト
レ
ン
チ
内
に
た
つ
た

「
一

蓮
塚
」
の
碑
を

一
時
撤
去
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
下
方
か
ら
り
く
の
骨
片

が
検
出
さ
れ
た
が
、
風
化
が
甚
し
い
た
め
収
上
げ
る
と
ほ
と
ん
ど
粉
状

に
分
解
し
て
し
ま
つ
た
。
こ
の
附
近
の
下
方
か
ら
は
壇
輸
破
片
も
多
廿

に
発
見
さ
れ
、
そ
の
大
部
分
は
器
財
埴
輸
で
な
か
ん
ず
く
家
形
埴
輸
が

多
く
認
め
ら
れ
、
土
師
器
高
年
の
口
縁
部
小
破
片
も
ニ
ゴ
一混
在
し
た
。

深
さ
一
米
程
掘
り
さ
げ
た
と
こ
ろ
、
ト
レ
ン
ト
内
部
は
次
第
に
１１１１
鉢
状

に
せ
ま
く
な
り
、
強
い
て
こ
れ
を
拡
げ
る
と
四
壁
が
崩
壊
す
る
危
険
が

第十一図 第二号墳全景
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あ
り
、
ま
た
ト
レ
ン
チ
束
寄
り
で
嘗
て
村
人
が
勾
■
を
拾
収
し
た
と
い

う
所
伝
も
あ
る
の
で
、
更
に
ト
レ
ン
チ
を
東
側
に
約

一
米
五
０
粧̈
＝
拡

張
し
て
ぃ積
石
を
除
い
て
行
つ
た
と
こ
ろ
、
ト
レ
ン
チ
中
央
部
深
さ

一
。

三
米
の
と
こ
ろ
で
鉄
鏃
二
本
が
発
見
さ
れ
、
先
に
村
人
が
拾
収
し
た
と

い
う
勾
玉
と
合
せ
て
、
二
号
墳
も
い
よ
い
よ
盗
掘
に
よ
る
破
壊
の
色
が

濃
く
な
つ
て
来
た
。
鉄
鏃
附
近
を
精
査
す
る
と
、
第

一
号
墳
で
見
し
れ

た
様
な
横
長
の
不
明
鉄
片
、
刀
剣
断
片
、
糸
巻
状
鉄
製
品
や
金
鋼
製
帯

金
具
三
個
が
散
乱
状
態
で
発
見
さ
れ
、
更
に
こ
の
下
方
深
さ
約
二
米
の

部
分
で
鋼
製
鈴
杏
葉

一
個
と
鉄
製
轡
金
具
残
欠
と
を
枡
出
し
た
。
比
較

的
浅
い
は
世
か
ら
は
や
や
多
量
の
埴
輸
破
片
が
点
■
と
出
上
し
た
が
、

地
平
面
に
至
つ
て
も
遂
に
トー・‐体
部
の
構
造
の
痕
跡
を
も
見
出
す
こ
と
は

で
き
な
か
つ
た
。
墳
ｉ
下
の
原
地
表
面
の
上
を
若
十
掘
り
取
り
、
こ
こ

ま
で
遣
物
の
落
下
し
て
い
る
こ
と
を
予
想
し
て
こ
の
排
土
を
水
洗
し
た

と
こ
ろ
、
ガ
ラ
ス
小
玉
五
個
を
検
出
し
得
た
。

以
上
の
よ
う
に
主
体
部
の
構
造
は
お
ろ
か
そ
の
存
否
を
も
確
認
し
得

な
か
つ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
古
墳
の
埋
葬
一施
設
が
、
ト
レ
ン
チ
を
外

れ
て
他
の
部
分
に
存
在
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
は
、
断
片
的

で
は
あ
つ
て
も
各
種
の
遺
物
が
比
較
的
小
範
囲
か
い
発
見
さ
れ
て
い
る

事
実
か
ら
推
し
て
も
到
底
考
え
る
事
は
出
来
な
い
。
従
つ
て
や
や
強
弁

に
過
ぎ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、　
一
号
墳
の
場
合
と
同
様
に
、
比
較
的
破

壊
し
易
く
、
し
か
も
容
易
に
そ
の
石
材
を
搬
出
し
得
る
主
体
部
の
構
造

を
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。　
一
号
墳
の
場
合
に
は
破
壊
さ
れ
て

い
な
が
ら
も
、
遺
物
の
出
上
位
置
が
原
位
置
か
ら
大
き
く
移
動
し
て
い

長
野
県
須
坂
市
針
塚
古
墳
の
調
査

O        o1        5

第十二図 第二号墳金銅製帯金具

る
よ
う
に
も
思
わ
れ
な
か
つ
た

の
で
、
大
略
の
理
■
位
置
を
推

定
し
得
た
が
、
本
古
墳
の
場
合

に
は
そ
れ
す
ら
も
明
か
に
し
得

な
い
。
３
　
遺

物

金
銅
製
帯
金
具

（
日
絵
及
び

第

一
二
図
）
三
個
現
存
し
て
い

る
。
何
れ
も
縦
二
・八
乃
十
二
ｏ

八
四
糎
、
横
三

。
二
乃
至
三
・

三
糎
の
長
方
形
を
早
し
、
四
隅

の
鋲
を
も
つ
て
帯
に
緊
着
し
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
裏
面

に
か
す
か
に
布
日
が
残
存
す
る

と
こ
ろ
を
み
る
と
布
製
の
帯
に

装
着
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
υ

内
に
は
獣
首
面
を
鋳
出
し
、
縁

に
は
平
行
線
間
に
波
文
と
，ｌｉｔ
列

を
毛
彫
に
よ
つ
て
施
し
て
い
る

が
、
３
は
や
や
異
る
文
様
を
有

す
る
ら
し
い
。
現
在
金
銅
は
ほ

と
ん
ど
剥
落
し
て
僅
か
に
そ
の

痕
跡
を
留
め
て
い
る
に
す
ぎ
ず

一　一一一　　
　　
　
（　一十一）
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銅
地
は
折
損
部
の
肉
眼
的
観
察
と
裏
面
の
状
態
と
か
ら
鋳
造
に
よ
る
も

の
と
思
わ
れ
、
獣
首
面
に
駆
を
加
え
た
痕
跡
も
見
出
せ
な
い
。
か
か
る

帯
金
具
の
本
邦
出
土
例
は
岡
山
県
茶
臼
山
古
墳
の
も
の
が
知
ら
れ
て
い

る
の
み
で
そ
の
例
に
と
ば
し
い
が
、
茶
臼
山
例
は
下
部
に
鈴
を
垂
下
し

て
い
る
点
を
異
に
す
る
。
南
鮮
に
そ
の
例
を
求
め
る
と
、
公
州
宋
山
里

二
号
及
び
五
号
墳
、
高
麗
の

一
古
墳
出
土
例
が
挙
げ
ら
れ
、
な
か
ん
ず

く
獣
首
面
は
高
麗
古
墳
出
上
の
も
の
が
本
古
墳
出
土
例
に
最
も
近
い
。

何
れ
に
せ
よ
彼
我
に
お
け
る
文
物
の
交
流
を
推
察
せ
し
め
る
有
力
な
資

料
で
あ
ろ
う
。

ガ
ラ
ス
小
王
　
五
個
、
濃
い
緑
色
を
呈
し
径
四
粍
乃
至
四

ｏ
七
粍
を

有
し
、
形
態
は

一
号
墳
出
土
の
も
の
よ
り
整
つ
て
い
る
。

刀
剣
断
片
　
一
個
、
小
さ
な
断
片
で
し
か
も
銹
化
が
著
る
し
く
、
プ
・
リ

一剣
で
あ
る
こ
と
を
推
察
せ
し
む
る
程
度
で
そ
の
何
れ
か
も
明
か
に
し
得

な
い
。
鉄
鏃

（第

一
三
図
）
　

一
は
茎
を
欠
い
た
片
氣
鏃
で
、
他
の

一
個
は

身
の
部
分
を
失
つ
た
長
い
茎
被
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。

鈴
杏
葉

（第

一
四
図
）
　

一
個
、
青
鋼
製
υ
三
鈴
を
附
し
た
も
の
で

あ
る
が
、
現
在
下
部
の

一
個
を
欠
失
し
て
い
る
。
通
有
の
式
で
最
大
巾

六

・
六
糎
、
上
部
の
孔
に
は
垂
下
に
使
用
し
た
と
思
わ
れ
る
鉄
片
が
銹

着
し
、
鈴
の
中
の
丸
に
は
小
石
を
用
い
て
い
る
。

轡
残
欠
　
鉄
製
神
環
状
部
の
残
欠
品
で
、
復
元
径
は
六
糎
内
外
の
も

の
で
あ
ろ
う
。

不
明
鉄
片

（第

一
五
図
）
　

一
号
墳
出
上
の
も
の
と
等
し
い
巾
三
糎

四

（
一四
）

::

第十三図 第二号墳鉄鏃

第十四図 第二号墳鈴杏葉

前
後
の
薄
い
横
長
の
鉄
板
で
、
弧
状
に
反
り
縁
に
沿
つ
て
径

一
・
圧
粍

程
度
の
小
孔
を
二
乃
至
三
個
穿
つ
て
あ
る
。
大
小
二
０
敬
個
の
破
片
が

あ
る
が
、　
一
号
墳
出
上
の
如
き
鋲
留
め
し
た
も
の
は
見
当
ら
な
い
υ

不
明
鉄
片

（第

一
六
図
）
　

四
個
、
厚
さ
〇

・
七
粍
程
の
糸
巻
形
の

も
の
三
個
と
（
２
１
４
）
、
ほ
ぼ
三
角
形
を
呈
し
二
辺
が
そ
れ
ぞ
れ
内
曲

し
て
い
る
も
う

一
個
の
も
の
が
あ
る
（
１
）
。
何
か
に
附
属
す
る
も
の
で

あ
ろ
う
が
、
そ
れ
に
し
て
は
孔
も
あ
け
ら
れ
て
い
な
い
。
長
四
糎
、
巾

ゴ
Ｔ

二
糎
工刷
後
。

o         GH        5
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長
野
県
須
坂
市
鎧
塚
古
墳
の
調
査

ら
真
偽
の
程
は
明
か
に
し
難
い
。

第

一
七
図
に
文
様
を
有
す
る
も
の
の
み
を
示
し
た
が
、１
・
２
は

ボ
タ
ン
状
の
突
起
を
も
つ
て
鋲
留
め
を
表
現
し
た
宵
で
あ
ろ
う
。

３
１
７
も
厚
さ
、
色
調
、
焼
成
が
同
じ
で
あ
る
の
で
、
あ
る
い
は

同

一
個
体
の
も
の
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
然
し
６
は
他
の
も
の

に
も
こ
の
様
な
文
様
は
見
ら
れ
る
の
で
断
定
の
か
ぎ

り

で

は
な

い
。９
は
第

一
号
墳
出
土
の
８
と
同
様
に
網
代
文
を
表
現
し
た
屋
根

一
言
一
　
　
　
（
一五
）

第十五図 第二号墳不nJj鉄片

o om 5

第十六図 第二号墳不明鉄片
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の
破
片
で
あ
る
。
第

一
八
図
１
１
４
も
積
石
の
間
に
は
さ
ま
つ
て
ば
ら

ば
ら
に
発
見
さ
れ
た
も
の
で
、
曖
々
見
ら
れ
る
如
き
屋
根
の
上
部
に
立

て
ら
れ
た
串
状
の
棒
で
あ
る
。
こ
の
外
に
も
家
形
埴
輪
は
、
そ
の
下
底

部
や
側
回
り
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
な
か
ん
ず
く
図
示
し
た
も
の
の
外

に
屋
根
の
隅
角
部
が
存
在
し
、
こ
れ
は
四
注
造
あ
る
い
は
原
始
入
母
屋

造
の
構
造
に
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
と
想
像
さ
れ
る
の
で
、
家
形
埴
輪
ら

形
式
は
少
く
と
も
切
妻
造
り
と
こ
の
二
形
式
が
存
在
し
た
こ
と
を
指
摘

し
得
る
。

長
野
県
須
坂
市
鎧
塚
古
墳
の
調
査

１０
以
下
は
器
財
埴
輸
の

一
部
で
あ
る
■
は
容
易
に
想
像
さ
れ
る
が
、

形
態
の
特
徴
を
示
す
部
分
が
な
い
の
で
明
か
に
し
難
い
。
１０
。
１３
・
‐４

等
は
蓋
で
は
な
い
か
と
も
思
わ
れ
、
１６
は
右
端
で
他
の
も
の
に
接
着
し

て
い
た
も
の
で
、
恐
ら
く
蓋
の
下
方
の
蕨
手
状
に
突
出
し
た
部
分
か
、

香
川
県
公
文
字
山
古
墳
出
土
の
如
き
場
の
同
様
な
部
分
で
あ
ろ
う
。
１４

は
赤
と
自
と
で
塗
彩
し
て
直
孤
文
を
画
き
、
Ю

。
１３
。
‐５
も
直
孤
文
ら

し
い
文
様
を
鋭
利
な
箆
描
き
で
示
し
て
い
る
。
１７
は
表
面
が
ほ
と
ん
ど

剥
落
し
、中
央
部
に
点
と
線
で
皮
綴
を
表
現
し
た
も
の
が
残
つ
て
い
る
。

人
物
の

一
部
か
器
財
の
部
分
で
あ
る
か
明
か
で
な
い
。
こ
の
ほ
か
第

一

八
図
５
ｏ
６
に
示
し
た
も
の
は
、
手
捏
ね
で
指
の
痕
が
残
つ
て
い
る
至

つ
て
不
細
工
な
作
り
の
も
の
で
、
上
部
左
端
と
下
部
と
千
仙̈
の
物
に
附

着
し
て
い
た
痕
跡
が
あ
る
が
、
如
何
な
る
も
の
の
附
属
品
が
皆
目
見
当

が
つ
か
な
い
。
１
は
全
長
八

・
五
糎
、
２
は
半
ば
を
欠
実
し
て
い
る
。

以
上
の
家
形
、
器
財
等
の
埴
輪
は
、
ほ
と
ん
ど

一
蓮
塚
が
建

つ
て
い

た
附
近
の
墳
頂
下
の
浅
い
位
置
か
ら
発
見
さ
れ
た
も
の
が
多
い
υ

円
筒
埴
輪
も
す
べ
て
小
破
片
の
み
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
形
状
か

ら
推
し
て
比
較
的
大
形
の
も
の
で
あ
つ
た
と
想
像
さ
れ
る
。

一
■

一号

墳
を
通
じ
て
、
埴
輪
は
す
べ
て
厚
手
で
焼
き
し
ま
り
も
よ
く
、　
こ
の
点

関
東
地
方
の
埴
輪
と
較
べ
て
大
分
差
が
あ
り
、
畿
内
地
方
の
埴
輪
に
近

い
。土
師
器
　
一
蓮
塚
の
碑
の
下
方
か
ら
多
数
の
埴
輪
と
混
在
し
た
二
、

三
の
口
縁
部
破
片
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。
日
縁
ド
端
に
陵
を
有
Ｌ
、
曲

率
か
ら
い
つ
て
も
高
杯
で
あ
る
ら
し
い
。一

七
　
　
　
（
葛
）

第十八図 第二号墳埴輪
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五
、
む
　
　
す
　
　
び

以
上
に
お
い
て
今
回
の
調
査
に
基
く
鎧
塚
古
墳
の
概
要
を
記
し
た
。

こ
こ
に
そ
の
結
果
を
通
じ
て
見
た
二
三
の
問
題
に
触
れ
、
結
び
に
代
え

た
い
と
思
う
。

第

一
に
古
墳
年
代
の
想
定
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
こ
の
場
合
に
基
準

と
な
る
べ
き
副
葬
品
が
何
れ
も
残
欠
で
あ
り
、
ま
た
副
葬
当
初
の
品
目

を
網
羅
し
て
い
る
と
も
思
え
な
い
の
で
、
い
さ
さ
か
索
強
に
す
ぎ
る
憾

は
否
定
し
得
な
い
。
し
か
し
既
に
明
ら
か
な
よ
う
に

一
号
墳
と
二
号
墳

と
の
間
に
は
、
全
く
異
な
つ
た
年
代
的
特
徴
が
存
在
し
、
前
者
が
古
式

古
墳
の
様
相
を
備
え
る
の
に
対
し
、
後
者
が
後
期
古
墳
で
あ
る
こ
と
は

疑
い
の
余
地
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
と
は
い
え
、　
一
号
墳
が
古
式
古
墳
の

う
ち
で
如
何
な
る
序
列
を
占
め
る
か
に
つ
い
て
は
、
な
ほ
論
ず
る
べ
き

若
干
の
事
柄
が
存
す
る
。

力
格
規
矩
四
神
鏡
、
鏡
式
不
明
鏡
は
何
れ
も
佛
製
と
考
え
ら
れ
る
も

の
で
あ
る
が
、
四
神
鏡
は
第
三
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
良
質
の
白
銅
製

で
大
形
鏡
の
部
類
に
属
し
、
そ
れ
等
と
碧
玉
製
釧
二
個
、
水
字
貝
製
貝

輪
の
組
合
せ
は
、　
一
応
、
本
墳
が
前
期
様
式
を
保
つ
こ
と
を
示
し
、
伴

出
し
た
武
器
、
武
具
、
工
具
、
王
類
及
び
埴
輪
等
の
様
相
も
、
必
ず
し

も
そ
れ
に
背
馳
す
る
と
は
思
え
な
い
。
し
か
し
少
量
な
が
ら
検
出
し
た

土
師
器
破
片
が
、
果
し
て
副
葬
品
で
あ
つ
た
か
に
つ
い
て
は
、
に
わ
か

に
断
定
し
得
ぬ
も
の
を
含
ん
で
い
る
。
比
較
的
浅
は
置
か
ら
出
土
ｔ
た

事
と
、
高
杯
、
川
と
共
に
甑
と
考
え
ら
れ
る
破
片
を
も
混
じ
て
い
る
か

一
“八
　
　
　
　
（
一八
）

ら
で
あ
る
。
高
杯
や
琳
が
献
供
用
容
器
と
し
て
一
般
的
で
あ
る
こ
と
は

い
う
ま
で
も
な
い
が
、
非
実
用
的
な
祭
祀
用
具
で
あ
れ
ば
と
も
か
く
、

実
用
の
甑
と
考
え
ら
れ
る
存
在
は
寡
聞
に
し
て
そ
の
例
を
知
ら
な
い
。

従
つ
て
甑
の
問
題
は
暫
く
疑
間
と
し
て
残
す
に
し
て
も
、
ま
た

一
方
、

そ
れ
等
の
土
師
器
が
遺
体
埋
葬
時
に
儀
礼
器
具

と
し

て
埋
納
さ
れ
た

か
、
埋
葬
後
に
行
わ
れ
た
で
あ
ろ
う
墓
前
祭
祀
に
用
い
ら
れ
た
土
器
の

混
人
で
あ
る
か
を
判
断
す
る
す
べ
も
持
た
な
い
の
で
あ
る
が
、
或
は
上

総
能
満
寺
古
墳
の
よ
う
な
場
合
に
類
す
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

さ
て
、
古
式
古
墳
の
系
列
に
つ
い
て
、
第

一
号
墳
に
見
ら
れ
る
出
土

遺
物
の
組
合
せ
の
類
例
を
他
に
求
め
れ
ば
、
直
ち
に
想
起
さ
れ
る
の
が

遠
江
松
林
山
古
墳
と
甲
斐
銚
子
塚
古
墳
と
で
あ
る
。
勿
論
、
そ
の
規
模

や
副
葬
品
の
豊
富
さ
に
比
肩
す
べ
く
も
な
い
が
、
優
秀
な
大
形
鏡
を
含

む
数
画
の
鏡
、
武
器
、
武
具
、
工
具
、
玉
類
を
始
め
、
署
玉
製
釧
、
車

輪
石
あ
る
い
は
琴
柱
形
石
製
品
、
巴
形
銅
器
等
に
有
枝
貝
釧
を
加
え
た

種
類
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
多
少
の
相
違
は
あ
つ
て
も
極
め
て
類
似
し
た
内

容
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
か
ん
ず
く
、
有
枝
の
貝
釧
は
鎧
塚
古

墳
及
び
松
林
山
古
墳
、
銚
子
塚
古
墳
に
の
み
発
見
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
ま
た
鎧
塚
に
そ
れ
を
欠
く
と
し
た
ら
何
も
銚
子
塚
や
松
林
山
古
墳

を
連
想
す
る
に
は
及
ば
な
い
で
あ
ろ
う
。
も
つ
と
も
前
記
の
よ
う
に
同

じ
水
字
貝
で
は
あ
つ
て
も
そ
れ
ぞ
れ
に
形
態
の
相
違
が
あ
り
、
松
林
山

と
銚
子
塚
の
場
合
が
六
枝
で
あ
る
の
に
対
し
、
鎧
塚
例
は
恐
ら
く

一
枝

乃
至
数
枝
で
は
あ
る
が
、
肥
前
関
行
丸
古
墳
例
の
如
く
水
管
を
除
去
し

た
形
を
は
じ
め
普
通
の
古
墳
出
土
貝
釧
と
は
違
う
特
殊
の
意
味
を
も
つ
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出
土
例
で
あ
る
こ
と
は
言
い
得
る
で
あ
ろ
う
。

鎧
塚
第

一
号
墳
に
見
ら
れ
る
副
葬
品
の
種
類
は
、
松
林
山
古
墳
及
び

銚
子
塚
の
何
れ
も
に
含
ま
れ
て
お
り
、
殊
に
有
枝
の
貝
釧
を
こ
の
三
墳

の
み
が
共
有
す
る
と
し
て
も
、
鎧
塚
の
年
代
を
四
世
紀
代
に
置
か
れ
る

前
期
古
墳
、
ま
た
は
そ
れ
に
近
い
他
の
二
者
の
年
代
に
同
定
す
る
こ
と

は
ま
ず
困
難
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
第

一
は
少
量
な
が
ら
数
種
の

土
師
器
が
混
入
し
て
し
て
い
た
事
実
で
あ
り
、
第
二
は
こ
の
地
方
に
お

け
る
古
墳
生
起
の
問
題
に
関
し
て
で
あ
る
。

古
墳
時
代
葬
制
の
変
遷
に
あ
つ
て
、
土
師
器
が
墳
丘
中
で
単
独
的
に

発
見
さ
れ
た
例
は
既
に
前
期
古
墳
に
臓
々
存
す
る
が
ハ
鎧
塚
の
場
合
、

器
形
は
数
種
に
及
び
、
個
体
数
も
ま
た
一
形

一
個
乃
至
数
笛
分
を
算
え

る
か
ら
、前
期
古
墳
の
そ
れ
と
同
趣
と
は
言
い
切
れ
な
い
も
の
が
あ
る
。

と
同
時
に
墳
丘
上
に
樹
て
ら
れ
た
埴
輪
の
破
片
と
混
在
し
た
出
土
状
態

か
ら
推
し
て
、
後
期
古
墳
に
於
け
る
よ
う
な
副
葬
品
と
し
て
考
え
る
こ

と
も
、
必
ず
し
も
妥
当
と
は
な
し
得
な
い
の
で
あ
る
。

一
方
、
善
光
寺
平
に
は
盆
地
南
部
の
更
級
郡
、
埴
科
郡
に
大
部
分
が

集
中
し
て
、
総
計

一
七
基
に
達
す
る
前
方
後
円
墳
が
明
ら
か
に
さ
れ
て

い
る
が
、
そ
の
う
ち
最
も
古
い
形
勢
を
看
取
し
得
る
の
は
、
更
級
郡
川

柳
の
将
軍
塚
で
あ
る
。
し
か
し
、
森
本
六
爾
氏
の
研
究
に
採
用
さ
れ
て

い
る
そ
の
古
墳
の
遺
物
に
は
、
い
さ
さ
か
検
討
を
要
す
る
も
の
が
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。
山
彙
の
尾
根
に
築
か
れ
た
前
方
後
円
の
墳
丘
は
長
軸

一
〇
〇
米
に
近
く
、
前
方
部
は
や
や
発
達
の
蒻
し
を
見
せ
て
い
る
が
、

大
体
前
期
様
式
の
一
型
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
前
方
部
及
び
後
円
部

長
野
県
須
坂
市
鎧
塚
古
墳
の
調
査

の
竪
穴
式
石
室
は
長
方
形
を
呈
す
る
割
石
小
日
積
み
の
手
法
を
と
り
、

ま
た
埴
輪
円
筒
列
や
葺
石
等
の
外
部
設
備
も
そ
の
墳
丘
に
即
応
す
べ
き

状
態
に
あ
る
と
い
え
る
。
し
か
る
に
出
土
品
と
し
て
伝
え
ら
れ
る
中
に

は
、
墳
丘
や
内
部
構
造
の
示
す
年
代
観
と
著
し
く
遊
離
し
た
品
目
が
認

め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
即
ち
、
薦
璃
製
コ
の
字
形
勾
玉
な
ど
は
明
ら
か

に
誤
伝
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
し
、
内
行
花
文
明
光
鏡
、
変
形
四
獣
鏡
、

珠
文
鏡
二
、
変
形
獣
形
鏡
、
体
製
内
行
花
文
鏡
二
、
鋸
歯
文
帯
変
形
文

鏡
二
を
含
む
出
土
鏡
の
組
合
せ
も
、
極
め
て
変
則
な
場
合
と
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
ま
し
て
一
、
二
を
徐
い
て
は
後
期
古
墳
に
特
徴
的
な
小

形
粗
製
鏡
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
所
伝
は
全
く
疑
お
し
い
こ
と
に
な
る
で

あ
ろ
う
。
こ
れ
等
現
存
の
遺
物
の
大
部
分
は
恐
ら
く
そ
の
出
土
を
将
軍

塚
に
附
会
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
よ
り
も
む
し
ろ
信
濃
奇
勝

録
の
川
柳
将
軍
塚
発
掘
品
と
し
て
図
示
説
明
さ
れ
た
記
載
に
注
目
し
た

い
の
で
あ
る
。
森
本
氏
に
よ
れ
ば
そ
の
記
事
は
、
鑑
鏡
二
七
面
、
銅
鏃

一
七
個
、
筒
形
銅
器
二
箇
、
金
銀
環
、
小
玉
、
車
輪
石
、
軸
形
碧
石
製

品
、
異
形
碧
石
製
品
、
勾
玉
、
管
玉
等
に
解
釈
さ
れ
る
が
、
そ
の
何
れ

が
現
存
遺
物
に
同
定
さ
れ
る
か
は
明
ら
か
に
で
き
な
い
。
た
だ
異
形
石

製
品
は
森
本
氏
が
琴
柱
形
石
製
品
の
一
種
と
考
え
ら
れ
た
現
存
遺
物
で

あ
る
こ
と
は
大
過
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
、
ま
た
最
近
米
山

一
政
氏
が
川

柳
将
軍
塚
出
土
と
伝
え
ら
れ
る
銅
鏃
を
発
見
さ
れ
た
が
、
大
形
の
有
茎

柳
葉
鏃
で
、
奇
勝
録
の
記
載
に
ほ
ぼ
一
致
す
る
の
で
あ
る
。
然
し
な
が

ら
奇
勝
録
の
い
う
鑑
鏡
二
七
面
の
数
字
は
、
勿
論
そ
の
ま
ま
信
じ
る
こ

と
は
で
き
な
い
し
、
ま
た
玉
類
の
多
く
や
金
銀
環
な
ど
も
疑
間
の
余
地

一
九
　
　
（
死
）
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考
雑
第
四
五
巻

一
号

を
残
す
が
、
墳
丘
や
内
部
構
造
に
対
応
す
る
副
葬
品
の
組

合

せ

と
し

て
、
筒
形
銅
器
、
銅
鏃
、
車
輪
石
、
軸
形
石
製
品
、
琴
柱
形
石
製
品
の

一
種
、
王
類
の

一
部
等
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
正
鵠
を
得
た
記
録
と
考
え

る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
そ
れ
に
鑑
鏡
を
加
え
る
な
ら
ば
現
存
の
内
行

花
文
明
光
鏡
と
、

「大
な
る
は
高
麗
文
字
同
勇
た
る
人
の
形
五
二
人
」

と
奇
勝
録
に
誌
さ
れ
た
有
銘
鏡
、
神
獣
鏡
乃
至
は
画
像
鏡
の
よ
う
な
も

の
が
あ
つ
た
の
千
．あ
ろ
う
。

こ
う
し
て
見
る
と
川
柳
将
軍
塚
が
嘗
て
考
え
ら
れ
た
よ
う
に
五
世
紀

代
に
降
る
も
の
と
は
思
え
な
い
の
で
あ
つ
て
、
善
光
寺
平
で
も
甲
府
盆

地
や
　
・
東
海
地
方
と
同
じ
発
展
の
段
階
に
、
古
墳
が
営
造
さ
れ
始
め
た
と

推
察
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
古
墳
と
い
う
新
し
い
業
制
が
中
央
か

』
地
方
へ
と
採
用
さ
れ
て
行
く
形
勢
か
』
推
し
て
、
か
か
る
善
光
寺
に

お
け
る
古
墳
生
拠
の
当
初
に
、
鉗
塚
第

一
号
墳
の
よ
う
な
積
石
塚
が
特

殊
な
菓
制
と
Ｌ
て
す
で
に
行
わ
れ
た
と
す
る
に
は
い
さ
さ
か
の
無
理
を

伴
う
も
の
と
考
え
わ
れ
、
や
は
り
川
柳
将
軍
塚
が
示
す
年
代
の
少
く
と

も
次
の
段
階
に
お
い
て
、
そ
の
発
生
を
考
え

る

こ

と
を
妥
当
と
し
よ

う
。
石
釧
の
形
・状
や
土
師
器
の
出
土
な
ど
、
そ
の
趨
勢
に
沿
う
傾
向
と

思
わ
れ
る
。
し
か
し
五
世
紀
を
更
に
降
し
得
る
も
の
で
は
な
く
、
中
期

に
お
い
て
も
中
葉
以

――――
に
そ
の
位
置
を
与
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

次
に
第
二
号
墳
の
年
代
で
あ
る
が
、
刀
剣
、
鉄
鉄
、
鈴
杏
葉
を
含
む

馬
具
、
獣
首
を
鋳
出
し
た
金
銅
製
帯
金
具
、
小
玉
、
土
師
器
等
の
遺
物

が
示
す
よ
う
に
、
後
期
古
墳
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
り
、
ま
た
第

一

号
墳
の
場
合
の

ヽ
―‥
う
に
微
妙
な
問
題
を
含
ま
な
い
。
金
銅
製
帯
金
具
そ

二
〇
　
　
（
お

）

れ
自
体
は
珍
奇
な
副
葬
品
で
は
あ
つ
て
も
、
当
墳
の
年
代
を
左
右
す
る

よ
う
な
意
味
を
持
つ
も
の
で
な
い
と
考
え
あ
れ
る
の
で
あ
る
。
だ
が
埴

輪
円
筒
を
は
じ
め
二
種
の
家
形
埴
輪
、
数
種
の
器
財
埴
輪

（あ
る
い
は

人
物
埴
輪
の
一
部
が
か
ま
れ
る
か
も
知
れ
な
い
）
の
構
成
は
、
善
光
寺

平
は
も
と
よ
り
信
濃
全
般
を
通
じ
て
見
て
も
、
極
め
て
多
彩
な
部
類
に

属
す
る
。
と
同
時
に
信
濃
に
お
け

る

埴
輪
の
存
在
期
間
は
意
外
に
短

く
、
後
期
後
半
に
及
ぶ
も
の
は
ま
ず
見
当
ら
な
い
と
い
つ
て
よ
い
。
従

つ
て
第
二
号
墳
に
関
し
て
も
同
じ
よ
う
に
後
期
前
半
期
と
考
え
て
よ
い

と
思
う
。

信
濃
が
わ
が
国
有
数
の
積
石
塚
密
集
地
帯
で
あ
る
こ
と
は
、
既
に
周

知
に
属
す
る
が
、
積
石
塚
ま
た
は
そ
れ
と
同
様
の
意
義
を
持
つ
と
考
え

ら
れ
る
い
わ
ゆ
る
土
石
混
合
墳
の
総
数
八
五
〇
基
余
、
そ
の
う
ち
五
〇

基
程
が
松
本
附
近
及
び
姥
捨
山
近
傍
の
麻
績

一
帯
に
存
す
る
他
は
、
す

べ
て
善
光
寺
平
に
集
中
し
て
い
る
。
な
か
ん
ず
く
、
大
空
古
墳
群
を
持

つ
埴
科
郡
に
七
〇
〇
基
以
上
が
認
め
ら
れ
、
上
高
井
郡
は
そ
れ
に
次
ぎ

、
そ
の
三
中
心
を
離
れ
る
に
従
つ
て
分
布
は
稀
薄
と
な
る
。
善
光
寺
平

に
お
け
る
古
墳
の
概
数
は

一
三
〇
〇
余
で
あ
る
か
ら
、
積
石
塚
が
如
何

に
濃
密
な
分
布
を
示
し
て
い
る
か
解
る
で
あ
ろ
う
。

ま
た

一
般
的
に
見
る
Ｌ
、
積
石
塚
は
円
形
の
墳
丘
と
し
て
築
か
れ
る

場
合
が
大
部
分
で
あ
る
が
、
大
窒
第
二
三
九
号

。
第
二
二
〇
号
墳
、
東

筑
摩
郡
坂
井
村
安
坂
古
墳
群
、
同
麻
績
村
麻
績
塚
の
よ
う
に
、
方
形
墳

（
乃
至
は
上
円
ド
方
墳
）
と
し
て
も
、
あ
る
い
は
更
級
郡
中
郷
古
墳
の

如
く
前
方
後
円
墳
と
し
て
も
築
造
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
は
附
随
す
る
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内
部
構
造
と
し
て
は
、
大
室
古
墳
群
に
つ
い
て
い
え
ば
、
横
穴
式
石
室

一
二
二
基
、
竪
穴
石
室
六
七
、
合
掌
形
石
室
三
二
、
組
合
式
石
棺
五
が

明
ら
か
に
さ
れ
て
お
り
、
横
穴
式
石
室
が
最
も
普
通
の
墓
室
で
あ
つ
た

と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
更
に
金
鎧
山
古
墳
の
よ
う
に
後
期
も
古
い
時

期
の
所
産
と
見
倣
さ
れ
る
存
在
も
あ
る
が
、
大
多
数
は
小
形
粗
造
で
、

副
葬
品
の
中
に
は
八
世
紀
に
降
し
得
る
も
の
が
散
見
す
る
か
ら
、
中
期

以
降
、
殊
に
後
期
か
ら
古
墳
の
終
末
に
至
る
ま
で
陸
続
と
し
て
営
ま
れ

て
い
た
に
違
い
な
い
。

積
石
塚
の
意
義
に
つ
い
て
は
古
来
論
議
が
重
ね
ら
れ
て
い
る
が
、
善

光
寺
平
の
如
く
特
殊
な
分
布
を
と
り
発
展
を
遂
げ
た
場
合
に
あ
つ
て
は

、
古
代
朝
鮮
か
ら
帰
化
人
に
よ
つ
て
行
わ
れ
た
墓
制
で
あ
る
こ
と
に
、

大
体
の
帰
結
を
得
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
細
部
に
亘
つ
て
は
百

済
説
あ
り
、
高
勾
麗
説
あ
り
で
必
ず
し
も

一
致
し
な
い
。
斎
藤
忠
博
士

は
甲
斐
王
塚
古
墳
例
を
唯

一
の
例
外
と
し
て
、
善
光
寺
平
に
の
み
認
め

ら
れ
る
合
掌
形
石
室
が
、
百
済
の
古
墳
に
往
六
存
す
る
屋
根
形
石
室
の

継
水
で
あ
る
と
し
、
更
に
善
光
寺
の
草
創
に
百
済
の
帰
化
人
が
関
与
し

て
力
が
あ
つ
た
所
か
ら
百
済
人
説
を
と
ら
れ
た
。
ま
た
大
場
磐
雄
博
士

及
び
郷
土
史
家
故
栗
岩
英
治
氏
は
新
撰
姓
氏
録
巻

二
四
山
城
国
諸
蕃

中
、
高
麗
の
条
に

「高
井
造
、
高
麗
王
郷
年
五
二
十
世
孫
、
汝
安
郡
五

後
也
」
と
あ
る
記
事
を
始
め
、
正
史
の
各
所
に
散
見
す
る
高
麗
系
帰
化

人
賜
姓
の
記
載
に
よ
つ
て
、
高
勾
麗
人
説
を
樹
て
ら
れ
て
い
る
。
殊
に

大
場
博
士
は
東
筑
摩
郡
坂
井
村
安
坂
の
古
墳
群
が
、
平
安
の
初
期
に
姓

を
賜
つ
て
安
坂
氏
と
な
つ
た
高
勾
麗
人
前
部
綱
麻
呂

一
族
の
居
住
地
に

長
野
県
須
坂
市
鎧
塚
古
墳
の
調
査

該
当
す
る
こ
と
を
指
摘
せ
ら
れ
て
い
る
。
安
坂
古
墳
群
を
構
成
す
る
積
【

石
塚
が
八
世
紀
に
降
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
思
う
と
き
、
こ
の
説
は
相
・

当
の
蓋
然
性
が
存
す
る
と
い
え
る
。
今
こ
こ
で
は
そ
れ
ら
の
当
否
に
つ

い
て
述
べ
る
余
裕
を
持
た
な
い
が
、
そ
の
何
れ
の
場
合
も
存
し
て
よ
い

の
で
は
な
い
か
と
私
か
に
考
え
て
い
る
。

鎧
塚
の
場
合
に
関
し
て
は
、
直
接
間
接
に
結
び
つ
く
史
籍
の
記
載
は

勿
論
見
当
ら
な
い
が
、
高
勾
麗
人
、
百
済
人
の
何
れ
に
せ
よ
、
帰
化
人

に
関
係
の
あ
る
遺
跡
で
あ
る
こ
と
は
言
い
得
る
で
あ
ろ
う
。
た
だ
六
、

七
世
紀
の
古
墳
で
あ
れ
ば
、
帰
化
系
の
人
の
墳
墓
と
し
て
も
散
て
異
と

す
る
に
足
り
な
い
が
、
第

一
号
墳
が
五
世
紀
に
遡
る
年
代
を
示
す
と
な

れ
ば
、　
一
応
考
う
べ
き
問
題
が
提
さ
れ
る
よ
う
に
思
う
。
第

一
号
墳
の

築
造
さ
れ
た
五
世
紀
の
頃
の
帰
化
人
が
、
信
濃
の
よ
う
な
東
国
へ
配
置

さ
れ
た
こ
と
を
文
献
上
で
探
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
も
し
そ
の
よ

う
な
極
く
初
期
の
帰
化
人
が
、
こ
の
地
方
に
配
置
さ
れ
る
に
は
、
相
当

の
理
由
が
あ
つ
て
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。
当
時
大
和
朝
廷
は
朝
鮮
半

島
に
お
い
て
高
勾
麗
、
新
羅
と
事
を
か
ま
え
、
そ
の
対
抗
策
に
苦
慮
し

て
い
た
。
い
う
ま
で
も
な
く
高
勾
一麗
は
遊
牧
騎
馬
民
族
の
扶
余
族
の
国

家
で
あ
る
。
民
族
的
習
性
と
多
年
の
経
験
と
に
よ
り
、
優
秀
な
騎
兵
を

も
つ
て
朝
鮮
を
席
捲
し
よ
う
と
計
つ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
日
本
軍
も
そ

れ
に
対
戦
す
る
た
め
騎
兵
を
保
有
す
る
必
要
が
あ
つ
た
に
違
い
な
い
。

従
来
飼
馬
の
経
験
を
知
ら
な
い
大
和
朝
廷
が
、
そ
の
た
め
帰
化
人
の
利

用
を
考
え
た
と
し
て
も
不
思
議
は
な
い
。

ま
た
後
の
史
実
に
徴
し
て
も
明
ら
か
な
如
く
、
信
濃
の
地
は
牧
場
の

一　一　一　　　　　　　（
一一一　）
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考
雑
第
四
五
巻

一
号

適
地
で
あ
り
、
数
多
く
の
官
牧
、
私
牧
が
置
か
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
百

尺
の
竿
頭
を
以
て
す
れ
ば
、
軍
馬
補
給
の
必
要
に
迫
ら
れ
た
大
和
朝
廷

が
、
飼
馬
の
法
に
長
じ
た
帰
化
人
を
信
濃
に
配
置
し
、
牧
場
の
開
発
や

馬
の
飼
育
に
当
ら
せ
た
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
と
想
像
す
る
の
で
あ

る
。
そ
の
よ
う
な
初
期
集
団
の
首
長
の
墓
が
鎧
塚
第

一
号
墳
で
あ
り
、

一
一一　一　
　
　
　
　
（
一〓一　）

以
後
そ
の
役
割
は
数
世
紀
に
亘
り
、
中
に
は
新
た
に
加
わ
つ
た
帰
化
系

の
人
た
に
よ
つ
て
も
引
継
が
れ
、
や
が
て
は
こ
の
地
方
に
お
け

る
高

井
、
大
室
、
笠
原
等
の
御
牧
に
発
展
し
て
行
く
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

六
世
紀
以
降
に
造
ら
れ
た
積
石
塚
の
多
く
も
、
古
牧
の
存
在
に
無
関
係

で
は
な
い
こ
と
は
、
既
に
説
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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第 2節 「鎧塚第2号古墳」
須坂市教育委員会 (昭和60年 )

1。 過

農業の機械化、さらにはその大型化に対処するため、農道の拡幅改良を年次計画で進めている須

坂市は、昭和60年度に「市道横松原鎧塚 1号線」の拡幅改良工事を実施することになった。ところ

が、この拡幅の一部に長野県指定史跡である「鎧塚第 2号古墳」が隣接しているのである。両側に

広げる農道の拡幅計画については農業土木課の努力により地主の了解のもとに指定区域にはまった

く手をつけないこととなり、さらに、この古墳の重要性を理解していただいた農業土木課の配慮に

より、現在の道路敷部分の保護について協議することになった。

こうして、昭和60年 2月 15日 に長野県教育委員会事務局文化課大田喜幸 。伝田和良両指導主事、

関野英太郎区長ほか上八町区役員、須坂市農業土木課樽井一郎技師・佐藤栄作主事、須坂市教育委

員会社会教育課黒沢正三主事で現地協議を実施し、須坂市の負担により、須坂市教育委員会が主体

になって発掘調査を実施し記録保存をはかることになった。この農道工事は昭和60年秋に予定され

ていたが、4月 以降は農作業でこの道路を頻繁に利用するという地元の要望があるため、急、遠 3月

に調査を実施することになった。そのため、市教育委員会では「須坂市遺跡調査会」を組織し、調

査を実施することになった。

調査組織は以下のとおりである。

調査会

顧問  北村 尭 (須坂市教育委員会教育長 )

会長  片山正行 (須坂市文化財審議委員会委員長 )

理事  霜田圭一 (    同      委員 )

同  徳永哲夫 (    同       同)

同  荒井嘉助 (    同       同)

同  関 孝一 (    同       同 )

同  神林信雄 (須坂市立博物館長 )

監事  青木光雄 (須坂市収入役 )

同  落合謙一 (須坂市教育委員会学校教育課長 )

経

調査団

団長  関 孝一

主任  黒沢正三

補助員 道正洋一

滝沢道明

(須坂東高等学校教諭 )

(須坂市教育委員会主事 )

高橋千穂 平岡千枝 金井資生 花岡善光 中村 済 北村孝夫 保科光穂

千葉剛成 桂本真司  (以上須坂高等学校郷土部 )
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2

事務局

局長

次長

事務員

同

丹羽本治

小林忠男

黒沢正三

片山道子

(社会教育課長 )

(社会教育課長補佐 )

(社会教育係主事 )

(   同   )

北信濃の東部に位置する須坂市は、北は上高井郡小布施町と、東は同郡高山村及び群馬県嬬恋村

と、南と西は長野市に接 している。地形を概観すれば、根子岳・浦倉山等2:000m級の山々が連なる

山岳地帯と、これらの山々から流れ出る鮎川・百々川 。松川等によって形成された扇状地、及び千

曲川によってできた沖積地の 3つ に分けられる。

本古墳は須坂市の南端を流れる鮎川によって形成された右岸の段丘上に立地する。標高510m、 こ

の墳頂に登れば広大な扇状地から、千曲川をへだてて善光寺平を一望のもとに見おろすことができ

る。

善光寺平東縁のいわゆる河東地域は、積石塚古墳がもっとも濃密に分布 している地域で、特に長

野市松代の大室古墳群は数百に及ぶ積石塚が密集していることで全国的に有名である。

須坂市に存在する古墳は80数基が知られている。もっとも多いのは本古墳が立地する鮎川右岸で、

下流の米持から上流の栃倉にかけて40数基が連なっている。最近の分布調査では左岸にもいくつか

存在することが知られた。次に多いのは坂田山麓で、10数基がまとまっており、日滝原には10数基

が散在 している。須坂市に存在するこれらの古墳は遺跡地名表等でみる限 り、積石塚が圧倒的に多

いが、最近の分布調査の所見を述べるならば、従来、土石混合墳 と呼ばれていた古墳は扇状地とい

う石がきわめて多い地理的条件のもとでは、土墳の範‖壽に含むべきものではなかろうかと考えるに

至った。

須坂市の古墳の中でもっとも古いのは、昭和51年 に確認調査が実施された米持の天神第 1号古墳

である。この古墳は中心を粘土で築き、その周囲に人頭大の川原石を積み上げた特殊な形態の古墳

である。市内に分布する古墳の中ではもっとも大きく、長軸35.7mを測る。主体部は確認できなか

ったが、封土部 と積石部の境あたりから埴輪片が大量に出土した。特に家形埴輪は全形を知 りうる

ものでは県内初出土の優品である。これらの埴輪からこの古墳は 5世紀前半と推定されている (文

4)。

次は、本古墳とともに昭和32年に発掘調査が行われた鎧塚第 1号古墳で、すべて人頭大の河原石

を積み上げた典型的な円形の積石塚である。これも主体部は確認できなかったが、出土遺物から5

世紀後半の築造と推定されている。このことは、従来積石塚は 7～ 8世紀のいわゆる終末期古墳と
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されていたが 記念すべき学史的な

調査であったといえる (文 1)。

同時に行われた本古墳は、後に述べるように 6世紀前半の古墳に比定される。

その他後期古墳としては、日滝の行人塚古墳が昭和53年に調査された。この古墳は土墳で、横穴

式石室である。遺物はほとんど出土せず、わずかな土師器と須恵器のみであったが、 7世紀後半の

築造と考えられている (文 5)。

なお、この地域の特色として石が多い地域であり、小規模な古墳が多いことから、畑の邪魔な石

を積みあげたいわゆる「ヤックラ」とまざらわしいものが沢山あり、古墳と考えられていたものが

占墳でなかった場合もあり (文 2・ 3)、 また、「ヤックラ」と思われていたものが古墳であった場

合もある (文 4)。

鎧塚第 2号古墳の発掘調査は昭和32年 8月 に上高誌編纂会の手によって行われた。この調査では、

中央部の北東から南西方向をとる幅 5m、 長さ1lmの範囲で行われたが、内部主体はすでに破壊さ

れていた。発掘区域の中央部の深さlm余の付近に、各種の遺物が集中して発見され、地盤土中か

らもガラス小玉 5個が検出されたほかは、遺物の出土状態にも特定の現象を見出すことはできなか

った、と調査者は記している (文 6)。

出土遺物は鍍銀青鋼製獅噛文鈴板 (鋳造)3・ ガラス小玉 5。 刀剣小片 。鉄勤失片 2。 鈴杏葉 1・

轡残片 1・ 鉄片類・糸巻形鉄片 4・ 家形埴輪・器財埴輪 。円筒埴輪・土師器 (高ナド)である。この
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〆

o    (1～ 3)    5cln

12
14

0   (7～ 18)    5cln

0 4● 22

16                17

0  (19～22)  5cln

1～ 3鍍銀青銅製獅噛文鍔板、 4鈴杏葉、 5～ 6鉄
'族

、7～ 17鉄片

19～ 22糸巻形鉄片、23～28器財埴輪

第 2図 鎧塚第2号古墳出土遺物 (昭32年)〔長野県史考古資料編より転載〕

-111-



5

中で、鍍銀青鋼製獅噛文勢板は獅子頭模様の銅の鋳物で、きわめて精巧な遺物である。全国的には

他に数例知 られているだけで、大陸からの移入品と考えられている。鈴杏葉 も貴重な遺物で、杏葉

部分は欠失 しているが 2つの鈴は今もきれいな音色を出す。これらの出土品から、本古墳は 6世紀

前半に築造されたものと推定されている(文 1)。 なお、この出土品のうち金属製品については第 1

号古墳出土品とともに、昭和58年度国・県の補助を受けて科学的保存処理が実施された。この中で、

鍍銀青鋼製獅噛文勢板は従来鍍金であり、またそれがすでにほとんど景1落 しているものと考えられ

ていた。 しかし、錆落としを実施 した結果、原形がほとんど残っており、しかも定量分析の結果で

は銀を主体 とした金銀合金であることが判明し、現在の名称 となったのである。当時の遺物として

は、鍍銀はきわめて少なくさらに貴重な遺物となっている。

なお、本古墳は第 1号古墳 とともに昭和40年 2月 25日 に長野県史跡に指定され、また出土品は昭

和45年 5月 25日 に須坂市指定有形文化財に指定され今日に至っている。

3。 調査 国誌

日召禾日60年

3月 15日 (金)晴れ

午前中、ブル トーザーを借 りあげ、表土約15cmを 削った。

午後 1時から発掘を開始する。墳丘と同じく人頭大の石が多数検出された。比較的上層部から埴

輪片が多数発見された。

3月 16日 (土)曇のち雨

引き続き掘 り下げを行った。調査区の南側、すなわち古墳側の 3分の 2は石の間に黒色土が入り、

埴輪はまったく出土しなくなった。畑側の 3分の 1は石の間にすき間が多く、茶褐色土であった。

午後は雨のため、博物館で遺物洗いと注記を行った。

3月 17日 (日 )晴れ

午後、引き続き石を残して掘 り下げ作業を行った。北西隅で墳丘の限界を示すと思われる列石が

検出された。全体の墳域を知るため調査区域外の 3ヶ 所に試掘坑をあけた。

午後になって墳域の北の限界は北西隅の一部分を除いてほとんどが攪舌しをうけているものと判断

し、清掃作業をはじめた。

3月 18日  (月 )日青れ

写真撮影と実測作業を行った。終了後遺物整理を行った。
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調査区域は全面発掘とし、 5区に分けて調査を実施 した。

1区では長さ1.8mに わたつて墳裾 と思われる列石が認められた。遺物はほとんど出上 しなかっ

た。

2～ 4区は、現墳裾から約 2mま では人為的
´
と思われる石積みではないが、墳丘と同様の人頭大

の河原石が集積 し、その石の間には黒色土がはいり、築造時の様相を残していた。 しかし、ここか

ら北側は墳丘と同じ人頭大の河原石ではあるが、石と石の間にすき間が多くなり、茶褐色の砂が人

り込んでいるため、攪乱されているものと判断した。遺物は黒色土上面か
',出
上し、黒色土内か′,

ほとんど出土しなかった。

第 5区は墳裾の東の限界を確認するため調査を進めたが、はっきりとつかむことはできなかった。

古墳全体の墳域を知るために第 6～ 8区の試掘坑をあけた。

推定ギi域

ヽ
′

,'\ fl(irjjri'tliti

第 3図 鎧塚第 2号古墳全体図 (1:250)

査調
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第 6区は灌水用の配水管が敷設され

ているため、一部破壊されていたが、

墳丘の積石が特に広がっていたとは認

められず、現況が築造時とほぼ同じ墳

域 と考えられた。埴輪はわずかに出土

した。

第 7区は約15cmで基盤 と思われる黄

色土層に達 した。ここもやや大きめの

河原石が散在し、その石の間から埴輪

の大 きな破片がまとまって出上 した

が、墳域が広がっている状況は認め′)

れず、築造時とはほぼ同じと考えられ

る。

第 8区は現地表面から約50cm下 で墳

裾 と思われる石積みが認められ、現地

表面の墳裾よりも約 lm広がっている

ことが確認された。埴輪は地表下約15

cm前 後の付近から出土した。

断面 平面

0                 5m

5。 遺
第 4図 調査区域詳細図 (1:150)

遺物は平箱にして 1箱の 8分 日程度で、好i恵イ|が 1サ |・ ″)っ た他は、すべて地輸である。

(1)埴輪 (第 5・ 6図 )

円筒埴輪 (1～ 15) もっとも出土量が多い。 とはいえ、胴部破片には朝顔形円筒埴輪 も含まれて

いるものと思われる。 1～ 3は 口縁部である。ほとんど垂直に立ち上がっている。口唇部は斜めに

調整されているもの(1)と 肥厚しているものがある(3)。 器壁は1.1～ 1.3cmと やや薄い。焼成 。整形は

良好であるが、内面に刷毛目痕はみられない。

胴部にはタガ状突起がめ ぐっている。幅1.5,2 cm、 高さは0.6～ 1.3cmで 、断面はカマボコ形を基

本としている。刷毛目整形痕はタガ状突起上にも施されるが、内面に施されるものは少ない。窓が

あけられているものがいくつかある。 10～ 11は直線的に切 り込まれており、現状から判断して台形

または 6角形と考えられる。 12は直径5.5cmの 円である。

底部はいづれも外反して立ち上がっている (13～ 15)。

朝顔形円筒埴輪 (16～20) 口縁部はいづれも焼成・整形きわめて良好である。厚さは l cm前 後と

‖た,tザill

路

―
二

_  i芭 L
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薄手で、強 く外反 している (16～ 18)。

胴部片はいづれも肩の部分である(19～ 20)。 口縁部に比してやや厚く、1.3～ 1.5cmを計る。粘土

の継ぎ目にタガ状突起が添付されている。焼成や整形はきわめて良好である。

家形埴輪 (21～ 24) 21は直径3.3cmの 九棒状を呈している。家形の堅魚木と考えられる。22・ 23は

いづれも屋根の軒付近と考えられる。24は 家形の床付近と考えられる。他の地輪とは格段の利lj土 で

胎土や整j影がきわめて良好な地1倫である。

′

…
…
1,

癬 等滴室富:ユド

「 2

諄ぃ

4'■、ば、、「七、

o                    10cm

.::撃ギイ]ヽヽ‐

ー

ジ

‐ ・ ″
・

2ヽ0

第 5図 円筒埴輪・朝顔形円筒埴輪
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第 6図 家形埴輪 。異形埴輪 。須恵器

異形埴輪 (25～ 27)26は 平らな板状の埴輪である。幅0.4～ l cmの梯子状の文様が描かれている。

梯子段はタガネ状の工其を0.2～ 0.3cmの 深さに刺突している。25も 板状の埴輪である。きわめて厚

く、2.3cmを 測る。右隅に直径約0.4cmの 穿孔があり、ここを基点に弧線が 2本出ている。これらの

沈線は、この時代に盛んに用いられた直弧文ともよく似通っている。27は 断面が栗の実形の棒状の

埴輪である。直径0.2cm、 深さ0.5cmの 刺突孔が0.5cmお きに 2 cmの間かくをおいて 2条並んでいる。

(2)須恵器 (第 6図 28)

やや大形の壺形土器の頸部である。上部に櫛歯状工具による波状文がある。胎土・整形等良質の

須恵器である。

6。 ま と

墳丘の裾部に限定され、短期間の調査であったにもかかわらず、今まで把握されていなかったこ

とが明らかにされた。以下その成果を記しておきたい。

遺構 としては第 1区において墳裾の根石と考えられる配石が認められ、第 6～ 8区の試掘坑の状

況と考え合わせ、鎧塚第 2号古墳の規模はほぼ径24mの円墳と考えることができる。第 2～ 4区は

最下段の石積みが、現墳裾から約 2mま では現墳丘とほぼ同じ人頭大からその倍 ぐらいの大きさの

石で構成されており、黒色土の状況と考え合わせて、築造時の状況を残しているものと考えられる。

しかし、北東側は石の大きさはほぼ同じであるが、すき間が多く茶褐色の砂まじりの土であり、明

らかに攪乱状態を示しており築造時の状態とは考えられない。以上の調査結果か′)、 今回の調査区
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域はまず第 1段階として墳裾部分が破壊され、次に恐らく現道路の開設の際にさらに約 2mほ どと

りくずされて積み直されたものと考えられる。墳丘の南西側は約 lmほ どせばめられているものと

考えられ、また、南東側は現状では 1～ 1.5mほ どせばめられている状況ではあるが、第 8区にみら

れるように覆土をとることによって第 3図 の推定線のように墳裾が現れるものと考えられる。

出土遺物のほとんどが埴輪であった。円筒埴輪は底部から外反しながら立ち上がり、胴部から口

縁部にかけては屈曲なく垂直に立ち上っている。タガ状突起はきわめてしっかりとしたものがつい

ている。この円筒埴輪の形態は近在では長野市松代の長礼山 2号古墳のものとよく似ている(文 6)。

しかし、本古墳出土円筒埴輪における台形または 6角形と推定される窓の存在は類例をもとめるこ

とができなかった。朝顔形円筒埴輪は特に特徴的なものは認められない。家形埴輪も細片のため目

立った特徴はない。異形埴輪としたものも細片のため不明であるが、あるいは楯などではなかった

かと推定される。須恵器は壺の頸部であるが、これだけで時期判別はむずかしい。

さて、環境の項でもj上べたように本古墳は昭和32年に中央部分が発掘され重要な遺物が出土し、

もっとも典型的な積石塚古墳として全国的に知られている。今次の調査によって、調査されていな

かった墳丘部分の状況が把握され、さらに全容の解明にむけて一歩進めることができたことは一定

の成果であった。関係各位のご協力に感謝申しあげ稿了としたい。
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